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　国こつ教きよう庁ちようにおける書しよ庫こは、逆ぎやく説せつ的てきに検けん閲えつの最たる場であると言える。

　エクソシスト、聖せいルカとて、その所しよ蔵ぞうの偏へん重ちようぶりはよく理解していた。神の教えには背そむいていない、どころか、むしろ積極的に景けい教きようを伝える書物ばかり。その論ろん調ちように過か激げき穏おん便びんの差はあれど、まさか神を否定する本が国教庁の書庫にあるはずがないのである。

「趣おもむきは立りつ派ぱだがな」

　嘆たん息そくするように呟つぶやく。激げき務むの合あい間まをぬっての調べ物だったが、芳かんばしい成果は初めから期待していなかった。根こん気きよく調べていくしかないのは理解しているが、歯がゆいところでもある。

「エクソシストはこういう時、不ふ便べんですわね」

　いつの間にか背後に立つ裏うら切ぎり者ものは、そんなことを平気で口にする。

「書庫の本は神を讃たたえ、聖せい堂どうの歌は神に祈る。退たい魔ま師しなんて言ったところで、耳も目も神によって塞ふさがれている気がしますわ。ねぇルカ、ここまで縛しばられていても満足なのかしら？　縛られフェチ？」

「黙だまれ。仮にも天あま草くさ教きよう皇こうのおわす国教庁、滅めつ多たなことを言うもんじゃない」

　かつての悪あく魔ま使づかい、『Ｊ』のユダだから吐ける暴ぼう言げんだ、とルカは思った。国教庁に悪魔崇すう拝はいの邪じや書しよが置かれていてはそれこそ大だい問題なのだから、ここの書庫はこれでいいと言い聞かせる。多少の不便は自分たちが我が慢まんすれば良いだけのことだ。

　ルカとユダ、二人は書しよ棚だなの合間を縫ぬって進んでいく。書庫と聞いて思い浮かべる、埃ほこりっぽさや湿しつ気けの匂においはあまり感じられない。地下に建設されている以上、管理の行き届かない部分があってもおかしくないというのに、先の見えない書棚の群れはそんなものを感じさせなかった。

　掃そう除じがまめに行われているだけでなく、頻ひん繁ぱんに利用する国教庁の職員が多いということだろう。勉強熱ねつ心しんなのはもちろん褒ほめるべきことだが、偏かたよった書しよ籍せきによって視し野や狭きよう窄さくを導かないか、ということがルカの懸け念ねんだった。

「いいから探せ。『コドク』という単たん語ごの心当たり、あるんだろう、ユダ？」

「酷ひどいですわね貴方あなたも。こんな言げん論ろん統とう制せいが行き届いた書庫にあるわけなくてよ。天草景教から見るなら邪じや教きようですもの」

「私の口くち利ききで書庫まで連れてきてやったこと、忘れているんじゃないのか」

　忌いむべき悪魔使いである『Ｊ』のユダ、エクソシスト内の汚お点てんである彼女は、本来であれば待たい機き時じの活動も制限される。要は国教庁で軟なん禁きん状態に置かれているわけで、当然出で歩あるく自由などない。書庫に入れたのも、それなりの発言力りよくをもつルカのおかげであった。

「はいはい、恩おん着きせがましいですこと。探してみますけれど……成果が上がらなくても知りませんわよ」

「構わん」

　どうせ、忙せわしい合あい間まの息いき抜ぬきも兼ねているのだ。天あま草くさ教きよう皇こうの真しん意いを推おし量ろうと書しよ庫こまで来たのは、いわばついでである。書しよ類るい仕事に嫌いや気けがさしていただけなのだ。

　その息抜きに付き合わされているのか、とユダならば嫌いやがるかもしれなかったが。

「この辺りに……あるかしら？　丁ちよう度ど良よい文ぶん献けん」

「中ちゆう国ごくの歴史？　まさか元もと悪あく魔ま使づかいが、私に儒じゆ教きようでも学べとでも言うつもりか」

「いいえ、そういう訳わけではないのですけれど……あら、意い外がいと中国由ゆ来らいの文献は多いのですわね？　これならば見つかるかしら。毒どく術じゆつの本が」

「景けい教きようという言葉自じ体たいは中国からの輸入品ひんだからな。しかし、毒だと？」

「コドク。つまり、孤こ独どくではなく蟲こ毒どく」

　ルカにはユダの発音が全て同じに聞こえてしまった。漢字で書くのだろうか、と疑問に思うが、ユダは詳しく解説してくれない。あれでもないこれでもない、と本を手にとっては呟つぶやいている。主に、古こ代だい中国における景教の広がりと収しゆう束そくを伝えた本を見ているようだ。

　景教の歴史的な動きが見たいのではなく、それによって断だん罪ざいされた邪じや教きようについての記き述じゆつを探しているのだとすぐにわかった。

「毒ならば、むしろディオニュシウスの専せん門もんだが……」

「彼は今、例の悪魔憑つきの保ほ護ごに向かっているんでしたわね。あの街もつくづく、色々なことに巻きこまれますわね」

「貴き様さまが言うな」

　悪魔使いによる事件を引き起こし、甚じん大だいな後こう遺い症しようまで残したのは目の前にいる裏うら切ぎり者ものである。よくもぬけぬけとそんなことが言える、と呆あきれるルカだった。

「でも、何な故ぜ毒ですの？　『Ｄ』、つまり医い者しやならば薬のほうが領りよう分ぶんでしょうに」

「毒も薬も同じものだ、というのがディオニュシウスの口くち癖ぐせだ。医者だった頃は猛もう毒どくから薬を作り出す研究をしていたらしくてな。彼の医い療りようのいくらかは、毒を扱う上で生まれた副ふく産さん物ぶつに過ぎない」

　ユダはそれを聞きながら、なにか思うところがあったのだろうか。くすくすと笑い始めた。猛毒から薬を作るのは、確かに、悪魔使いを子こ飼がいのエクソシストに変えてしまうのと似ているかもしれないが。

「だから結局、毒も薬も変わらないのさ、あの医者にとっては。あの医者は薬を使うよりも上う手まく、毒を使うのさ」

「まあ……ではまた、例の彼も、大変なことになってしまいそうですわね」

「こじれなければいいがな」

　医療も退たい魔まの腕も一流のエクソシスト、ディオニュシウス。だが性格に難があるのも、国こつ教きよう庁ちようでは誰だれもが認めるところだった。あの医者は、悪魔憑きの保護のために交こう渉しように行くだけだ、と言っていたが。ルカはその言葉を素直に受け取ってはいなかった。

「ルカ。可愛かわいがっていたお弟で子しさんがいたでしょう。念のために遣つかわせては？」

「……考えておこう。そんなことより、早く資料を探せ」

「気の短いですこと」

　教きよう皇こうの発言は気にかかる。ましてや毒どくだというのならば、なおさら。

　ルカにとって、毒と聞いてすぐ浮かぶのはあの黒い医い者しや。彼と彼の悪あく魔まがとても危険だということは、ルカにもよくわかっている。扱いを間違えれば死に至る、わずかな量で致ち命めい的てきなもの。

　何事もなく『Ｄ』が帰ってくるとは、ルカにはとても思えなかった。
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　学校から帰ったら、七な罪つみがリビングの壁になにやら貼はりつけていた。

　九く罰ばつとしては、また今年も来たか、という気分。カーニバルの最さい中ちゆうも生き生きとしていて水を得た魚だった七罪だが、むしろ四し旬じゆん節せつのほうが張りきっているように見える。七罪の性格を考えれば、あるいは当然なのかもしれないが。

「なっちゃん、なにしてるのー？」

「いえ、ちょっと、目標を」

　去年を経験していないアイムは、無む邪じや気きに七罪に問う。

　四旬節。カーニバルから復ふつ活かつ祭さいまでの四十日間──正確には日曜日は数えないが──その間、耶や蘇そに倣ならった節せつ制せいが行われる。敬けい虔けんな人は聖せい職しよく者しやの指導を受けて正式な断だん食じきをするし、そうでない人も禁きん煙えんや禁きん酒しゆ、その他嗜し好こう品ひんを断つ、といった程度の事はするだろう。

　もちろん、そんな節制に参加する気のない九罰だが、生憎あいにくこういったイベントが大好きな妹がいる。七罪は毎年、嬉き々きとして九罰を縛しばりつけてくるのだが、今年はその対たい象しようにアイムまで含まれたらしい。

「えっと。『アイムは放ほう火か禁止』……って、なにこれ！」

「ちなみに兄にいさんは覗のぞき禁止ですからね。最近ちょっと目に余りますから、自じ重ちようしてください兄さん」

「何度も言うけど、わざとやってるんじゃないんだってば……」

　ちなみに七罪は『甘いもの禁止』だった。神への奉ほう仕しとは名ばかりのダイエットではないかと九罰は思う。

「ちょっとなっちゃん！　アタシ最さい近きん放火なんて全然してないし！」

「ああ、そういえばそうですね。では火ひの気け禁止にしましょうか」

「う、うあう……」

　やたら強気の七罪であった。こうなってしまうと何を言っても無む駄だだということを、九罰は兄としてよくわかっていた。

　カーニバルは、盛せい況きようのうちに終了した。先週の喧けん騒そうがまるでなかったかのように、街にはどこか厳げん粛しゆくな空気が漂っている。一週間丸まるごと騒さわげば、誰だれでも疲れるし、贅ぜい沢たくも嫌いやになる。禁きん欲よくの四旬節を迎えるのに相応ふさわしい心持ちになれるというわけだ。ましてや学生の身には中間テストも近いし、欲を断って勉べん学がくに励はげむには絶ぜつ好こうの期間だと、七罪あたりは考えるだろう。

　もっとも今年は、カーニバルの騒そう動どうも一ひと味あじ違ったのだが。丘の上の屋や敷しきに住む魔ま女じよ、イヴ。そして彼女に反はん逆ぎやくした悪あく魔まアンドラス。口の悪いアイムなど、あれは結局痴ち話わ喧げん嘩かだったんじゃないの、などと言っている。まあ仮にそうだったとしても、それに介かい入にゆうしたことは九罰の判はん断だんだったわけだから、そのことに後こう悔かいはない。

　ボロボロですね、とは七な罪つみの言い方で、全くそのとおりだ。九く罰ばつにとっては体を傷つけるためのカーニバルだったと言っても過か言ごんではないだろう。もちろん、まったく収しゆう穫かくがなかったわけでもないけれど。

「ちょっとー、クバツからもなんとか言ってよぉ。悪あく魔まに禁きん欲よくとかどうかしてるっていうか、むしろ欲よく望ぼうを誘ゆう発はつしなきゃいけないのにさー」

「え？　ああ、うん、そうだね」

「む。なんか、上うわの空？　ちょっとぉ」

　悪魔に払う代だい償しよう、その抜け道。

　九罰がアンドラスと戦うことになったのは、それらの手がかりを得るためだった。結局、直接的に代償を支払わずにいられる方法は見つからなかったが、アンドラスに払う代償や、屋や敷しきに住む悪魔憑つき、笹ささ崎ざき小こ波なみなど、ヒントと言えるようなものはいくつか見つけることができた、と思う。

　あとは九罰次し第だい、ということだ。それでなくても、上かみ屋や敷しきイヴは頼れる女性だし、なにかあれば相談に行ってもいいだろう。

「聞ーけーってのっ！」

「あづっ!?」

　首くび筋すじに走る熱ねつ湯とうの感覚。思わずのけぞると、背後にいたのはアイムだった。アイムはただ九罰の首を摑つかんだだけだが、彼女の体温は百ひやく度どを超えるのだ。考え事を中ちゆう断だんさせるには十分すぎる凶きよう器きであった。

「ほら、また、そういういかがわしいことするんですから。もう、女性との接せつ触しよくを禁止にしたほうが良いですか、兄にいさん」

「ちょっ、それむしろアタシにとっての罰じゃない！」

「ていうか僕の心配はしてくれないんだ……」

　アンドラスとの戦せん闘とうでの傷もまだ癒いえていないのに、この扱いはあんまりだろう。

　妹の敬けい虔けんぶりも、ちょっと度を越している。七罪はむしろ礼れい拝はいやお祈りを禁止にしたほうがいいのではないかと九罰は思ったが、そんなことを正直に言えば、分ぶ厚あつい聖せい典てん注ちゆう釈しやく書しよや聖せい歌か集しゆうを膝ひざに載のせられ、説せつ教きようの嵐あらしだろう。断じてゴメンだった。

「クバツには心配も同情も必要ないってーの。こないだのも自分で首突っ込んでったんだからさ」

　七罪もうんうんと頷うなずく。アイムとは、イヴの屋敷で意見の食い違いがあった。確かに九罰が我がを通し過ぎた部分もあるし、それは反省すべきだと思うが──なんだかんだでアイムも力を貸してくれたのは間違いない。今いま更さらそんなことを言うのは卑ひ怯きようだろう。

「あーもういいや。お腹なかすいた、ご飯はん食べたい。なっちゃーん」

「はいはい、今作りますから、待っててくださいね」

「わーい。やったぁ。あ、じゃあさじゃあさ──」

　アイムの猫ねこみたいな顔つきが、無む邪じや気きな微笑に変わる。少なくとも九く罰ばつが予想していたのはそんなこと、だったのに。




「そこで盗ぬすみ聞きしてるエクソシストもさ！　一いつ緒しよに入ってきたらどうなのよ!?」




　アイムが八や重え歯ばを剝むきだして、窓の外を睨にらみつけるとは思わなかった。

　一いつ瞬しゆんで凍りつくリビングの空気。七な罪つみは肩を竦すくませる。九罰は思わず窓の外を見た。エクソシストと言ったが、人の気け配はいはない。窓は、小さな庭とも呼べない庭に続いており、その奥には外がい壁へきを挟んで隣りん家かとなる。

　だが、九罰は気付かなくても、アイムならば。

　彼女独どく特とくの嗅きゆう覚かくは、悪あく魔まの匂においを感じとれるらしい。そう、ならば、アイムがエクソシストに気付いたという時点で、対たい象しようは限定される。悪魔の匂いをさせた教会の精せい鋭えいが、そう何人もいるはずがない。

　窓が開けられる。

　影が立体化かしたかのように、ぬるりと入りこんでくる黒い塊かたまり。漆しつ黒こくの白はく衣いという、矛む盾じゆんしたその服装に、九罰は覚えがあった。

　年の頃は四十歳さい、あるいは五十歳頃ころ。聞いたことはないが、そのくらいの外見。けれど時とき折おり、もっと年上のようにも見えてしまう。老いている風ふうではないのだが、必ひつ要よう以上に老ろう成せいした雰ふん囲い気きがそう見せるのか。

　皺しわの刻まれた、けれど力の強い瞳ひとみが、九罰を射い抜ぬいた。

「久しいな、悪魔使づかいが。変わらずにケガばかりのようでなによりだよ」

　エクソシスト、聖せいディオニュシウス。黒い服と、皺にまみれた陰いん気きな顔。口にくわえた煙草たばこ。医い者しやという言葉からかなりかけ離れた風ふう貌ぼうの男は、平へい然ぜんと窓から入りこんできた。

「あっ、あの、靴くつっ」

「……ふん、貴き様さまはあの時の娘むすめか。目め眩まいや頭ず痛つうはないか。身体からだの異常があればいつでも言え。後こう遺い症しようがあってもおかしくない状態だったからな」

　七罪に土ど足そくを注意されても、ディオニュシウスは平然としていた。一応、二人は面めん識しきがあるはずだが、どうも会話が嚙かみ合っていない。いや、この愛あい想そうの悪い毒どく舌ぜつ医い師しは、九罰も苦にが手てな男だ。

　それで一応、靴を脱いで入ってきたあたり、なんというか、よくわからない。

「なんでルカさんといい、エクソシストは窓から入ってくるのさ」

「仮にも敵てき地ちだぞ、愚おろか者ものめが。内部の警けい戒かいなどしてしかるべきだろう。入った途と端たん取って食われてもおかしくないのだからな」

　それが窓の外で隠かくれていた言いい訳わけか、と思う。アイムなんかはすでに不ふ愉ゆ快かいを露あらわにしているし、九く罰ばつとしてもエクソシストがうろついているだけで良い気分ではない。

　以前は、確かに治ち療りようをしてもらった。だが、今度もそうとは限らない。ましてや、一度たりとも友ゆう好こう的な態度を見せてくれたこともないディオニュシウスである。

「で？　そんなに怖こわいアタシたちのところに、一体どうして来たわけ？」

「そう警けい戒かいするな、放ほう火か魔まが。俺おれは悪あく魔まの討とう伐ばつには興きよう味みもない。色々と込み入った事情があるわけだが……」

　煙が吐きだされる。銘めい柄がらなどわからないが、随ずい分ぶんと匂においの濃いものだ。不ま味ずいなら吸わなければいいのにと思う。ディオニュシウスが、その濁にごった瞳ひとみで九罰を見た。

「まずはそこのガキの治療が先だ。貴き様さまはなんだ、それは俺への当てつけか？」

「はぁ？　なんのことさ」

「俺が治療してやったのに、どうしてまた傷だらけなのかと聞いている。しかも医い者しやにも見せていないな？　さしずめまた悪魔とでも戦ったか」

　服に隠かくれて傷も見えないはずなのに、そこまでわかるのか。

「ついでだ。タダで治療してやる。詳しい話はその時だ」

　是ぜ非ひお願いしますと、七な罪つみが勢い込んで言ってしまった。九罰としてはこの好かない男にまた世せ話わになるのは遠えん慮りよしたかったのだが、生憎あいにく、ここに黒くろ医者を止めてくれる人間はいないようだった。




　必ひつ要よう以上にキツく巻かれた包ほう帯たいは、なにかの嫌いやがらせかと思った。確かに傷はまだ残っているし、ディオニュシウスもその治療の腕（のみ）は信用している。しかしこれだけ頑がん丈じように縛しばられては血が止まってしまうのではないかと思った。

「笹ささ崎ざき小こ波なみを知っているか」

　九罰の腕に軟なん膏こうを塗りながら、ディオニュシウスが問うた。アイムの目が細くなる。九罰は慎しん重ちように、ゆっくりとした語ご調ちようで答えた。

「ウチ、一応禁きん煙えんなんだけど」

　別にそんな決まりはないが、煙草たばこを吸う人間がいないので間違ってはいないと思う。喫きつ煙えん者しやの父も家の中では吸わないし、そもそも今は海かい外がいだ。

「ふん、惰だ弱じやくめが。煙は、魔ま性しようの者が嫌きらう要素の一つだ。俺が嗜し好こうとして吸っていると思ったか」

「ああ、だからそんなに不味そうに吸うんだね」

「質問に答えろ、クズが」

　アイムはじっと、その猫ねこみたいな目で九罰を見つめてくる。交こう渉しよう事ごとは苦にが手てだと自じ認にんするアイムだ。ここは任せる、という意い思し表ひよう示じだろう。

「知らないよ、誰だれそれ」

「下へ手たな噓うそをつくな、正しよう直じき者ものが。ならば別の質問だ。どうしてこれだけの傷を負うことになった。おかしな言いい訳わけが俺おれに通用すると思うなよ。これは、かなり特とく殊しゆだが、武ぶ器きによる傷だ」

「なに、尋じん問もんに来たの、アンタ」

　アイムの抗こう議ぎにも答えない。淡たん々たんと治ち療りようを進めていく。七な罪つみは紅こう茶ちやを淹いれていたが、ディオニュシウスのほうが気になるようで、ちらちらと視線を送っていた。こんな強面こわもての中ちゆう年ねんがいては、彼女が怖こわがるのも無む理りはないと九く罰ばつは思う。

「どこまで……知ってるのさ」

「上かみ屋や敷しきの名に関しては、あるいはお前より詳しいぞ、ケガ人にんが。更さらに言うなら、悪あく魔ま憑つきにおいては俺の専せん門もんだ。俺は笹ささ崎ざき小こ波なみの治療のために、わざわざここまで来たんだ」

　治療と言われて、九罰の警けい戒かい心しんが、少しだけ緩む。

　笹崎小波。イヴの屋敷に住む、悪魔憑きの少女。右足が中ちゆう途とから獰どう猛もうな犬と融ゆう合ごうしてしまっているため、人目と日光とを嫌きらい、悪魔グラシャラボラスの能力で他者の視線を逸そらし、暗い屋敷の中で、イヴの世せ話わをして生活している。

「上屋敷仇無アダムを知っているのだろう、ガキどもが。国こつ教きよう庁ちようのブラックリストに掲けい載さいされている、稀き代だいの悪サ魔タ崇ニ拝ス者トだ。元は人じん身しん売ばい買ばいブローカーで、邪じや教きよう団だんに生いけ贄にえの子供らを売りつけていたようだが、その内に邪教の教きよう義ぎに染そまって、世界各かく地ちから悪魔憑きを集めていた。ヤツの本ほん拠きよ地ちがこの街にあることも知っていたよ、ずっと追っていたからな」

　イヴの父はそういう名前だったのかと、九罰はようやく納なつ得とくした。そしてディオニュシウスは、その最さい悪あくの男についても詳しいらしい。

　アダムとやらの魂たましいをその身に取りこんだアイムは、人間の生贄と聞いてうえぇと舌したをだしていた。人の魂を代だい償しようとする悪魔ですら、この態度なのだ。生の人間で喜ぶ悪魔は、ごく少数なのだろう。

「だから、上屋敷イヴも、その悪魔のアンドラスのことも知っている」

「…………アンタ」

「勘かん違ちがいするな、悪魔使づかいが。俺は悪魔討とう伐ばつに興きよう味みはない。召しよう喚かん者しやがいたところで、他の同どう僚りように教えるつもりもない。俺がやりたいのは治療だけだ。悪魔憑きは国教庁で保ほ護ごし、治療する。笹崎小波も保護しにきた。貴き様さまらには、上屋敷イヴへの仲ちゆう介かいを頼みたい。いきなり俺が行ったところで、おそらくは信用されんだろうからな」

　そりゃそうだ、と思う。そんなぼさぼさの髪かみと怖こわい目つきでは、誰にも信用されるはずがない。ディオニュシウスは包ほう帯たいを巻き終わったらしく、慣れた手つきで治療道どう具ぐの片づけをしていた。黒いカバンの中に、鋭いメスが入っているのが見えた。必要なのだろうか。

「あの、お茶、どうぞ」

　七な罪つみがティーカップを差しだす。ちらりと九く罰ばつを見た視線には、迷いがあった。エクソシストの言っていることは、信頼できるのではないか。そう言いたそうな顔だった。

「あのさ、ディオニュシウス。アンタが悪あく魔ま討とう伐ばつに興きよう味みがないって、その根こん拠きよは」

「少しは考えろ、無む能のうが。貴き様さまを殺すことも、国こつ教きよう庁ちように引き渡すこともせず、治ち療りようしてやってる。今まさにこの状況が証しよう左さとはならないか」

「どうかな」

　状況証しよう拠こだけでは、いささか弱いのではないか、と思えてならない。

　なにより九罰には、あの悪魔憑つきが治療できるだなんて思えなかった。真まっ当とうな病や、障しよう害がいとは違う。悪魔と人間が一つになっているのだ。それは例えば、同どう化かした九罰とアイムが無む理り矢や理り引き剝はがされるようなものではないのだろうか。

「ねー、クバツー」

　さっきからずっと黙だまっていたアイムが、口を開く。とはいえ右手の指は、綺き麗れいな白い髪かみをくるくると弄いじり続けていて、いかにも関心がなさそうだ。

　いや、違う。

　多分アイムの関心は、別のところにあるだけだ。

「アタシは、教えちゃっても良いと思うよ。こいつはどうか知らないけど、ブエルは荒あら事ごとが好きじゃない。少なくとも、治療が最さい優ゆう先せんっていうのは本当だと思うんだ。ブエルは治療しか気にしない悪魔だったし」

「アイム……でもさ」

「いいじゃん、別に。もし違えば燃やせばいいだけ、そうでしょ？」

　炎ほのおの悪魔の思し考こう回かい路ろはいつだってわかりやすい。そうでしょ、なんて小こ首くびを傾かしげて言われても、素直に同意はできないのだ。九罰には、そんな凶きよう悪あくな考え方ができないのだから。

　ただし。

　ディオニュシウスの話は、決して悪い話ではない、とも思う。相手はあの上かみ屋や敷しきイヴだ。少なくとも話し合いということなら、あの丘の上の魔ま女じよは良い方向に話を持って行ってくれるだろう。ならば、九罰はどうするべきか。

「……わかったよ。とりあえずだけど、信用するから」

「ありがたい」

　このひねくれた医い師しにしては、随ずい分ぶんと素直な感謝の言葉だ、と思った。こう言われてしまえば九罰も、話すべきところを話さなくては。

「確かに、イヴさんは知ってる。アンドラスとも戦ったよ。まあ、ちょっとトラブルに巻きこまれてさ」

「だろうな、不ぶ用よう心じん者ものが。聖せいルカが、電話越ごしに女の声を聞いていたぞ。お前がラプラスの悪魔を知っていてもおかしくはないとは思うが……女の声と、悪あく魔ま憑つきオークションの情報リーク。そしてこの街。照らして考えれば、上かみ屋や敷しきにつながるのはそうそう不自然なことではない」

「あの電話だって、イヴさんに頼まれてやったことだよ」

　やはり、聞かれていたのか。

　イヴに頼まれて、闇やみオークションが開かい催さいされるという情報をルカに伝えたことがある。ルカはたまたまその会場にいたようだが、その時にイヴの声が電話越ごしに聞かれた、ということらしい。悪魔と悪魔憑きを擁ようするあの屋敷は、なんとしてもエクソシストに気付かれてはならないのだが──。

　ディオニュシウスは、上屋敷イヴのことも知っていた。

「安心しろ、臆おく病びよう者ものが」

「なにを、さ」

「上屋敷仇無アダムを追っていた俺おれだけが、あの屋敷にアンドラスがいることを知っている。教きよう皇こうには言っていない、いや、言うつもりはない。俺は教会の子こ飼がいだが、悪魔討とう伐ばつには興きよう味みがない。悪魔憑きの治ち療りようができればそれでいい」

　味み方かたではない。それは間違いないが、敵でもない。そういうことだろうか。

　ディオニュシウスは、あくまでエクソシストに属しているだけで、彼かれ個人は別の目的をもった別の勢せい力りよく。そう考えろ、ということか。しかし九く罰ばつは、彼の言うことを素直に受け取ることができそうにはなかった。
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　敵の敵は、味み方かたとは限らない。

「あれは、もう何年前だ？　十年以上も前の話か。俺おれは人じん身しん売ばい買ばいのルートから、あの屋や敷しきに集まった悪あく魔ま憑つきについて調べをつけていた。あとは屋敷に踏みこむだけだったが、何な故ぜかその前に仇無アダムが死んだようでな。悪魔憑きの子供たちはそれぞれ逃げだしたが、全て保ほ護ごしたよ」

　当時、イヴの父親はアンドラスに殺さつ害がいされたのだが、ディオニュシウスはそこまで知らないのか。あくまで外側から、あの屋敷の地下で起きていたことを推すい察さつしたということに過ぎないと言う事か。

「悪魔憑きの奴やつらは、もちろんもはや子供という年ではないが……今も俺の専用の施し設せつで治ち療りよう法ほうを研究している最さい中ちゆうだ。だが、笹ささ崎ざき小こ波なみという一人の少女だけが見つからなかった。まさか今でも、あの屋敷で暮らしているとは思わなかったがな」

「なんで、あの電話だけで、小波さんがいるってわかったのさ」

「ふん、確かく証しようなどないさ、若わか造ぞうが。だが、笹崎小波は行方ゆくえ不明のままだった。そして、上かみ屋や敷しきイヴの名は、政せい財ざい界かいではそれなりに有名だ。当時十歳さいの娘むすめが一人で成長できるか？　仇無が死んでも、屋敷は人が生活し、大人おとなになれる環かん境きようにあった。ならば笹崎小波がまだあの場所に残っているか、少なくとも残った上屋敷イヴがなにか知ってると考えるのが妥当だろう？　だが、お前の今の発言で理解できた。やはり屋敷に残ったままだったのか」

　最さい悪あくだった。カマをかけられていたのか。いかにも笹崎小波のことを知っている風ふうだったのは、全て噓うそだった？　いや、見当はつけていたのだろうけど。

　この黒くろ医い師しを相手取るには、やはり自分では不足なのか。アイムがちょっと困ったように笑っていた。彼女と同どう様よう、九罰も心理戦せんは得意ではない。なんだかんだで、自分とアイムは似ているのかもしれない。

「これは、脅きよう迫はくでも強きよう制せいでもない、協力だぞ、悪魔使づかいが。知らぬ顔でもない。手伝ってくれないかと申しでているんだ、この俺がな。何度も言うが討とう伐ばつに興きよう味みはない。上屋敷イヴとの仲ちゆう介かいをしてくれればそれでいい」

「……わかったよ。ちょっと待ってて、イヴさんに電話してみるからさ。アイム、ちょっと見張っててね」

「変なことしたら燃やしていーい？」

「火気厳げん禁きん。七な罪つみに怒られるよ」

　ちえーとアイムが舌したをだす。見張りなどと言っても、ディオニュシウスはおそらく静かに待っていることだろう。乱らん暴ぼうな口く調ちようのせいでわかりづらいが、以前の、柴しば燐りんが来らい訪ほうした時とは全く違う。今回の話を断ったところで、ディオニュシウスはきっと自分でなんとかするだろう。

　ならば、何な故ぜ、首をつっこむのか。

　ディオニュシウスにもイヴにも借りがある。それを返せるかもしれない、というのももちろんある。それに、治ち療りようという言葉も気になった。もし円えん満まんに、なんの問題もなく話が進むのなら、これは間違いなく人助けだ。

　イヴに電話をするというのは、彼女とディオニュシウスを引き合わせるためではなく、むしろイヴの知ち恵えを借りるというのが強かった。あの医い者しやは、正直、自分の手には負えないが、イヴであればきっと対たい等とうに話ができることだろう。そう信頼させるほど、イヴの気き迫はく、オーラは凄すさまじいものがある。

　戦せん闘とう以外では、自分はとことん弱いのだと、九く罰ばつは自じ嘲ちよう気ぎ味みに思った。




　日の沈む前に、丘の上の屋や敷しきに来れて良かった、と思う。アイムは心配ないが、七な罪つみに夜の山やま道みちを歩かせるわけにはいかない。帰りは、まあ、また屋敷に泊とめてもらえばいいだろう。

「話し合いたい、か。構わないよ」

　二階のテラス。中庭を見下ろせるその場所で、イヴは夕暮れの風を浴びている。この、おぞましささえ伴う美女は、なんの問題があるのかという態度でそう答えてくれた。

　中庭を見下ろすと、笹ささ崎ざき小こ波なみとアイムが戯たわむれている。正確には、アイムの顔を舐なめまわすのは、ドーベルマンに似た小波の右足、グラシャラボラスだ。会った当初は、隙すきを見せたらすぐに食われそうだったのだが──何な故ぜか、アイム相手には普通の犬だ。悪あく魔ま同どう士しだからだろうか？

　九罰としては、むしろ、イヴのすぐ後ろで腕を組む仮か面めんの騎き士しが怖こわい。アンドラスには一度勝ったが、それは辛しん勝しよう。次も同じように勝てるなんて楽らつ観かんをする気は、九罰にはなかった。

「えっと……あの、良いんですか。相手はエクソシストで」

「ああ、だが、少なくとも討とう伐ばつで来たわけじゃない。エクソシストなのに悪魔使づかいという、奇き異いな人種じゃないか。個人的にも興きよう味みをそそられるが……私は彼の治療という言葉、噓うそはないように思えるがね」

　イヴも、ディオニュシウスを知っていた。葉は鈴すず町ちようはイヴの庭だ。以い前ぜん来たことのあるディオニュシウスについて調べていないわけがない。いや、それどころか、上かみ屋や敷しきイヴと黒くろ医者は、それ以前から因いん縁ねんがあるかもしれないのだ。

　ディオニュシウスは、屋敷の前まで一いつ緒しよに来た。門で待つと言っていたから、今いま頃ごろはそこで煙草たばこでも吸っていることだろう。自ら屋敷に入らない辺り、事を荒あら立だてたくない医者の思おも惑わくが感じ取れる気がした。

　悪魔使いのはずなのに、彼の悪魔をまだ見たことがない。近くにいるのだろうか？

「アンドラス。私は幼かったから覚えていないだろうが……君なら、そのエクソシストに心当たりがあるんじゃないのかい」

「は。我が記き憶おくが確かならば、黒くろ服ふくの男が一度、屋敷に来たことがありますな。それこそ、悪あく魔ま憑つきどもが逃げだして間もない頃。近くまで来ておりましたが、閉ざされた門を見上げるばかり。中にまでは入っておりませぬ」

「そうか。悪魔憑きの子供たちは散り散りになっていただろうからね。屋や敷しきが空っぽと思っていれば、この場所を探る必要はなかったわけだ。あるいは、中に誰だれかいると確信していたから、荒らそうとはしなかったのか」

　イヴがくすくすと微笑ほほえむ。もしアンドラスがいると知っていれば、あえて手を出さないのもわかる。相そう応おうの準備なしに、この騎き士しと戦うのは自殺行こう為いだ。ましてや、その時のディオニュシウスは、笹ささ崎ざき小こ波なみが屋敷にいるとは知らなかったはずだし。

　ディオニュシウスが確信を得たのは、本当についさっき、九く罰ばつにカマをかけてからなのだから。

「とはいえ、無む防ぼう備びなのはいささか不安だね」

「え？」

「相手はエクソシストで、かつ悪魔使づかいだ。なにがあるかわからない。噓うそはないとは思うが、かといって信用しているわけでもない。不ふ測そくの事じ態たいには備えておくべきだが、生憎あいにく、今のアンドラスは護ご衛えいとして無む力りよくでね。どこかの誰だれかさんが、叩たたき伏せてしまったせいだ。まだ万ばん全ぜんじゃないのさ」

　九罰にはとてもそうは見えなかった。今だって、アンドラスの立たち居い振ふる舞い、沸わき立つ殺さつ気きなど、どれをとっても一流の暗あん殺さつ者しやだ。その威い圧あつ感かんがハリボテだとは、とても思えないのだが。

　中庭から、慌あわてたような声が聞こえた。アイムがボールを投げて、グラシャラボラスに取りに行かせているのだ。笹崎小波は右足の勝かつ手てな暴ぼう走そうに悲鳴をあげながら、必ひつ死しにグラシャラボラスにしがみついている。融ゆう合ごうしている部分はスカートで隠かくれているから、ただ巨きよ大だいな犬に小波がまたがっているだけのようにも見える。

「というわけで九罰くん、君にも話し合いに立ち会ってもらいたい。もちろんアイムとともにね。私の護衛、よろしく頼むよ」

「あの、アンドラスの視線が怖こわいんですけど」

「役立たずには好きに思わせておきたまえ」

　本来ならばそれは俺おれの役目だ、とばかりに睨にらみつけてくる暗あん殺さつの悪魔。九罰としては気が気ではないのに、イヴは泰たい然ぜんとしたものだ。萎い縮しゆくとか臆おく病びようとか、そういった言葉がこれほど似に合あわない人も珍めずらしい。

「治ち療りようなんて、できるんでしょうか」

「どうだろうね。私にもわからないな。しかし見たまえ。あの小波とグラシャラボラスを。小波はともかく、グラシャラボラスは、自分のことを人間と同どう化かしたなんて考えていないように見える。あの犬の悪魔にとって笹崎小波は、口うるさい自分の身体からだの一部なのだろう」

　ボールを取りに行く途と中ちゆうでバランスでも崩くずしたのだろうか。小こ波なみのせっかくのメイド服に土がついていた。確かに、今いま見る限りでは、あの体の主しゆ導どう権けんはグラシャラボラスにあるように見えた。

「あれを分ぶん割かつできれば、小波とグラシア、双そう方ほうにとって良い結果になるだろうがね。私には、そんな治ち療りようがそう簡単にできるとは、どうしても思えないな」

　親しげにグラシャラボラスを呼ぶイヴは、小波だけではない。彼女と融ゆう合ごうした悪あく魔まをも気き遣づかっている表情だった。

　ボールを取ってきたグラシャラボラスを、アイムが撫なでている。九く罰ばつが中庭に向かって手を振ると、アイムが気付いて手を振り返してくれたが、小波には目を逸そらされてしまった。あれだけ臆おく病びようだとそれも仕方ないか、とも思ってしまう。

　ただ、七な罪つみとは何な故ぜか仲がいいようだ。後で妹を伴って、小波と話しておこう。というよりそもそも、小波の意い思しを聞かずにイヴと九罰の間で決定してしまったことが、問題のような気もしてきた。

　イヴが良いと言ったのだから、それでいいのだろうとは思うが。アンドラスも小波も、彼女の言う事に正面から逆らうはずもなかった。九罰ですら、イヴの持つ無む言ごんの権けん力りよくに逆さからえる気がしない。本来なら廃はい墟きよになるはずだった屋や敷しきを、たった一人で支えてきた、その威い厳げんというべきか。

「後で小波とも、よく話しておいてくれ。というか、そのために七罪くんも連れてきたのだろう？」

「やっぱり、わかります？」

「過か保ほ護ごな君が、わざわざ七罪くんを連れてくるはずがないからね。なんらかの理由があると見たほうが自然さ」

　全部見み抜ぬかれているのだと思うと、九罰はむず痒がゆい気分になってくる。逆に言えば、味み方かたである限りこれほど心強い人材もいないということだが。ディオニュシウスが相手でも、イヴならば上う手まくやってくれるだろう。

　魔ま女じよはテラスに肘ひじを乗せて、どこか和なごやかな顔で、アイムと戯たわむれるメイドを見つめていた。




「グラシャラボラス。四し大だいは土。大たい罪ざいは怠たい惰だ。まあ、悪魔ってもね、アタシみたいな一流よりかは一等下したなのよ。マルコシアスとかと同じ、人じん語ごも話せないヤツだからね」

「……そうなの？　でも、ソロモンの悪魔なんでしょ」

「そう、そこよー。破は壊かいについてだけ言うなら、グラシャラボラスの攻こう撃げき力りよくはアタシに並ぶ。つーか、破壊力だけを評ひよう価かされてる生物兵へい器き的てきな悪魔。獣けものの凶きよう暴ぼうさと同時に、猟りよう犬けんの狡こう猾かつさを併あわせ持つ。ぶっちゃけ陸りく軍ぐんの悪魔には懐なついてるから、敵拠きよ点てんに行けって命令すれば、姿すがたを消しての侵しん入にゆう、殺さつ戮りくが可能になる。勝かつ手てに敵拠点を全ぜん滅めつさせて帰ってくるってわけよ」

　だからあれほどアイムには従じゆう順じゆんだったわけだ。九く罰ばつには牙きばをむきだしだったくせに、この白はく髪はつの悪あく魔まが命じた時は尻尾しつぽを振って喜んでいたから。話を聞けば、殺さつ戮りくの悪魔ということでよく似ているようだし。

「あの、私にも懐なついてくれるでしょうか、グラちゃん」

「ん？　どうかなー、なっちゃんはむしろ神様の匂においのほうが濃いからなぁ。グラシー、アタシよりも鼻が利くしー？」

　なんか、みんな思い思いの愛あい称しようをつけているなぁ、と九罰は苦く笑しようする。近所の野の良ら犬いぬにポチだのシロだの好き勝かつ手てな名前をつけるようなものだろうか。だが、グラシャラボラスは野良犬ではない。笹ささ崎ざき小こ波なみという、一人の女性に接続した悪魔だ。

　広い食堂には、アイムと七な罪つみを連れた九罰の姿すがた。話し合いは夕食の時にということで、ディオニュシウスは今屋や敷しきの客室に通されているはずだ。九罰たちは、事前に医い者しやがやってきた理由を説明するため、食堂で小波を待っている。

　とはいえ、大まかな事情は既すでにイヴから伝わっているはずで、九罰がやるべきは事じ情じよう説明というよりも、小波がどういう考えを持っているかの確かく認にんだった。小波は七罪に、グラシャラボラスはアイムにそれぞれ心を開いているようだから、きっと収しゆう穫かくはあるだろう。

　今回の話し合いは、当然ながら小波の意志が重要になる。小波が治ち療りようを受けたいと強く言えば、むしろ説せつ得とくすべきはイヴのほうになるかもしれない。

「あ、あ、あの、お待たせ、しました」

　いつの間にか。

　食しよく卓たくの向かい側に、笹崎小波が座っていた。小こ柄がらなメイド姿すがた。いつ入ってきた？　グラシャラボラスの能力により、周囲の人間から意識を逸そらす術じゆつを使えるらしい彼女は、気け配はいも存在感も無にしての挙きよ動どうが可能となる。

　肩を縮めて、しきりに周囲を気にしている。額ひたいが汗あせでわずかに濡ぬれているのも見えた。もう何回か顔は合わせているはずなのに、未いまだにこの態度では、こちらも対応に困ってしまう。

「すすす、すみ、すみません。あの、急に、皆さんがいらっしゃったので、お夕ゆう飯はんの支し度たくが、その、大変で」

「あの、小波さん。よければ私もお手伝いしますよ？」

「い、いいい、いえいえいえっ。そんな、お客様にそんなことっ」

　七罪とは波長があってるようなんだけど、と思う九罰である。

　ちなみにアイムは早さつ速そくテーブルの下に潜もぐり込んで、足あし元もとのグラシャラボラスと戯たわむれているらしかった。よしよし、とか良い子だねーとか、そういうセリフが聞こえてくる。行ぎよう儀ぎが悪いと咎とがめることもできただろうが、グラシャラボラスに嚙かみつかれても困るので、そのままにしておくことに決めた。悪魔に行儀も礼れい儀ぎも関係ないだろうし。

「小波さん、その、エクソシストが来たことについてなんですが」

　まだるっこしいことは得意ではないので、九く罰ばつは単たん刀とう直ちよく入にゆうで行くことにした。

「は、はいっ。その、イヴ様から、お話は聞いています」

「向こうは、治ち療りようをするために保ほ護ごに来た、と言っています。えっと、小こ波なみさんは治療のために国こつ教きよう庁ちようの治療施し設せつまで行ってもいい、と思いますか？」

　小波の目が再び泳ぐ。唇くちびるが何度か震える。

　九罰は、笹ささ崎ざき小波は臆おく病びようである以上に、会話が苦にが手てなのではないかと思った。思っていることを上う手まく言葉にできない様よう子すは、開いてはまた閉じられる小さな口くち元もとを見ればよくわかった。時とき折おり足あし元もとに視線を落とすのは何な故ぜだろう。グラシャラボラスに、なにかあるのだろうか。

「あ、あの、あの、私は……」

「はい」

「私は、物もの心ごころついた時から、その、あの、地下室の、檻おりにいて……。屋や敷しきから出たことも、ほとんど、ありませんから……この屋敷の外が一体どういうものなのか、まったく想そう像ぞうが、つかないんです……」

　確かに、そう聞いている。悪あく魔ま憑つきの特とく徴ちようの一つは、日光を嫌きらう事。この分ぶ厚あつい壁に囲まれた西せい洋よう建築では、光の届かない場所もたくさんあることだろう。

「でも、買い物とかもあるんじゃ」

「ひ、必要なものは、は、配はい達たつ、とか。イヴ様のお名前を出せば、その、こんな場所にでも、運んでくれるんです。裏うら口ぐちに置いて頂いたものを、私が、見られないように回かい収しゆうして、して、いますから」

　まるで隠いん遁とん生活だった。イヴ自身、俗ぞく世せを超ちよう越えつした雰ふん囲い気きがあるが、やはりこの屋敷自じ体たい、街や村から離れて作られる修しゆう道どう院いんに似るのかもしれなかった。道を修めるための、修しゆ行ぎようの場。幽ゆう霊れい屋敷みたいな噂うわさがついて回るのも、まあ納なつ得とくだろうか。

　イヴ自身は、生きることを遂すい行こうするという、なんだか欲よく望ぼうまみれの生活を送っているようだが、ある意味ではそれも正しいかもしれない。修道院では、悪魔たちが道どう士したちをよく誘ゆう惑わくしたというし。

　欲にまみれていれば、誘惑も何もない。悪魔に惑まどわされず、この屋敷は神しん聖せいなまま？

「だから、だから、いきなり、国教庁に行くとか、そんなこと、い、言われても。イヴ様の、お世せ話わもありますし、屋敷の外にも、出たく、ありません、から、だから、だから……」

　小波が完全に下を向いてしまった。その右手はおそらく、自らと融ゆう合ごうしたグラシャラボラスを撫なでている。テーブルの下のドーベルマンは、今は大人おとなしくされるがままのようだった。

　これは無む理りそうかな、と九罰は思う。

　ディオニュシウスの詳しい話を聞いてからでも遅くはない、とは思う。しかし十年以上、この屋敷の中だけで生活してきた女性だ。簡単に出て行く決心など、できるものではないだろう。そういえば、一いつ体たい小波はいくつなのだろうか。

「す、すみません。あの、九く罰ばつさんや七な罪つみさんには、その、なんだか、ご迷めい惑わくを」

「そんなことないですよ、小こ波なみさん。もし治ち療りようができるなら、私もそのほうが良いと思います。それもきっと、主しゆの御み心こころに叶かなうことのはずです」

「しゅ、主……ですか」

　怯おびえた小波の顔が、儚はかない微笑に変わった。主、天てん上じようの神、その存在を信じる七罪に対して、なんだか困ったような笑えみを浮かべている。この人も自分と似ているのかな、と思った。

　羽は堂どうやイヴと同どう様よう、神に対しての敬けい意いとかが薄いのかもしれない。礼れい拝はいをサボりがちな九罰や羽堂はもちろん、イヴなどは神などなんとも思っていないようにすら思える。礼拝に行くなんて言っていたけれど、どうだか。

　ましてや、悪あく魔まと融合している小波にとって、神や信しん仰こうといった言葉の重みが、一体どの程てい度どのものだろうか。

「あの、ごめんなさい、七罪さん。私は、その、あまり、神様とかに詳しくなくて……その、イヴ様のように、博はく学がくなわけでもないです、から……」

　イヴを比ひ較かくにしても参考にはならないだろう。この屋や敷しきの書しよ庫こを見ても、イヴの知識量りようの比ひ類るい無なさがわかるというものだ。一いち応おう全て目を通した、なんてイヴは言っていたか。

「た、ただ、ただ、その、気になることが」

「え？」

「さ、さっきから、おかしいんです、その、この子が。グラシャラボラスの様よう子すが。怯えているんです。怖こわがってるんです。なんでか、どうしてか、わからないんです、けど」

　そうなのだろうか。怯えているのはむしろ小波のように思えるのだが。

　つい九罰は、テーブルの下のグラシャラボラスを確かく認にんしようとしたが、隣となりの七罪が笑顔で「兄にいさん」と警けい告こくしてくる。小波がロングスカートとはいえ、女性の足あし元もとを確認するなんてデリカシーがないということだろうか。

　こればかりは七罪が正しいので、九罰は自分で確認するのは諦あきらめた。

「アイム、どうなのかな」

「ほいほーい」

　にゅっ、とアイムが足元に顔を出してくる。床に直じかに寝そべっている格かつ好こうだ。相変わらず露ろ出しゆつ多めの服装なので、行ぎよう儀ぎが悪いと咎とがめる前に、強きよう調ちようされた胸むな元もとに視線がいってしまった。適てき度どに力の抜けた仰ぎよう臥がなど、九罰の精神に悪い。

「んーとね、確かになんか、警けい戒かいしてるかな。他の悪魔が近くにいるせいかもね。でも、ブエルだとしたら、むしろグラシーの警戒は緩むと思うんだけどねー」

「医い者しやだから？」

「そうそう。ブエルを嫌きらう悪魔なんてほとんどいない。頭が上がらないヤツはたくさんいてもね。それはグラシャラボラスも例外じゃない。なのに、むしろ警戒してるってことは……他の悪あく魔まがいるのかな？　いや、そんな匂においはしてないし、てことは、ブエル自身が、臨りん戦せん態勢に入っているのかも。グラシーもその辺り、感じとってるんじゃない？」

　びく、と小こ波なみの肩が震えた。この臆おく病びようなメイドの態度を、そのまま右足のグラシャラボラスの警けい戒かいと同どう列れつに考えていいものか、九く罰ばつは少し悩んだ。

「アタシはブエルがその辺にいるなぁってくらいしかわかんない。でもグラシャラボラスは違う。ブエルや、あのエクソシストが放つ敵てき意いを、『匂い』として感じとっているかもしれない。もうその辺は、この子にしかわかんないだろうけど」

　アイムはよく匂いを使って他の悪魔を感じとる。それは厳げん密みつには、人間の嗅きゆう覚かくとは異なる、悪魔独どく特とくの第だい六ろつ感かんというべきものらしい。グラシャラボラスにも同どう様ようの、あるいはアイム以上の超ちよう感覚があるというのならば。

「話し合い……って、言ってたけど」

「どうだか、ねー」

　アイムは興きよう味みなさげに、その細い首を振り向けた。カーペットが上じよう等とうなせいで、床に寝ているだけのアイムが、ベッドに横たわっているようにすら見える。

「兄にいさん……」

「そんな顔しなくてもいいよ、七な罪つみ。イヴさんなら上う手まくやってくれる。なんかトラブっても、その時の護ご衛えい、任されてるからさ」

「えー？　護衛なのー？　殲せん滅めつじゃなく？」

　違う違う、と九罰は苦にが笑わらいになってしまった。派は手でなことをしては、またこの豪ごう華かな屋や敷しきを傷つけてしまうだろう。以前はアンドラスと九罰、剣けん士し同どう士しの戦いであったから、そこまで大だい々だい的な破は壊かいではなかったが。

　こんなところでバステトが巨きよ大だい化かでもしたら、イヴ達の住居が消え去ってしまう。放ほう火かの悪魔にとって、こんな豪華で壮そう麗れいな建築物ぶつは、格かつ好こうの獲え物ものに見えるのかもしれないが。

「でも……この子が」

　青ざめた顔でグラシャラボラスを撫なでる小波。

　その様よう子すに、九罰もなにも言えなくなってしまった。

　夕食の時に、ディオニュシウスとイヴが話すことになる。小波の様子では、無む理りに国こつ教きよう庁ちようへ連れていくことはできまい。ディオニュシウスを説せつ得とくして、次じ善ぜんの策を考えてもらうしかない。あんまり強きよう硬こうな態度に出るのなら──九罰は服に忍しのばせたライターを握った。

　炎ほのおの悪魔は、それこそ猫ねこのように、九罰の足にその身を寄せていた。触れるか触れないかのアイムの肌はだは、冷たい食堂の空気をいささかやわらげてくれる。このくらいの距離なら、アイムはとても暖かい。

　暖かいから心強い。

　グラシャラボラスも同様で、小波がしきりに足あし元もとを気にしている理由が、右足につながったグラシャラボラスを頼りにしてるからだとすれば、その心持ちは、アイムの強さに安あん堵どする九く罰ばつや、アンドラスを従えるイヴにも、きっと似ている。

　似ているけど。

（神様には……信しん仰こうにも背そむく、よね）

　七な罪つみが曖あい昧まいな表情でこちらを見た。悪あく魔ま使づかいであることを、咎とがめられている気がした。




　食しよく卓たくは、当然のように豪ごう勢せいだった。

　七罪も手伝ったらしいが、それでもこれだけの量を短たん時間で作れるのは、十年近ちかくも広い屋や敷しきで家か事じを続けていた小こ波なみだからこそだろう。住む者はイヴとアンドラスだけでも、屋敷は不ふ必要なまでに広い。以前に泊とまった時、客室まで綺き麗れいに掃そう除じがしてあった事を思いだす。ああいう場所も全て、小波が受け持っていたのだろうか。

　グラシャラボラスの足があるとはいえ、並なみ大たい抵ていの人間ができることではない。

　イヴは食卓の奥、壁を背にして、長い食卓の端はしで優ゆう雅がに肘ひじをついていた。目を少し閉じた、リラックスした表情だった。彼女の右みぎ斜ななめ後ろに、剣の柄つかに手を添えて侍はべるはアンドラス。左には両手を前であわせた笹ささ崎ざき小波。

　丘の上の魔ま女じよと、二人の従じゆう者しやの姿すがただった。小波はいつものような、他者の視線を逸そらす術じゆつは使っていないらしい。イヴの傲ごう然ぜんとした態度の影えい響きようか、小波も少しだけ胸を張っているようにも見えた。

「ふん、令れい嬢じようが。随ずい分ぶんと良い物ばかり食っているようだな。今は四し旬じゆん節せつだぞ」

「ああ。私は君達と違って、禁きん欲よくなど興きよう味みがなくてね。生きることに貪どん欲よくで、食しよく欲よくも人ひと一いち倍ばいなのさ」

「くだらん。生きることに貪欲でどうなる。その先で死ぬだけだ」

　医い者しやの台詞せりふとは思えなかった。九罰の対面に座るディオニュシウスは、せっかくの食事を台だい無なしにしたいとばかりに、煙草たばこの煙をまき散らしていた。不ふ機き嫌げんそうな顔で小波を睨にらんでいるせいだろう、グラシャラボラスが黒くろ医者に対して牙きばを剝むいていた。二人の間にだけ、晩ばん餐さんに相応ふさわしくない空気が生まれている。

　九罰の隣となりの席には、七罪とアイム。いつかイヴと食事した時と同じような配置。一応、ライターを忍しのばせている九罰だが、これが必要となる事じ態たいはこないほうがいい、と思う。

「始めても構わないだろうか？」

「好きにしろ、小こ娘むすめが。儀ぎ礼れいと儀ぎ式しきから入るのか？　これが仇無アダムの娘か」

「血はつながっていないがね──では」

　ワインの入ったグラスを、イヴが傾けた。父の名を出されても、かの魔ま女じよは動じていなかった。これだけ落ち着いた姿し勢せいなら、対たい話わに問題が起きるとは思えないのだが。

　むしろ、客きやく人じんであるディオニュシウスの無ぶ礼れいな態度のほうが気になる。本当に話し合いする気があるのかコイツ、と九く罰ばつは思った。

「悪あく魔ま憑つきの治ち療りよう、という話だったね」

「その通りだ、館やかたの主人が。悪魔憑きの寿じゆ命みようは長くて二十五年。できれば今すぐにでも国こつ教きよう庁ちようの施し設せつに連れて行きたい。医い療りよう機き器きの充実は並の病院の比ではないぞ？　神の奇き跡せきは聖せい書しよの時代から、難なん病びようの治療という形で顕けん現げんするのだからな」

「そうか。では、もういくつも症しよう例れいを解決しているのだね」

　ディオニュシウスは沈ちん黙もくした。

　悪魔憑きの治療が成功した。そんな話があれば、全国的なニュースになっているかもしれない。それをイヴが知らないはずもない。わざと聞いているのだ、と少し経たってから九罰は気付いた。

「ふん、遠とお回まわしな言い方が腹が立つな、箱はこ入いり娘むすめが。貴き様さまの言う通りだ。俺おれは治療の研究をしているだけ。悪魔憑きの治療にはただの一人だって成功していない。医い術じゆつの道を極めようとして、ついには医療の悪魔の力すら借りたというのに、このザマだよ。悪魔憑きだけは、未いまだ治療法ほうを確立するに至っていない」

「ほう」

「なにしろ、症例が一人一人違う。悪魔と融ゆう合ごうした部ぶ位い、融合した悪魔の性質を考こう慮りよして、最適の分離を考えなければならん。今の俺にできるのは、薬と外げ科か手術で短い寿じゆ命みようを延ばすことくらいだ。国教庁に来れば、それだけで十年死しを先さき延のばしにしてやれる」

　濁にごった瞳ひとみが、小こ波なみを射い抜ぬく。鬼き気き迫るその表情に、むしろディオニュシウスが追い詰められているように見えた。

　治療ができないのか。いや、治療法ほうを見つけるために、国教庁へ来てくれ、と言っているのか。確かに、難病に対する有ゆう効こう打だは患かん者じやを研究することで生まれるのだろうが──。

「笹ささ崎ざき小波。貴き様さまと共にこの屋や敷しきに囚とらわれていた者たちも、ほぼ全員俺の施し設せつで預かっている。なにもせねばとうに寿命を迎えたろうが、まだ生きている。悪魔との拒きよ絶ぜつ反はん応のうも、薬やく物ぶつである程てい度ど抑えられる。上かみ屋や敷しきイヴ、貴様のことを覚えている者も、何人かいたぞ」

　イヴの目が、細くなる。ディオニュシウスを値ね踏ぶみするような目だった。イヴの完全な美しさに、どこか凄せい惨さんさが混じる。言いかえれば、聖せい的てきとすら。

「正直に言いたまえよ、エクソシスト」

「なに？」

「自分の欲。探たん究きゆう心しんや功こう名みよう心しん。レアケースに対する学がく術じゆつ的てき興きよう味みと、それを解決できた時に得られる名声。結局、君が欲しいのはそれだろう。そのための道具として、小波を、私の大事なメイドを寄よ越こせ、と。私にはそう言っているようにしか聞こえないんだ。一いつ見けん正義に見える理り屈くつを並べて、果たしてどれだけの実じつ験けん動物を得たんだい？　綺き麗れい事で飾らず、本ほん音ねを言ってくれたほうがこちらも楽なんだ」

　思わず、ディオニュシウスを弁べん護ごしそうになった。

　挑ちよう発はつにすら取れる暴ぼう論ろんだった。何な故ぜイヴがこんな酷ひどい事を言いだすのか、九く罰ばつにはわからなかった。落ち着いた論ろん調ちようではあるが、既すでに話し合いの態度には思えない。ディオニュシウスはイヴの暴ぼう言げんに、ただでさえ多い皺しわを更さらに増やしていた。

「父に似ている、とまでは言わないがね。興きよう味みと好こう奇き心しんで悪あく魔ま憑つきを囲っているだけならば、おぞましい私の父の同どう類るいだろう。機き械かいと医い療りよう器き具ぐで誤ご魔ま化かしても、実験には相そう違いあるまい？」

　イヴが目を細める。その顔つきは、中ちゆう世せいの異い端たん審しん問もん官かんを彷ほう彿ふつとさせた。丘の上の魔ま女じよであるならば、むしろ狩かられる側だろうに。

「言いたいことはそれだけか、丘の上の魔女」

「ふむ？」

「人じん体たい実験か。嫌いやな表現もできるものだ。だが、どう区別をつける？　人体に刃は物ものを刺し入れる行為は、一いつ歩ぽ間違えば治ち療りよう行為などではない、殺人だ」

　くつくつと、不ぶ気き味みにディオニュシウスが笑った。イヴの論ろん理りを、子供のものだと笑っているようだった。

「人が生きていられるのは、動く身体からだがあってこそだぞ。その身体を修しゆう理りしようというんだ。人体を解かい体たいし、生きる機き構こうを把は握あくせねばどうしようもない。いくら頭で考えても、観察と実じつ施しを怠おこたれば突とつ破ぱ口こうは開けない。特に、症しよう例れいのそれぞれ違う悪魔憑きだ。俺おれのこの目で、直じかにその仕組みを観察しないで、どうして生き永らえさせることができる。どうして治療ができる!?」

「…………だから、私はそれを」

「人体実験と言いたければ言え、小こ娘むすめが。人の身体、神から与えられし完全に、手を加えることこそが、そもそも宗教的に許されん。俺に言わせれば、神は随ずい分ぶん手て抜ぬきでな、土から作られた俺たちは、すぐ不ふ具ぐ合あいが出るし、百年経たたずに壊こわれてしまう。俺は俗ぞく世せの知識も名めい誉よもいらん。ただ、神の手抜きによって失う命があるのが、たまらなく不ふ愉ゆ快かいなだけだ」

　どろりとした白はく濁だくの瞳ひとみ。どこを見ているかすら定かではないそれが、しかしディオニュシウスの紛まぎれもない意志の発はつ露ろであることを、九罰はよく知っている。

　ぱち、ぱち、ぱち、と可か憐れんな拍はく手しゆが食堂に響ひびいた。イヴだった。彼女にしては珍めずらしく、顔立ちに驚きの色が混じっていた。

「いや、すまなかったね、ディオニュシウス殿どの。貴方あなたは確かに立りつ派ぱな医い者しやのようだ」

「試したのか、魔女めが」

「その通り。わざと挑発してどういう反応をするか見たかった。私も賛成だよ。人体とは生きるための機き構こう。生きるとは動く身体あってこそ。私もね、私の生きる身体がなにより愛いとおしい。魂たましいなんて抽ちゆう象しよう的てきなものも、私自じ身しんの経験がなければ否定していたかもしれないね。人じん格かくも魂も、まず生きる肉体があってこそだよ」

　九く罰ばつは思いだす。彼女の父親の魂たましいは、アンドラスによって鳥かごに保ほ管かんされていた。その事を言っているのか。イヴの演技は多分に成功していて、彼女はおそらく、ディオニュシウスが信頼に足ると判はん断だんしたのだろう。呼び名が敬けい称しよう付つきに変わったことが、実に明めい快かいにイヴの心しん情じようを語っている。

「どうだい、小こ波なみ」

「え!?　あ、あ、ああ、あの」

「私は、君をディオニュシウス殿どのに任せても良いと思っているんだがね。信頼できる医い者しやのようだし、エクソシスト本来の任にん務むである退たい魔まも、行うつもりはないようだ。私は君を失いたくない。大切な従じゆう者しやには、長なが生いきしてほしいと思っている。彼に付いていくつもりはないだろうか」

　小波は目に見えてうろたえていた。意志の確かく認にんをされるとは思っていなかったのだろうか。一いつ瞬しゆんだけ、彼女と目があって、その狼ろう狽ばいした瞳ひとみが助けてくださいと言っているような気がしたが、九罰が口を挟んでいいことではない。怯おびえた目はすぐさま明後日あさつての方向へ。

　しばらく、小波の憔しよう悴すいは続いていた。唇くちびるは言葉らしきものを発そうとするのだが、結局形かたちになることはなかった。ディオニュシウスは段だん々だん焦じれてきたのか、苛いら立だつように新たな煙草たばこに火をつけた。

「小波」

「あ、あああの、イヴ様、私、私のことなど、その、お考えにならないで、ください。私は、ああの、今のままでも、十分、でして、そのその、外の世界は怖こわくて、わからなくて、だから、私……」
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「だが、このままでは遠からず死んでしまう。悪あく魔ま憑つきの寿じゆ命みようが二十歳さい前後なのは有名な話だ。長年の従者の死をただ見ているなど私はしたくない」

「で、でも、それではイヴ様のお世せ話わが」

「私のことなら心配いらない。アンドラスもいるし、それにもう、私も子供ではないさ。自分のことくらい自分でできる。君がいないと、それはもちろん、不ふ便べんはあるだろうけどね。君の命には代えられまい」

　小波は、目を伏せてしまった。長いスカートの裾すそからはみだすグラシャラボラスだけが、敵てき意いある態度でディオニュシウスを睨にらみつけている。

「心配いらない。君の帰る場所はこの屋や敷しきだ。治ち療りようが済んだら、元気な姿すがたで戻ってきてほしい。どうだろう」

「わ、私は……」

　沈ちん黙もくばかりが通り過ぎる。小波は何度か口を開きかけていたが、結局のところ、なにか意味ある言葉は発せられなかった。

　イヴは、ずっと答えを待っているようだったが、やがて大きく息を吐いた。

　これは、強きよう制せいできない、と思ったのだろう。

　九く罰ばつも同どう感かんだった。小こ波なみは屋や敷しきを出て行くことに否定的で、臆おく病びようで、無む理りに連れだせばパニックになりそうな雰ふん囲い気きがある。ディオニュシウスには悪いが、これは時間をかけるべき問題に思えた。

「すまない、ディオニュシウス殿どの」

「話はまとまったか、仇無アダムの遺い児じが」

「ああ。大変申もうし訳わけないが、小波はまだこの屋敷にいたいようだ。私はそれを尊そん重ちようしたいと思う。もし、彼女の考えが変わることがあれば、その時はこちらから連れん絡らくする。快こころよく迎えてくれると、ありがたいのだが」

「今日きようのところは帰れ、と？」

「まさか。是ぜ非ひ泊とまっていってくれ。せめてものお詫わびに、歓かん待たいをしようじゃないか」

　ディオニュシウスが小さな声で、そうか、と呟つぶやいた。残念でならない、という態度。それはそうだろう、はるばる長なが崎さきからやってきて、肝かん心じんの小波に拒きよ絶ぜつされては、徒と労ろうに終わったと考えても仕方がない。

　何事もなくて良かったというのが、九罰の感想。アンドラスはまだ剣の柄つかに手を乗せているが、九罰はもう気を抜いていた。この場で解決する問題ではないのだから。

「よく承しよう知ちした、丘の上の魔ま女じよが」

「ああ、本当に申もうし訳わけないが……」

「いや、謝るには及ばない。こちらにはなんの問題もない」

　ディオニュシウスの口く調ちようは穏おだやかだった。そう、あくまで穏やかで。

　だからこそ、九く罰ばつは気付くのに遅れたのだ。

「なんの問題もない。力ずくで、連れて行くだけだ」

「我が主あるじ──」「イヴ、後ろっ！」

　動いたのは、二に体たいの悪あく魔ま。

　更さらに速かったのは、暗あん殺さつの悪魔、アンドラス。

　アンドラスが黒こく衣いをひるがえし、イヴを突き飛ばした。最さい速そくの剣けん技ぎを旨むねとする梟ふくろうの騎き士しは、イヴを狙ねらったそれを受け止める。なにも、できぬまま。

　巨きよ木ぼくにも似た、触しよく手しゆを。

「ぬ、お、おおおああああああああっ！」

　イヴがいた背後の壁から、あふれ出た触手は。

　食しよく卓たくを突き抜け、アンドラスごと豪ごう華かな料理、皿、グラスを粉ふん砕さいし、仮か面めんの悪魔を反対側がわの壁に叩たたきつけて、ようやく停止した。

　ずるり、と触手が壁へと戻っていく。

「あん、ど、らす……？」

　呆ぼう然ぜんとしたイヴの声が、いやに耳に響ひびいた。

　壁に形けい成せいされたクレーター、その中心に囚とらわれたアンドラスは、力なく膝ひざをつく。鎧よろいが粉砕され、仮面も左ひだり半分が粉砕され、意い外がいに端たん麗れいな顔立ちが露ろ出しゆつした。

　仮面の下、首から浸しみだすのは、真しん紅くの血液。

　剣を抜く暇ひまもなく、イヴの護ご衛えいは沈ちん黙もくした。

「命を救わなくてはいけないものがそう簡単に命を奪うばうなんてこれは一体どういう皮ひ肉にく」

　誰だれの、声だ。

　触手が戻る。壁に。そう、いつの間にか壁から這はいだしてきたそれが、アンドラスを一いち撃げきの下に粉砕したのだから。ならば、そいつは、考えるまでもなく。

「私の出で番ばんはないと言ったのに相変わらずその口は噓うそしかつけないのねディオニュシウス」

「平へい板ばんなその口く調ちようをやめろ、毒どく舌ぜつ魔まが」

「貴方あなたが嫌いやがることはなんでもするしなんでもできるわだって私は貴方が嫌きらいなのだから」

　異い形ぎよう、というに相応ふさわしい、と思った。壁からするりと、まるで水中から現れるように出てきた。今までずっと、イヴの背後の壁に潜ひそんでいたのか。一体なんだ、この、奇きなる形は。

　悪魔か。

　それは、円形の巨きよ大だいなプレートだった。直径二メートルはある、銀の円えん盤ばん。それが縦たてに置かれていた。処しよ刑けい台だいのようにも思えた。

　いや、事実それは処しよ刑けい台だいだ。円えん盤ばんに磔はりつけになっているのは、一人の女。顔はよくわからない。全身は黒い革かわ布ぬのによって覆おおわれており、その下にはなにも身につけていないのがわかる。女性は鋲びようと黒くろ革かわによってプレートに留とめられている。顔は目め元もとだけが黒革で縫ぬいとめられ、青白い唇くちびるがよく見える。

　磔になった女性は、肘ひじが曲がっている。足の関かん節せつが四つある。指が一つとして同じ方向を向いていない。四し肢しはまるで風ふう車しやのように卍まんじを描いている。そもそも首が九十度に折れている。つまるところ、真まっ当とうな体ではない。ねじくれて、普通の人間だったらとうに死んでいるだろう姿し勢せいで平へい然ぜんとしている。

　プレートは、かなりの厚さを誇っている。側面から溢あふれているのは、灰色の触しよく手しゆだ。イソギンチャクのような無む数すうの触手は、うねうねと動いている。アンドラスを粉ふん砕さいした時は巨きよ木ぼくにすら見えた極ごく太ぶとの触手は、今では気き味み悪わるいほど細く短くなっている。触手の群れが、獅し子しのたてがみのようにも見えた。

「なん、なんだ、あれ……」

「ブエル！」

　ブエル。そうか。あれが、医い療りようの悪あく魔ま？

　しかし今までに出会ったどの悪魔よりも悪魔的てきで、およそあの悪魔に治ち療りようしてもらいたいなどとは思えない。いや、なにより、今こいつはアンドラスを──いや、正確には、アンドラスがかばったイヴを狙ねらったのでは。

「ブエル！　なにしてんの！　アンドラスを……」

「あらあらごめんなさいね炎ほのおの悪魔だってあの凶きよう悪あく殺さつ人じん鬼きが私ごときの一いち撃げきで吹き飛ばされるなんて思わないじゃない大だい丈じよう夫ぶ殺してないから」

「そうじゃない！　なんで、こんな、いきなり！」

　だって、と磔にされた女性が笑う。ブエル、その異い形ぎよう。どう見ても死んでいるような異形だが、青白い唇でくすくすと笑っている。

「決まっているだろうが、放ほう火か魔まが。ついてくる気がないとわかった以上、力ずくで持っていくしかない。違うか」

「ざけんな……アンタ、話し合いって！」

「だから、それが壊こわれたから、実力行こう使しというわけだ」

　触手を撫なでながら、ディオニュシウスが自らの悪魔の横に立つ。その濁にごった瞳ひとみと黒い服という、異形の医い師し。銀のプレートと折れまがった四肢の、異形の悪魔。肌はだを粟あわ立だたせる組み合わせだと思った。

　アンドラス、アンドラスと呼ぶ声。イヴが、動かなくなったアンドラスに駆かけ寄っている。九く罰ばつがあれだけ苦く戦せんした相手を、一いち撃げきで倒したのだ。医療の悪魔？　破は壊かいの悪魔の間違いではないのか。

「連れていけ、ブエル。いつまでもこんな場所にいられるか。さっさと帰るぞ」

「はいはいわかってるからご主人様さま」

　触しよく手しゆがうごめいた。気持ちの悪い蠕ぜん動どうを伴って、小こ波なみへと襲おそいかかる。

　もう、九く罰ばつは迷わなかった。

「っ！　ふ！」

「！　あらあら」

　気が付けば、ライターを握りしめ走りだしていた。

　触手を斬きり落とす、高熱の斬ざん線せん。もうすっかり馴な染じんだ、悪あく魔まが体内へと入りこむ感覚。大だい丈じよう夫ぶ、いける。この炎ほのおの悪魔の力さえあれば、きっと。

　伸びる白はく髪はつ。両手に構えた炎えん熱ねつのブレード。火か炎えんの二に刀とう流で、いつだって二人は戦ってきたのだから。

『うう……相手、ブエルかぁ。気き乗のりしないなぁ……』

「七な罪つみ！　小波さんを早く！」

　その声で素早く動いてくれた妹に、感謝。正直、彼女も随ずい分ぶんと荒あら事ごとに慣れてきた気がする。

　アンドラスを見た。大丈夫、息はしている。イヴはらしくもなく泣き叫んでいる。ああ、そういえば彼女は、自分は泣き虫なんだと笑っていた。そうだ、今日きようの自分は、彼女の護ご衛えいだ。

　一番格好かつこいいところは、アンドラスに持っていかれたけれど。

「あらあら美しいことねねぇどうするディオニュシウスこれではこちらが悪あく役やくよ？」

「知ったことか、阿あ呆ほうが。とっとと排はい除じよするぞ」

「私は戦わないから全部お願いねディオニュシウス」

　九罰は、集中のために深く息を吐く。

　対して、ディオニュシウスは紫し煙えんを吐いた。

「ちょっと、やりすぎだろ。話し合いってさ、もっと落ち着いてやるべきだよね」

「話を聞いていたか、小こ僧ぞうが。治ち療りようには急を要する。待っていられるか」

「僕が怒ってるのはさ」

　アイムの大たい罪ざいは憤ふん怒ぬ。そうだ、怒ればいい。それが力になると、イヴも言っていた。

「強きよう硬こう手段かなんだか知らないけど、真まっ先さきにイヴさんを狙ねらったことだよ、ディオニュシウス。僕やアンドラスならともかくさ。ちょっとやり方、卑ひ怯きようすぎるんじゃないのかって言ってんだよ！」

「頭を潰つぶすは常じよう套とうだろう、素人しろうとが。そんなこともわからぬか。御ご託たくは要いらん、五分で沈めてやる」

　九罰は剣を構える。一いつ瞬しゆんでも油ゆ断だんした自分がバカだった。こいつは、こういう男だった。治療のためならば、なんでもする。そこに相手の気持ちとか機き微びとか、考えようともしていない。

　最初から、どこか気に入らない男だった。

「アイム、いける？」

『……あーもう！　こうなりゃ自や棄けだよクバツ！　あの医い者しやはムカつくし、アタシがぶっ飛ばしてやるからさ！』

　実に頼もしい、悪あく魔まの返答が返ってきた。

　ならば、もういい。今までと同じように、高熱による昇しよう華かを開始しよう。エクソシストはただ不ふ敵てきに、濁にごった瞳ひとみを九く罰ばつに向けてきた。

　死し人にんに似ていると、ただただそう思った。
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　持っていた医い療りよう用のバッグから、ディオニュシウスが取りだしたのは注ちゆう射しや器きだった。

「降こう参さんするなら今のうちだって、アイムも言ってる。医い者しやが放ほう火か魔まには勝てないんじゃないの」

「だが、悪あく魔ま使づかいはエクソシストに勝てん」

　注射器の内部に詰まっていたのは、毒どく々どくしいほど鮮あざやかな紫むらさきの液えき体たいだった。見るだけで吐きそうな色。猛もう毒どくですと言われたら疑う気など起きないだろう。

　ブエルの、金きん属ぞくプレートから溢あふれだした触しよく手しゆが、ディオニュシウスの身体からだにまとわりつく。触手の表面にはざらざらした鱗うろこがあり、爬は虫ちゆう類るいの肌はだのようだ。触手の先せん端たんには、口があり牙きばが二本生はえている。触手の色は、生物を思わせない石に似た灰色。

　触手の一本一本が、まるで目を持たない蛇へびだ、と思った。

　イヴは、アンドラスを助け起こしている。七な罪つみは小こ波なみを連れて食堂を出ようとしているが、小波はへたり込んだままでその場を動かない。小波の足は主あるじを助けることなく、ただディオニュシウスに向かって吼ほえている。

「ブエル……だっけ。なんでこんなことするんだって、アイムが聞いてるけど？」

「相変わらず召しよう喚かん者しやの趣しゆ味みが悪いわねお久しぶりの炎ほのおの悪魔とでも伝えておいてちょうだい」

『伝えなくても聞こえてるっつーの！　そっちの趣味のほうがよっぽどわかんない！』

　まったくだと思った。無ぶ精しようひげの陰いん気きなエクソシストは、注射器の先せん端たんから紫の液体を押しだして、内容量りようを確かく認にんしていた。絶ぜつ好こうの攻こう撃げきの機会ではある。ただし、彼を守るように蠢うごめく触手がなければ、だが。

「アイム、どうすればいいかな？」

『んー。ブエル自体の戦せん闘とう力りよくは大したことない、はず。でもエクソシストなら対たい悪魔の技を持ってるだろうし……それにあの注射器、多分同どう化かのための媒ばい介かいだよ。あの医者、きっとブエルの使い方を熟じゆく知ちしてる』

　アイムらしい警けい戒かいの仕方だった。彼女は決してただ向かっていくだけの愚ぐ将しようではないから。

　親友の羽は堂どうを思いだす。彼の悪魔、フォラスは実力的にはアイムに劣るが、羽堂とのコンビネーションで九く罰ばつたちを一度は退しりぞけた。怖おそろしいのは悪魔の力それ自体でなく、それを扱う召喚者の力りき量りようでもある。

「そうだね。大だい丈じよう夫ぶ、僕はアイムの邪じや魔ま、しないから」

『アンドラスに鍛きたえられたんだもんね！　大丈夫、クバツなら！』

　そうか、そういえば、アンドラスは自分にとって師しとも呼べるのか。たった一度の鍛たん錬れんと、数回の実じつ戦せん。それで得られたものは決して少なくないはずだから。

「いつまで液えき量りようを確かく認にんしているのヤブ医い者しやとっとと始めなさいなそんなことだから国こつ教きよう庁ちようの他のエクソシストに見み下くだされてしまうのよ」

「一いち番ばん見下しているのは貴き様さまだろうが……まあ、いい。時間が惜おしいからな」

　ディオニュシウスが、躊躇ためらいなく注ちゆう射しや器きを自らの二にの腕うでに刺した。慣れた手つきで紫むらさき色いろの液体を、自分の身体からだに注そそぎこむ。

「ぬ、うっ」

　ディオニュシウスが顔をしかめたのは、まさか注射針ばりの痛みではあるまい。黒こく衣いの上からでも、医者の血管が隆りゆう起きしたのがわかった。一体、あの針の中の、液体はなんなのだ。

　エクソシストの顔面に、刺青いれずみが走った。少なくとも九く罰ばつはそう思った。紫色の液体が血管内ないを走り、右腕から顔の右みぎ半分を覆おおう。隆起した紫色の血管は、ますますディオニュシウスの容よう貌ぼうを凄すさまじいものへと変えていた。

「アンタ……」

「ブエルの体液から作りだした毒どく液えきだ。そう怯おびえるなよ、ガキが。ブエル、ご要よう望ぼうどおり俺おれが全すべてやってやる。無む駄だ口ぐちを叩たたくなよ」

　巨きよ大だいなプレートが、陽炎かげろうのようにその姿すがたを揺らめかせた。アイムと同じだ。やがて、プレートに磔はりつけにされた悪あく魔まの姿は、触しよく手しゆもろともに消え去ってしまう。

「毒を、自分の身体に……？」

『違うよクバツ。さっきも言ったでしょ。あの注射器は同どう化かのための媒ばい介かいに過ぎないの。その行こう為い自体は儀ぎ式しきみたいなもので、手て順じゆんの一つでしかない。ああやって、ブエルの体たい液えきを取りこんで、ブエルと一いつ体たい化かするための下した地じを作ってる。ライターを点てん火かするクバツと、基本は一いつ緒しよ』

　アイムの解説はいつだって的てき確かくだ。不ぶ気き味みなディオニュシウスの外見だって、容よう易いに分ぶん析せきしてしまう。

　対たい峙じするのは、その身を変へん貌ぼうさせた二人の悪魔使づかい。

　火か炎えんの剣つるぎを持つ白はく髪はつ鬼きと、紫の刺青を誇こ示じする黒の翁おきな。

『クバツっ！　触手がなくなってるから！　今だよ！』

「わかってる！　悪いけどいかせてもらうよ、ディオニュシウスっ！」

　食しよく卓たくを踏みつけ、九罰が跳とんだ。触手が消えたのは、攻こう撃げきチャンスと見るべきだろうか。相手の手の内がわからない以上、最初の一いち撃げきは牽けん制せいでしかない。深く踏みこむのは九罰自じ身しんを危険にさらす。

「む」

　避よけた。避けた？

　紫の血管を浮かせた異い形ぎよう医い師しは、片手に医い療りようバッグを持ってその場を離れる。九罰の太た刀ち筋すじは単たん純じゆんで、もちろん回かい避ひは想そう定てい内ないだった。だが。

『あれ？　え、ちょっとクバツ？　もうちょっとやってみて？』

　場ば違ちがいなほど吞のん気きなアイムの声こわ音ねも、無む理りはないと思った。

　クバツは躊躇ためらいなく連れん撃げきを放つ。同どう化かに慣れた身体からだは素早く、力強く、発熱したセラミックブレードを叩たたきこむ。もちろん、本ほん気きではない、これはただ、確かめるための、致ち命めいを狙ねらわない攻こう撃げき。

　その、はずなのに。

「ぬ、む、速い……！」

「は、はぁっ!?　おいディオニュシウス、冗じよう談だんだろ！」

　速い、わけがない。

　コンビネーションならば羽は堂どうがいる。速度もさることながら、繰りだされるテンポの良い連撃は、まるで音楽を奏かなでるかのようだった。あれほどの格かく闘とう技術は、もちろん九く罰ばつにはない。

　更さらに、神しん速そくのアンドラスがいるのだ。彼の作りだすキルゾーン。踏み入れれば惨ざん殺さつされるアンドラスの剣けん技ぎに比べれば、九罰の剣けん筋すじなど児じ戯ぎ。彼に勝てたのは本当に僥ぎよう倖こうなのだ。

　だから。

　回かい避ひも鈍く、一いち々いち距離を取っていくディオニュシウスに、違い和わ感かんがある。

「さすがに、侮あなどりすぎたか」

「こっちは！　お前を！　過か大だい評ひよう価かしてたみたいだよ！」

　ルカの身しん体たい能力と比べれば、ディオニュシウスのそれは問題にならない。四十後半に見える男の動きとしては相そう応おうだと言ってしまえば、それはそうだが──。

　牽けん制せいですら、苦労してかわしている。九罰はさらに三さん連れん、両腕からの立て続けの斬ざん撃げきに、黒くろ医い者しやの顔がますます歪ゆがむ。九罰にとってのジャブ、軽い斬ざん線せんが、ディオニュシウスには本ほん気きの攻撃に見えているようだった。

「ち……まとわりつくなよ、小こ僧ぞうが！」

「っ!?」

　ディオニュシウスの腕が、伸びたように、見えた。

　いや、違う。それは袖そでから飛びだした触しよく手しゆだ。先せん端たんの口が大きく開き、牙きばを使って九罰を狙う。都つ合ごう七本、灰色の細い触手。目を持たぬ蛇へび。

　遅かった。

「バカに……すんな、よ！」

　触手ごときでどうにかできるほど、二人の同化は緩くない。

　ディオニュシウスの挙きよ動どうと同どう様よう、ブエルの触手もやはり鈍かった。ブネの繰り出す爪つめのほうがよほど速い。すぐさま九罰は、握ったブレードによって触手を斬きり落とす。斬り落とされた触手は、ばたばたと蛆うじのように暴あばれるが、すぐに動かなくなった。

『ちょ！　クバツ！　相手がブエルだよ！　らんぼーしないでよぉー！』

「そんなこと言ったって……っ！」

　横に薙なぎ払う一いつ閃せんを、ディオニュシウスはやはり必ひつ要よう以上の距離をもって回かい避ひした。あれだけ後方に下がっては、反はん撃げきに転ずるのも難しいだろうに。

『うー……なんか、弱いものいじめみたいで……ブエルと同どう化かしたことで、あのエクソシストの身体からだからも触しよく手しゆが生はえてるみたいだけど……この鈍さなら、しょーじき、話にならないってか……』

「同どう感かんだよ！　これがエクソシスト!?」

　すっきりしなぁーい！　とアイムが喚わめいた。九く罰ばつの心しん情じようを代だい弁べんしていた。

　様よう子す見みはもう終わりだ。いけ好かないディオニュシウスが、結局口くちばかりだということがわかっただけでも収しゆう穫かくだろう。九罰は更さらに追つい撃げきする。壁を背にしたディオニュシウスへ、九罰のブレードが孤こ閃せんを放つ。

「ぬうっ！」

　豪ごう華かな壁を、また九罰は傷つけた。白い壁に、黒の傷きず跡あとが残される。

　ディオニュシウスが体勢を低く沈めて、回かい避ひした。もはやギリギリだ。腰を沈めたディオニュシウスはそこから動けない。九罰はもう一本、利きき腕に握った剣で彼の肩を狙ねらう。これは、もはや避よけられまい。

　触手の反はん撃げきがあったとしても、おそらく九罰のほうが速い。

「ちょっと熱いよ！　ゆっくり反省しな！」

「な、めるなガキ、がぁっ！」

　それは、ほとんど、自じ暴ぼう自じ棄きの特とつ攻こうだったように思う。

　足あし元もとから狙うタックル。同化した九罰には、なんの問題もない攻こう撃げきだっただろう。ディオニュシウスもそれなりに鍛きたえているようだが、同化時じの能力は九罰のほうが上だ。ほんの少し身を引いてかわすだけ。タックルによって体勢の崩くずれたディオニュシウスを狙うのは簡単だ。

　簡単だった、はずだというのに。

『うぎゃぁうっ!?』

「は!?　アイムっ!?」

　耳をつんざく悲鳴が、九罰の動きを止めた。

　混乱する九罰をよそに、ディオニュシウスが素早い動きで距離をとる。そんなはずはない。彼の動きがまったく違うように見える。何な故ぜ。速さが、さっきまでとは段だん違ちがいで。

『く、クバツぅ……脚あし……っ！』

「え？」

　言われて気付いたのは、愚おろかだと言うしかないだろう。

　九罰の足、ジーンズを裂さいて、その下にわずかな赤の筋すじ。痛みがほとんどないのは、きっとアイムと同化しているからだが、今は逆にそれが仇あだとなった。そのせいで、気付くのが遅れたのだ。

　離れたディオニュシウスが持っていたのは、小さな手しゆ術じゆつ用ようのメスだった。さくりと人じん体たいを解かい体たいするメスならば、痛みに気付かなくても無む理りはない。

『うー……頭がガンガンする……クバツぅー、あのメス、ヤバいよぉ』

「いつの間に……」

　タックルの時に、つけられた傷か。九く罰ばつから逃げ回りながら、メスを取りだし、傷をつける機会を窺うかがっていたということか。あのメス、もちろんただの手術道どう具ぐではあるまい。

　だが。

　九罰から距離をとったデュオニュシウスは、額ひたいから汗あせを流していた。目に見えて憔しよう悴すいしている。九罰が彼を追い詰めたのは、決して黒くろ医い者しやの罠わななどではない。ディオニュシウスはやはり、危き機き的てき状況を間かん一いつ髪ぱつで抜けだしただけなのだ。

　ならば、まだ勝しよう機きは十分に。

　アイムの声が若じやつ干かん遠いのが、気になるが──。

「ふ！　は、ああぁっ！」

　九罰は再び、ディオニュシウスを壁に追い詰めようとする、が。

　速い。

　錯さつ覚かくじゃない。ディオニュシウスは、先ほどよりも段だん違ちがいで速い。鈍どん重じゆうな動きは、転じて力強く、しなやかな動きとなっている。いつの間にか、医い者しやの右手には五本ものメスが。

『クバツ！　違う、こっちが遅くなってる！　気付かないの!?』

　言われてようやく、剣を振るう自分の腕の重さに気付いた。

　戦せん闘とう中ちゆうの、アドレナリンのせいか。怒りで沸ふつ騰とうした頭のせいか。今の自分は随ずい分ぶんと鈍い。足の傷は、あまりに鋭いメスのせいか、痛みはない。だから、この全身の重さは、きっと別の理由。

　繰りだす連れん撃げき。認めたくないが、確かに剣の挙きよ動どうは遅い。

　対して、ディオニュシウスの立ち回りは、スピードに加え、正確さが増している。先ほどまで無む駄だな動きが多かったのに、今では九罰の剣を、文字通りの紙かみ一ひと重え、間かん一いつ髪ぱつでかわしている。そう、それ以上動うごく必要がないと、九罰の得え物ものの間ま合あいがどこまでか、一ミリ単位で分ぶん析せきしているように。

「人じん体たいの構造には」

　焦あせっている九罰と対たい照しよう的に、ディオニュシウスの表情は落ち着いている。ろくに手入れもされていない黒い髪かみの隙すき間まから、白はく濁だくの瞳ひとみが覗のぞく。

　マズいと、本ほん能のう的に思った。

「どうしても限界がある。腕を伸ばし、剣を振るい、そしてまた引き戻す。骨の長さと筋きん肉にくの制せい約やくが、貴き様さまの間合いと安全地ち帯たいを教えてくれる。どうしたガキが、さっきから空から振ぶりばかりだぞ」

「お前、なにしたのさ……っ！」

「速さと力ばかりが戦い方ではないと、教えてやる」

　ディオニュシウスが、手にメスを構えた。小ぶりなそれを、五ご指しに挟んでまるでナイフのごとく。九く罰ばつがメスを視し界かいに捉とらえるのと、メスが投とう擲てきされるのは同時だった。九罰の反はん応のう速度は、やはり鈍くなっている。

　飛ひ来らいした四本のうち、三本はすり抜けた。肩かた口ぐちに突き刺さったのはたった一本。

　小さいメスでは、致ち命めい傷しようになどならない、はずだったのだが。

『みぎゃあああっ!?』

「あ、アイム!?」

　脳に直接流ながれこむ、悲鳴。

　痛みは、それほどない。ただ、肩からじわりと広がる痺しびれが、嫌いやな予よ感かんを増ぞう大だいさせていた。痛いとか、傷のせいとか、そんなことではない。まるで血液を遮しや断だんされたかのような、指ゆび先さきへとつながる痺れ。

　咄とつ嗟さにメスを引き抜こうとする九罰、だが。

「ぐっ!?」

　今度こそ。
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　電でん撃げきが九く罰ばつに走った。メスに触れた瞬しゆん間かん、青い光とともに九罰の指が弾はじかれた。磁じ石しやくで反発したかのようにも、見える。ばちりとした電でん磁じ音おんが、耳に痛かった。

　その青い光には、見み覚おぼえがあった。あの、白いコートのエクソシストが使う、光の鎧よろいの色に似ていて──。

「やめておけ、ザコが」

　靴くつが、高級な絨じゆう毯たんを擦する音。九罰の真ま向むかいに、仁に王おうのごとく立つディオニュシウス。足の運びから、スタイルは全然違ちがうものの、羽は堂どうのように武ぶ道どうを学んだ者の立ち方だと思えた。

　そうだ、この、九罰を弱じやく体たい化かさせ、相そう対たい的に強くなった今こそ、ディオニュシウスは本来の構えを行うことができるのだ。

「そのメスは、国こつ教きよう庁ちようの誇る結けつ界かいシステム『天の国の門クオ・ヴアデイス』を、対たい悪あく魔ま用ようの武ぶ装そうとして開発したものだ。神に認められぬものの力を封ふう印いんする。悪魔はもちろん、同どう化かした人間でもおいそれと触れられんぞ。諦あきらめて刺したままにしておけ。似に合あっているぞ」

「お前……」

「俺おれが速く見えるはずだ、鈍どん足そくが。俺は悪魔と同化する性質上じよう、エクソシストの技を使うことができなくてな。代わりに使うのは、国教庁で開発する対悪魔用聖具deviceと、俺が身に付けた悪魔devilの力だ。確実に仕し留とめてやるぞ、『Ｄ』の医者doctorの名にかけてな」

　先ほどから、アイムの声が聞こえない。小さなノイズばかりが耳に痛い。肩に刺さったまま抜けないメスのせいで、右の腕に痺しびれが広がっていく。大だい丈じよう夫ぶ、全身まで攻こう撃げきを受けたわけではない。

　まだ剣は振れる。声は聞こえなくなっても、アイムは力を貸してくれている。

「エクソシストなのか、悪魔使づかいなのか……はっきりしろよ、この野や郎ろう」

「両方だ」

　ディオニュシウスが、床を駆かける。

　一歩一歩、踏みしめるような走り方。自らの身体からだの使い方を知りつくしているから、間ま合あいを詰めるだけでこれほどの安定感かんを見せる。まさに医い者しやの動き。くわえて、今の九罰に、彼はとても速い。

「くっ……う！」

　投げつけられたメスの四本を、どうにか剣で叩たたき落とす。ディオニュシウスがいくら速くても、投とう擲てきしたメスの速度まで劇げき的てきに増す訳わけではない。九罰の左腕ならば、まだ自由に。

「両方だ、と言ったはずだぞ、阿あ呆ほうが」

　今度こそ。

　鋭い痛みが、九罰の左腕を貫つらぬいた。激げき痛つうに腕を引き戻そうとしても、ぴくりとも動かず、九罰は妙みような痙けい攣れんだけを残してその場に固定された。九罰の二にの腕うでに、灰はい褐かつ色しよくの蛇へびが嚙かみついていた。

　ブエルの、触しよく手しゆ。

　そうだ、この医い者しやは、その服の下にいくつも触手を隠かくしていたのだった。

「が、あ、あ！」

　牙きばが食いこむ。触手の先せん端たんにある二本の牙で、血管になにかが入りこむのが、たまらなく痛い。指が震え、剣を取り落とした。左手の指がドス黒い紫むらさき色いろに染そまっていた。

　ディオニュシウスの顔に浮かぶ血管と、同じ色だった。

「ぐ、ああ、ぐ」

「苦しいか、小こ僧ぞうが」

　触手が、九く罰ばつの首に巻きついた。そのまま持ちあげられる。触手の表面は岩のようにざらざらしていて、不ふ快かいだ。両腕と両足にも触手が這はいずり、九罰の身体からだを十じゆう字じの形に固定する。

　磔はりつけにされた気分だった。

「丁ちよう度どいい。四し旬じゆん節せつだ。耶や蘇その苦く難なんを味わってみろ」

　ディオニュシウスは紫し煙えんをくゆらしながら、九罰の掌てのひらと、そして首くび筋すじに、メスでさくりさくりと傷をつけていった。肉を裂さくためのメスは、九罰に痛みは少なく、しかし深い傷。

　掌に穴を穿うがたれた耶蘇よりは、大だい分ぶマシだろうが。

「お前……アイムに、なにしやがった……！」

「言ったはずだ。対たい悪あく魔ま用ようのメス『光国の来訪テセ・マレクサカ』。肉の器うつわを廃はいし、貴き様さまと同どう化かしている悪魔にはさぞ効果的だろう。だが、その前に自分を心配したらどうだ」

　噴ふきでる汗あせが、ディオニュシウスの言葉を裏うら打うちする。一いつ瞬しゆんの内にアイムを封じられ、自由を奪うばわれ、なんだか身体がだるい。今は、嫌いやな色に染まった自分の左腕を見たくはなかった。

「わかっているさ──これから反はん撃げきだ、ブエル」

　黒こく衣いの医者は、一いつ体たい化かした自らの悪魔に告げる。

　触手が、九罰を投げ捨てるように宙へ。だが九罰が体勢を立て直す前に、肉にく薄はくしたディオニュシウスが腕を振るう。安定した体たい幹かんが回転し、九罰の弱点、鳩尾みぞおちに的てき確かくな掌しよう底ていを叩たたきこむ。

　胃い液えきだか唾だ液えきだかわからないものを吐き散らして、九罰は弾はじき飛ばされた。先ほどのアンドラスと同じだ。壁にぶち当たって、ようやく止まった。

　たかだか、人間の掌底で、ここまで吹き飛ばされるか。

「ぐ、が、あ……!?」

　立ち上がろうとして、身体が一いつ切さい言う事を聞いてくれないことに気付いた。

　メスによる痺しびれ？　毒どくによるだるさ？　それとも、腹から広がる痛みのせいか？　骨まで届いた激げき痛つうは、ディオニュシウスの掌底によるもの。そうだ、毒も聖せい具ぐも、所しよ詮せん九罰の動きを鈍らせたに過ぎない。

　九罰は、無む数すうの布ふ石せきを打たれ、動きを鈍らされた。

　そして、その上でのたった一いち撃げきで、立ち上がることすらできなくなったのだ。

「これが、俺おれの戦い方だ、青あお二に才さいが。この年だ、地じ力りきでは敵かなわんのでな、悪いが色々使つかわせてもらう」

　九く罰ばつは答えられない。激げき痛つうで腹ふく部ぶが痙けい攣れんしている。意識が朦もう朧ろうとしてきたのは毒どくのせいだろうか。身体からだがまったく言う事を聞かない。この徹てつ底ていした敵の弱じやく体たい化かが、ディオニュシウスのやり方ということか。

　なにより。

　九罰にとって致ち命めい的てきなのは、アイムの声が聞こえない事。

　戦せん術じゆつ的てきなアドバイスもさることながら、心しん情じよう的てきな部分が大きいのは言うまでもない。自分がどれほどアイムに依い存ぞんしていたか、改めて理解してしまった。彼女なしで戦うなんて、有り得なかったのだ。

　だから、アイムを封ふう印いんされるということは、初めから九罰の負けを意味していたのだ。

「終わりだ、悪あく魔ま使づかいが。俺の邪じや魔まをしたこと、後こう悔かいして眠れ。なに、目が覚めれば全すべて終わっているだろうさ」

　黒い衣服の袖そでから、触しよく手しゆが伸びる。首でも絞しめられるか、それとも殴なぐられるか。いずれにしても、長さも太さも自じ在ざいのあの触手を、避よける術すべが九罰にはない。せめてアイムがいたら、この窮きゆう地ちを脱することもできただろうか。

　今の、自分には。

「──いい加か減げんにしてくれないか」

　凛りんとした声こわ音ね。

　その声で、九罰は自分がどうして目の前の異い形ぎようと戦っていたのか、ようやく思いだした。動けないのは良かったと、思う。おそらく目が赤いだろうイヴを見なくてすむから。

「ディオニュシウス殿どの、もうやめてくれ。十分だろう」

「なにを言っているのかわからんな、魔ま女じよが。俺は笹ささ崎ざき小こ波なみを連れていく。それだけだ」

「貴方あなたは話し合いと言ったはずだ」

　まだ、犬が吼ほえている。きっと笹崎小波は傍そばにいる。逃げろと言ったのに、まだ七な罪つみも小波もそこにいるのか。あるいは、グラシャラボラスが言う事を聞いてくれないのか。犬の喚わめきにも負けず、イヴはよく通る声を放つ。

「私の晩ばん餐さんを台だい無なしにして、とても大事な従じゆう者しやを使い物にならなくして、ディオニュシウス殿、まだ狼ろう藉ぜきを働くのか。今日きようはこのくらいにして欲しい。屋や敷しきの修しゆう繕ぜん費ひもタダじゃない」

「俺がそんなことを気にすると思うのか、引きこもりの姫ひめが」

「私にも考えがないわけじゃあない」

　アンドラス、なにしてるんだ、と九罰は思った。イヴさんを守るのが仕事だろ。寝ている場合じゃないだろ、とまで考えて、あの梟ふくろうの騎き士しを責める立場ではないことに気付いた。自分も動けないのだから同どう罪ざいだ。

「国こつ教きよう庁ちように、直接の抗こう議ぎさせてもらってもいいのだがね。エクソシストが散さん々ざんに暴あばれてくれた。どうなってるんだと」

「抗議？　悪あく魔ま使づかいの貴き様さまが、か。討とう伐ばつされるのがオチだろう」

「無む論ろん、やり方は考えるさ。そうだね、私が父の昔の伝つ手てを辿たどる、というのはどうだろう。邪じや教きよう集団でも各地の悪魔使いでも、反はん国教庁のグループに連れん絡らくをとってみる。みんなで国教庁に抗議活かつ動どうさ。ここまでのことが大きくなれば、いっそこの日本の内ない乱らんとすら言っていい。さあ、悪魔使いのディオニュシウス殿どの、貴方あなただって国教庁内ないの立場は決して盤ばん石じやくではないはずだ。さっきブエルが言っていたね。エクソシストに見み下くだされている、と」

　ディオニュシウスが、黙だまりこんだ。言げん外がいに図ず星ぼしだと言っているようなものだった。心しん中ちゆうでは、同どう化かしたブエルと激しい罵ののしり合いでもしているのかもしれない。

「貴様は、笹ささ崎ざき小こ波なみがどうなってもいいのか。丘の上の魔ま女じよ」

「私が言ってるのは君の礼れい儀ぎの話さ。私も上かみ屋や敷しき家けの当とう主しゆ。話し合いと言われればそれなりの準備をするし、退たい魔まの戦せん士しがやってくるのならばそれなりの迎げい撃げきを用意する。だが、歓かん談だんの席をこのように荒らすのであれは、貴方はただの賊ぞくだ、と言っているんだよ、ディオニュシウス殿」

　つまり、イヴは。

　ここで一いつ旦たん、ディオニュシウスに退ひけと言っているのだ。医い者しやのことを悪だとなじっているのではなく、ただ、そのやり方を責めている。日を改めて出直して来いと言っているのだ。

「ふん、そのような脅おどしに──」

「わかったわその話受うけましょう綺き麗れいな綺麗なお嬢じようさん？」

　応じたのは、抑よく揚ようのない声。プレートに磔はりつけとされた異い形ぎようの悪魔、ブエル。

　ゆらりゆらりと、陽炎かげろうのようにディオニュシウスが立ち現れる、巨きよ大だいな触しよく手しゆの姿すがたがそこにあった。勝かつ手てに同どう化かを解いたのか。アイムも気まぐれだが、ブエルのそれはアイムとは異い質しつなものだという気がした。

「おい、勝手に決めるなよ醜しゆう悪あくな悪魔が！」

「あら人が気にしてる事をもういいわディオニュシウス私はもう手伝わないから」

「ぬう……！」

　仲間割われ、なのだろうか。

　そうとは思えなかった。この場は退いても、このペアはまたきっと来る。今度は、襲しゆう撃げきという形で。一切の手て加か減げんなどなく。

「いいだろう、令れい嬢じようが！　警けい告こくはしたぞ。ここまでが話し合いだ。笹崎小波を引き渡す覚かく悟ごを決めておけ！　近いうちにまた来る。今度こそ、国教庁の名のもとに、不当に囚われた悪魔憑きを保護してやる！」

「それが君の大たい義ぎ名めい分ぶんかい？　いいだろう。そうであれば、今度こそ口くち出だしはしないさ。力ずくで奪うばってみたまえ、できるものならば」

「口くち先さきだけは大したものだな、魔ま女じよが！」

　黒こく衣いを翻ひるがえし、ディオニュシウスは食堂を出て行った。既すでにブエルの姿すがたはない。出現した時と同じく、壁の中にでも姿を消して、去ったのか。イヴに助けられた。朦もう朧ろうとした九く罰ばつにわかったのはそれだけだった。

　静かな食堂で、ただ犬の鳴き声だけが繰り返されていた。




「小こ波なみ、いつまでそうしているんだ。七な罪つみくん、すまないが小波と一いつ緒しよに、アンドラスと九罰くんを運んでくれ。ああ、アイムくんには熱くて触れられないのか。まずは台だい車しやを持ってくるのが先かな」

　せっかくの料理が、と上かみ屋や敷しきイヴは苦にが々にがしく思う。油ゆ断だんをしていたつもりはなかったが、アンドラスが一いち撃げきでやられてしまった。この先せん制せいが大きく響ひびいたのだ。以前の九罰との戦せん闘とうが、想そう像ぞう以上にアンドラスにとっては痛いた手でだったのかもしれない。それはそうだ。アンドラスも瀕ひん死しだったのだ。回復したように見えてはいたが、あの戦いからまだ時間は経たっていないのだから。

　イヴは九罰に駆かけ寄った。小さな声で、自分で歩けますと言っていたようだったが、未いまだに立ち上がらないくせに歩けるとはとても思えなかった。肩に刺さったメスを抜き取る。悪あく魔まの力を封じる聖せい具ぐらしいが、同どう化かもしたことのないイヴにはただのメスにしか見えなかった。

　同化が解け、九罰の身体からだから抜けだしたアイムも、すぐ傍そばで倒れこんでいた。物理的なダメージというよりも、それこそ力が封じられたせいだろう。空くう腹ふくで力が出ないような、そんな状態ではないかとイヴは推すい測そくした。

「小波！」

　いつまでも動きださない笹ささ崎ざき小波に焦じれて、イヴはつい声を張り上げてしまった。悪あく魔ま憑つきのメイドは、怯おびえた様よう子すでわたわたと走りだす。倉庫から台車を取りにいったのだろう。

　イヴも、焦あせっていた。アンドラスはおそらく戦せん闘とう不ふ能のう。さっき散さん々ざんイヴは泣いたから、代だい償しようが枯こ渇かつすることはないだろうが──門もん番ばんたる騎き士しが動けなければ、この屋敷は丸まる裸はだかも同どう然ぜんだ。

　ディオニュシウスの言う通りだ。イヴは口先で時間稼かせぎをしたに過ぎない。

　父の伝つ手てを頼る？　不ふ可能ではないが、それで国こつ教きよう庁ちように反はん逆ぎやくなど夢ゆめ物語だろう。すぐさま鎮ちん圧あつされるに決まっている。それで即そく、ディオニュシウスの立場が危うくなるとは思えない。退たい散さんしたのは、むしろブエルの気まぐれのおかげか。

　でなければ、やはり既すでに相当、ディオニュシウスは国教庁内ないで危うい立場にあるということか。ブエルはあるいは、退散を決めることで自らの召しよう喚かん者しやを守ったのかもしれない。

（なるほど、力ちから関係は、ディオニュシウス殿どのからの一方的なものではない……）

　九く罰ばつを助け起こしながら、イヴは更さらに思し考こうを続ける。

　あの男を、エクソシストだとは考えるべきではない。国こつ教きよう庁ちようの意い思しとは別の目的をもった、単たん独どく行動の悪あく魔ま使づかいだ。なにかと都つ合ごうが良いからエクソシストに名を連つらねているだけだろう。

　ディオニュシウスは、また来る。早ければ明あ日すにでも。

　今度はこのような、交こう渉しよう決けつ裂れつの果ての乱らん闘とうではない。天あま草くさ教きよう皇こうに全すべてを報告した上での、徹てつ底てい的てきな討とう伐ばつ。討伐を目的としていないとは言っていたが、逆に言えば、目的達たつ成せいのためなら躊躇ためらわず討伐するということ。あの対たい悪魔戦せん用ようのメスと、治ち療りようの悪魔、そして強力な大たい義ぎ名めい分ぶんを引っ提さげて、再び来る。

　アンドラスがやられた。頼みの綱つなは、遠とお野の九罰以い外がいに誰だれがいる？

（だが……）

　強きよう制せいするわけにもいかない。彼は本来、この問題と関係がない。笹ささ崎ざき小こ波なみがディオニュシウスに拉ら致ちされたところで、九罰が困ることはない。アンドラスならともかく、イヴは九罰に命令できる立場にはない。

　いや、今はとにかく、傷ついた者たちの手当てをしなければ。九罰の、メスによって受けた傷はすぐに塞ふさがりそうだ。だが、変へん色しよくした左腕はどうする？　医い療りようの悪魔が残した猛もう毒どくは、まともなやり方でどうにかなるのか？

「まったく、手のかかる……七な罪つみくん、落ち着きたまえよ。九罰くんは無ぶ事じだ」

「でも、イヴさん、兄にいさんの、手」

「医療の悪魔が人を殺すかい？」

　自分でそう問うておきながら、殺すかもしれないな、とイヴは思った。薬は与え過ぎれば毒になる。不要な腫しゆ瘍ようだけでなく必要な内ない臓ぞうを奪うばうこともできる。それでも七罪に余よ計けいな不安は与えるべきではないだろう。

　不安。

　不安がっているのはなにより自分ではないのか。どれだけ偉そうなことを言ったところで、触しよく手しゆを振り回すあの黒くろ医い者しやの前に、イヴはなにもできなかった。自分の従じゆう者しや、小波が連れ去られようとしているのに？　主あるじを名乗る資し格かくが自分にあるのだろうか。

　いや、今いま考えても仕方のないことかもしれない。

　今後のことは、小波とよく話しておくべきだろうが、そんな時間を、あのエクソシストが与えてくれるとは、イヴにはとても思えない。もし襲おそわれれば、なす術すべなく小波を奪われる。

　それが、最さい善ぜんか？

　こんな暗い屋や敷しきにいつまでも閉じこめておくより、適てき切せつな治療を受けさせるべきではないのか。悪魔憑つきの寿じゆ命みようが短いことくらい、イヴにだってわかっているのだから。

「あ、あの、イヴさん……」

「どうしたんだい七罪くん。急いで九罰くんを」

「その、これ」

　七な罪つみが渡してきたのは、何な故ぜかハンカチだった。

　そこでようやく涙を流している自分に気が付いて、イヴは自分の涙もろさにほとほと嫌いや気けがさしてしまった。なんで泣いているのかすら、もはやよくわかっていない。

　イヴが頼りたいアンドラスは、くずおれたまま。初めて見た仮か面めんの下の素す顔がおは、今は沈ちん黙もくしてなにも答えてはくれなかった。




　包ほう帯たいを巻いた上に革かわの手て袋ぶくろで、ようやく紫むらさきに染そまった左腕うでを誤ご魔ま化かすことができた。

　昨日きのうのディオニュシウスとの戦せん闘とうの後、九く罰ばつはイヴの屋や敷しきへと泊とまることになった。自じ力りきで帰ることができなかったからだが、だるさや発はつ汗かんなどの症しよう状じようは時間が経たつごとに消えていった。掌しよう底ていを突きこまれた腹ふく部ぶも、痣あざが残るくらい。あれだけボロボロに見えたのに、戦いが終われば不ふ思し議ぎなくらい後に引かない。

　そこまで計算していたのだろうか、あの医い者しやは。

　アイムも、一晩寝ねたら目を覚ました。ただどこかぼうっとしていて、なんだか半分眠ねむっているような状態に見えた。仕方がないので、アイムの事はイヴに任せ、九罰は学校へと登校したのである。

　七罪も学校に行くと言ったが、九罰はそれを止めさせた。ディオニュシウスが狙ねらってくるのはなにも笹ささ崎ざき小こ波なみだけとは限らない。アンドラスがやられた以上、あの医者にとっての脅きよう威いはもはや九罰のみだ。戦せん力りよくを徹てつ底てい的てきに排はい除じよするつもりなら、屋や敷しきより九罰を狙う可能性が高い。少なくとも、九罰と七罪は別べつ行動にしておかねば、妹にも危き機きが及ぶかもしれない。今いま頃ごろは、七罪は自宅に帰っていることだろう。ディオニュシウスも、九罰のいない家を襲おそう理由はないはずだ。

　イヴは、なにも学校へ行かなくとも、と言った。それはそうだろう。変へん色しよくした左腕を隠かくしてまで勉強がしたいと思うほど、九罰は熱心に学生をやっていない。それも、礼れい拝はいもまだ始まらないこんな時間から、教室にいる、その理由は。

「──で、俺おれに相談ッてわけかァ。遠とお野の」

「ああ。状況は、今いま話したとおりだよ」

　援えん軍ぐん。

　ディオニュシウス自身の身しん体たい能力は、決して高いものではない。メスと触しよく手しゆに気をつけてさえいれば、簡単に圧あつ倒とうできるはずだと踏んだ。それができるのは、フットワークに長たけた元ボクサー、羽は堂どう征せい重じゆう郎ろう。そしてその悪あく魔まのフォラス。

　サボり仲間の羽堂と秘ひ密みつの話ができるのは、学校で、皆が礼拝に出で払はらっているこの時じ間かん以外には有り得ない。

「メールでも良かったんだけどさ。直接頼たのみたかったから」

「で、おかしなケガしてんのに、のこのこ学校に来やがったわけかァ」

「……わかるの？」

　当然、とばかりに羽は堂どうは牙きばを剝むいて笑う。彼が元ボクサーだと考えれば、九く罰ばつの腕の動きが不ふ自然なことに気付けるのかもしれない。変色した腕は、わずかに重いかなというくらいで、痛みやおかしなことはないのだが。

　ドス黒い紫むらさき色いろは、確かに不ぶ気き味みではあるのだが。

「んで？」

「で、って……」

「お前はどうすんだァ遠とお野の。つか、イヴの姉あね御ごはなんて言ッてんだよ？　まさかお前に、その黒エクソシストと戦えなんて言ッちャいねェんだろォ？」

「イヴさんは……好きにしろってさ」

　無む理りに戦いを強きよう制せいしないと、イヴは言った。

　だが、アンドラスがいない以上、次に襲しゆう撃げきされたら、小こ波なみは間違いなく連れていかれるだろう。あれが医い者しやのやり方かと思うが、そういえばルカも、見習いの柴しば燐りんも、目的に向かって突とつ進しんする傾向があるのを思いだした。

　エクソシスト全体が、ああいう風ふう潮ちようなのだろうか。

「ふん……好きにしろ、ねェ」

「放っておけない。イヴさんには借りがあるし、それでなくても、あんなの、ただの暴ぼう力りよくじゃないか。先に手を出してきたのは向こうなんだ。僕が手を貸すのも、間違ってるわけじゃない」

「ああ、そうだな。間違ッてるわけじャねェ。そりャ相手も同様だろうがよ」

　ちゃらりちゃらり、羽堂が胸のアクセを弄いじるたび、金属の擦こすれる音が響ひびく。今日きようも柑かん橘きつ系けいのアロマを匂におわせる彼の傍そばには、やはり姿すがたを隠かくしたままのフォラスがいるのだろうか。

「医者のほうも、やり方はそりャ乱らん暴ぼうだが、乱暴にでるだけの理由があるだろォ？　あのメイドのねーちャんは、悪あく魔ま憑つきとしちャそろそろ限界の年ねん齢れいだろォが？　医者の立場からすりャ、今すぐにでも治ち療りようを受けさせたいはずだぜェ」

　九罰は、羽堂の言葉を黙だまって聞いていた。早朝だからか。いやそれとも、昨日きのうの戦いの疲れが、まだ残っているのか。だるい瞳ひとみの九罰に構わず、羽堂は続ける。

「遠野、悪ィが俺おれは、手伝えねェ」

「……ああ、まあ、そう言うと思ってた」

「どッちの味み方かたもできねェよ。正義の味方としちャあな。そりャ、心しん情じよう的てきには俺は姉御の味方だけどよ。医者の邪じや魔ましたらメイドのねーちャんが死んじまうかもしれねェ。それもお断りだ」

「正義の味方は大変だね、気き苦労ばかりで」

　羽は堂どうが標ひよう榜ぼうするものは、あまりに重い。少なくとも九く罰ばつの手には余る肩かた書がきだ。だから彼は、敵が明確な悪あく役やくであるならばともかく、今回のような、どちらも正しいという状況で、片方の味み方かたをすることはできないのだから。

　わかっていてもなお、羽堂に話したのは、一いち縷るの望みなどではない。助けはないと、改めて自覚したかったから。背はい水すいの陣じんを覚かく悟ごしたかったからだ。

「確かに、どッちかにしか肩かた入いれできねェッてな場合はむしろ少ねェ。気き苦労ばッかさ。お前が悪あく人にんだ、ッて言われねェようにな」

「どうするのさ」

「どうしようもねェよ。最悪の時は『俺おれが正義だ』ッて言ッて喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいだよなァ。俺ァ誰だれの味方でもねェ、正義の味方だからよォ。お前もよく考えろよォ遠とお野の。お前は別に正義の味方じャなくてもいいんだろォ？　だッたら、イヴの姉あね御ごの味方でいいのか、よく考えとけ。俺よか小こ回まわりがきく立場なんだからよォ」

　羽堂の言うとおりだった。そもそも、当のイヴですらはっきりとした答えを出していないのだから、九罰に好きにしろと言ったのだろう。仕方がないと九罰は思う。羽堂が味方してくれないということは、つまりそういうこと。こちらにも大たい義ぎ名めい分ぶんを持ちえないと言う事。

　それでも戦うのだろうか、自分は？

「だが、話聞きく限りじャ、その医い者しやの戦い方は随ずい分ぶんとまどろッこしいなァ」

「え？」

「手て練れん手て管くだを使うのは、本人が弱ェからだ。ガチのタイマンなら、俺はもちろん、その医者はお前にも負けるだろォよォ。それを、聖せい具ぐやら触しよく手しゆやらで武ぶ装そうして、敵の攻こう撃げきを封じてくる。はッ、エクソシストなら封ふう印いんどころか、一いち撃げき必ひつ殺さつの強力な聖具を持ちだしてきたっていいだろーによォ」

「な、なにが言いたいのさ」

「俺ァ、攻こう略りやく法ほうの見けん当とうがついたッてことだ。教えんのはフェアじャねェから、言わねェがなァ」

　あくまで自分は中立──いや、第三勢せい力りよくであるのだと、そう言いたいらしい。なるほど、医者の味方をするわけではないが、もし九罰が羽堂の正義に反する行いをすれば、彼が敵に回ることもあり得るだろう。目もつ下かのところ、九罰にそんなことをするつもりはないけれど。

　このアドバイス、ヒントも、羽堂なりの好こう意いなのかもしれない。

「今日きようはもう、屋や敷しきのほうに戻っとけよ。色々酷ひどいぜェ、遠野？」

　頷うなずくのも、だるい。それはなんのせい？　毒どくの？　いや、違う。そんなことではない。戦う理由なんて、今いま時どきゲームでも見ないようなものが、九罰の肩にのしかかっている気がした。

「そろそろ来るぜェ」

　なにが。

　問う前に、廊下を走る音が聞こえた。ああ、毎まい朝あさ恒こう例れいのアレか。鈍い思し考こうでそこまで思った時に、教室の扉とびらが開く。眼鏡めがねの委員長の顔が、何な故ぜだか懐なつかしいと思ってしまった。昨日きのうも見たのに。

「この！　サボり魔まども……が……？　あれ？」

　委員長、水みず野の遊ゆ佐さが振り上げた聖せい書しよと聖せい歌か集しゆう。それが途と中ちゆうで止まった。

「と、遠とお野の？　一体どうしたでありますか？」

　溜ため息いきをついた。

　左腕は包ほう帯たいと手て袋ぶくろで隠かくしたはずなのに、どうして羽は堂どうはともかく、水野委員長にまで見み抜ぬかれる。そうか、自分のポーカーフェイスはそれほどまでにぬるいのか。

「悪わりィ委員長。ちョッとこいつ調ちよう子し悪ィんだわ」

「そ、そうなのでありますか？」

　帰る、とだけ言った。羽堂はともかく、関係のない水野にまで心配させたくなかった。それに、いつディオニュシウスが襲おそってくるかわからない。わかっていたこととはいえ、羽堂の協力が得られなかったのは厳きびしいか。

「医い者しや、今日きようの昼は休業だッてよォ、遠野？」

　ぼそりと、羽堂が言った。水野が怪け訝げんな顔をして、近所の市し立りつ病院の定休日びは今日ではないと羽堂に説明する。もちろん、羽堂だってそんなことはわかっているはずだった。

「気をつけとくよ、羽堂」

　水野が訳わけわからない、とばかりに二人を見み比くらべていた。




　ディオニュシウスは、少なくとも昼の内は活動しない。

　羽堂はどうしてそのことを分ぶん析せきしたのか。配はい下かのカラーギャング、『黄金の蹄鉄ゴールデンターキン』からの情報収しゆう集しゆうでも行ったのか、それはわからない。彼なりの根こん拠きよがあることだろうし、それを疑う必要はない。結果だけ受け取ればいいことだ。

　肩かた入いれしないと言った羽堂なりの、手助けといったところか。

　帰ると言っても、もちろん自宅ではなく丘の上の屋や敷しき。迷ってはいても、今ディオニュシウスからの襲しゆう撃げきを受けてしまえば、今の九く罰ばつは戦ってしまうかもしれない。彼のやり方に納なつ得とくできていないのは、事実だから。

　よく考えろ、と羽堂は言った。

　ようやく林を抜けて、巨きよ大だいな洋よう館かんの姿すがたを確かく認にんする。どこかの壁に、ブエルがその姿を隠していないか。羽堂からの昼の襲撃はないと言われていても、自然と意識を集中させていた。なるほど、医者は休業中ちゆうかもしれない。しかし、悪あく魔まがどこかで聞き耳をたてているのは、十分有り得ることではないだろうか。

　門に、アンドラスはいない。それはもちろん、この巨大な鉄の門もん扉ぴに、いつもアンドラスがいたわけではないけれど──今のような非常時じにおいて、騎き士しの姿すがたが無いのは、やはり薄ら寒いものを感じさせる。

　かつては要よう塞さいのようにも思えたこの屋や敷しきが、一いつ気きに心もとなく見えてくる。

　屋敷の広ひろ間まに入る。イヴはどこだろう。何度も出入りするようになって、屋敷の構こう造ぞうも大体把は握あくすることができた。二階にあるイヴの執しつ務む室しつか、それとも自室だろうか。

　先に、借りている客室へと行くべきだろうか。制服を着き替がえておこうか。長なが丁ちよう場ばになるのなら、追加の着替えも自宅から持ってこなくてはなるまい。

「あ、クバツ、おかえりー」

　たたたたと、エントランスに設置された階段を下りてきたのは、七な罪つみと同じく学校へ行かなかったアイムだ。今帰き宅たくに気付いたというより、彼女はきっと九く罰ばつの帰宅に気付いていて、階下まで下りてきたのだろう。足取りが、そんな感じだった。

　少しだけながら、彼女のことがわかってきた気がする。

　アイムを残らせたのは、たとえ召しよう喚かん者しやがいなくとも、彼女単たん体たいでもある程てい度どの戦せん力りよくになり得るからだった。

「寝てなくて平へい気き？」

「あー、うん。あのメスでやられたのは、もう回復したかな。でもしょーじき、悪あく魔まの力直ちよく接せつ封ふうじるとか、十じゆう字じ架かとか聖せい水すいなんかよりよっぽどキツいよぉー」

「対策とかあるかな」

「…………根こん性じよう？」

　笑えないセリフだった。アイムが冗じよう談だんではなく本ほん気きで言ってそうなあたりが、特に。

「だ、だいじょぶだいじょぶ！　アタシ、今度は眠らないようにするからさ！」

　アイムの声が聞こえなくなったのは、眠っていたからなのか。とすると、あのメスはアイムに対する麻ま酔すい針ばりのようなものなのだろうか。

　力を封じるということでは、大おお筋すじでは間違ってはいないかもしれないが。

「アイムは、戦ってもいいと思う？」

「んあ？」

　らしくない、おかしな声をアイムがあげた。戦せん闘とうの悪魔に対して、戦ってもいいか、などとは愚ぐ問もんだっただろうか。

「あのさー、クバツー。なんか勘かん違ちがいしてるみたいだけどさー。戦いに良いも悪いも、ないでしょ？　ただの手段なんだから」

「手段……」

「そう。要は戦った先でなにを得るか。戦うことでなにがしたいのか。つーかぁ、クバツはそんなこと、とっくにわかってると思ってたんだけど。あ、もちろんアタシ的にはガンガンバシバシ、あの黒くろ医い者しやと戦って欲しいけど？」

　わかっている？

　どういう意味か問い直そうとした声は、屋や敷しきに響ひびく犬の鳴き声に遮さえぎられた。この屋敷で犬と言えば、グラシャラボラス以外にはいないだろう。警けい戒かいした鳴き声というよりは、天てん敵てきから逃げる吼ほえ声に思えた。キャインキャイン、というような。

「あー、キッチンのほうかな？　なにやってんだろ？」

「ディオニュシウスじゃ……いや、違うか」

　昼間は動かない。そう教えてくれたのは羽は堂どうだ。だったらディオニュシウスでは有り得ない。しかしなんだろう。

　エントランスから食堂に入る。食堂の奥から続くキッチンまでは、細く長い食堂を進んで行かなければならない。日当たりのいい南側に作られた食堂は、飛び散った食器や料理も片付けられ、昨日きのうの暴ぼう虐ぎやくを必ひつ死しで覆おおい隠かくそうとしているかのようだった。これらを一日で行ったのは、笹ささ崎ざき小こ波なみだろうか。

　だが、壁に作られた陥かん没ぼつは、さすがに一日でどうすることもできなかったらしい。修しゆう繕ぜん費ひもただであるまい。屋敷に作られた傷が、そのままイヴの傷となっている気がした。

　キッチンから話し声が聞こえる。犬の鳴き声もそこから。黒くろ医い者しやの襲しゆう撃げきではないにしても、なにか異常なことが起きているのは確かだった。アイムより先行し、九く罰ばつがキッチンへと入った。念のため、ライターは握っておく。

「あの、さっきからグラシャラボラス……が……？」

　キッチンに入ったところで、九罰の目に飛びこんだのは。

　床に倒れている笹崎小波と、それを押し倒している上かみ屋や敷しきイヴだった。

　なにしてるんだ、と九罰は思った。

「あー、やっぱり、イヴってそういう方向の？」

「は？　なんなんだい二人とも。急に入ってきて」

「隠かくさなくてもそんなぁー。同どう性せい愛あいも悪あく魔まの守備範はん囲いよ。女の子同どう士しのほうがもしかしたら気持ち良いのかも？」

「わ、私はアンドラス一ひと筋すじだっ」

　くふふ、とアイムが妙みような笑い方をした。イヴの出し抜けの本ほん音ねを引きだせたことに喜んでいるのかもしれないが、しかし九罰はそんなこととっくに知っていた気がするので、苦にが笑わらいくらいしか浮かばなかった。

　一方、口を滑すべらせたイヴは、らしくもなく咳せき払ばらい。顔が少しだけ赤い気がした。

「まったく……二人とも。来てくれたなら丁ちよう度ど良い。少し手伝ってくれないか」

「あ、えっと、何をですか？」

「小波を風ふ呂ろにいれたくてね。脱がすのを手伝ってくれ」

　今度は、九罰の顔が染そまる番だった。なぜ脱がすのを自分が。小波はうきゃああと、普ふ段だんの彼女から想そう像ぞうできない悲鳴をあげてるし。なんなら今すぐ出て行きたい。グラシャラボラスはイヴの右手に押さえつけられて、前足をじたばたさせている。小こ波なみとつながっていなければ、ごく普通のドーベルマンにしか見えなかった。

　今度はイヴが、くすくすと笑いだす。

「すまない、冗じよう談だんだ九く罰ばつくん。仕し返かえしだ。小波じゃなくて、グラシャラボラスを風ふ呂ろにいれたい……いや、違うか。小波が風呂に入りたいんだが、グラシアが承しよう諾だくしてくれなくてね。どうにかしようとしてるんだが」

　それくらいにしてあげて欲しかった。九罰はともかく、小波の顔は真まっ赤かで変な汗あせまで噴ふきだしている。見ていていささか不ふ憫びんだ。彼女が恥はずかしがっているせいで、九罰は逆に冷静な気分になることができた。

「あ、あ、あの、あの、すみませ、だいじょ、一人で」

「グラシアが本ほん気きで暴あばれては君の言う事も聞くまい、小波。いいから私に任せたまえ」

　さっきは否定したものの、この光こう景けいはやっぱり百ゆ合り──いや、なんでもない。

　そんな状況ではないはずなのに、イヴは余よ裕ゆうがあるように見えた。それとも違うのだろうか。さっき口を滑すべらせたことといい、今日きようのイヴはやはり少しおかしいのかもしれない。九罰には、判はん断だんがつかなかった。

「こーら、グラシー、ダメでしょワガママ言っちゃあ」

　アイムがぺしぺしぺしとグラシャラボラスの頭を叩たたく。少し前までは、九罰に対して牙きばを剝むいていたのに、アイムの言葉には存ぞん外がいに素直に従って、耳をぺたりとしおれさせている。

「ほう、アイムくんの言う事なら聞くのかい」

「まーねー。前ぜん線せんではみんなのペットみたいな子だったし。護ご衛えいとかにもすっごく役に立つしね。しゃーない、グラシー、一いつ緒しよに入ろうかー？」

　グラシャラボラスが慌あわてて嫌いやがるが、アイムは取り合わなかった。そういえば、昨日きのうもアイムと小波はグラシャラボラスを介かいして遊んでいた。というか、悪あく魔ま犬けんで遊ぶアイムに、小波が振り回されていたという感じだが。今もまさにそんな感じであった。

　小波はまだ顔の赤いまま、アイムに連れられてキッチンを出て行く。それにしてもどうして、イヴと小波はこんなところで騒そう動どうをしていたのだろうか。

「昨日荒あらされてしまった後あと片かた付づけを、二人でしていたんだよ」

　九罰の疑問を見み透すかしたかのように、イヴは言った。彼女はなんでも知っている。というよりも、知らぬ事などないかのように振る舞うことが上う手まい。隠かくしきれぬ彼女の威い厳げんのせいか。

「おかしいね。いつもはグラシアも、水を嫌いやがったりはしないんだが。やはり昨日のことで神経過か敏びんになっているのかもしれないね。ディオニュシウス殿どのとブエルの気け配はいに、感覚を研とぎ澄すませているのかもしれない」

「あの、イヴさん、そのことなんですが」

　九く罰ばつは、羽は堂どうによるアドバイスを話した。少なくとも、陽ひがあるうちの襲しゆう撃げきは有り得ないということを。

　羽堂からの情報だから、信頼はできる。その点についてはイヴも同じ考えのようだった。ただ、問題は、その根こん拠きよは一体どこにあるのか、ということ。

「昼間は動かない。なにかの理由で動けない、ということだろうか？」

「かもしれません。今日きようの昼間は、とも言っていました。明あ日すからはわからないという意味だと思いますし……」

「ああ、理解した。おそらく国こつ教きよう庁ちように事じ態たいの報告と、その上での指し示じ待ちをしているんだろう。だとしたら辻つじ褄つまが合う。風の悪あく魔まフォラスなら、盗とう聴ちようなどもお手の物だろうしね。今日の夜に追って連れん絡らくする、それまで動くな、とでも言われたのではないかな、ディオニュシウス殿どのは」

　なるほど、と九罰は思った。今度来くるとき、あの医い者しやは、話し合いの使し者しやなどではなく、悪魔退たい治じのスペシャリストである、という訳わけか。それにしては随ずい分ぶん、教きよう皇こうのレスポンスに時間がかかっている気がするが。

　やはり、イヴの言うとおり、ディオニュシウスの立場は複雑なのだろうか。普通のエクソシストのような独どく断だん専せん行こうは認められていないとか？　手続き一つにも煩はん雑ざつなものがあるとすれば、やはり昨日きのうのイヴの脅おどしはそれなりに効果的だったのか。

「ところで九罰くん。そのように教えてくれるということは、君は私たちに協力するスタンスでいいのかな？」

「あ……それは、えっと」

　まだ決めかねている、わけではない。

　多分、九罰の心はほとんど決まっている。自じ問もんを繰り返しつつも、すでに屋や敷しきを警けい戒かいしていたり、羽堂に協力を仰あおいだり、情報をイヴに伝えたり、やっていることは完全にイヴと小こ波なみの護ご衛えいだった。傍はたから見れば、ほとんどディオニュシウスと戦うつもりだと言われても仕方ないだろう。

　だから、だからこそ。

　小波の真しん意いが気になる。行きたくない守ってくれと言われれば、九罰は迷いなくブレードを振るうだろう。治ち療りようしたいと言ってもらえれば、そもそもあの黒くろ医者と戦うことにはならなかった。

　煮えきらない笹ささ崎ざき小波に、苛いら立だちさえ感じもする。

「君は」

「は、はい」

「君は、君が生きるためだから右腕を斬きり落とせと言われたら、一体どうする？」

　猛もう犬けんの悲鳴のような遠とお吠ぼえが、どこかから聞こえた。小波が浴よく槽そうへ入ったのだろうか。鳴き声から察するに、アイムは大分苦く戦せんしているのではないかと思った。

「ど、どうでしょう。右腕なら、もしかしたら仕方ないかなと思うかも」

「ならば、頭部では。例え話だがね、頭部を切せつ除じよすれば病気が治る。首から上を斬きり落とそう、と医い者しやに言われたら？」

　九く罰ばつは答えに窮きゆうす。頭部を無くしては生きていられないでしょう、などと言えばイヴは怒る気がした。いつまでも黙だまっている九罰に対して、イヴはからからと笑いだす。からかって悪かった、などと言っていた。

「小こ波なみとグラシャラボラスは一つなんだよ。別々で考えてはいけない。小波にとっては右足どころではない。共に生きてきたもう一つの頭部、いやもう一人の自分だろうさ。このままでは死ぬから体の半分を斬り落とせと言われて、はいそうですかと応じる愚おろか者が一体どこにいる？」

「それは……確かに」

「そう。答えを出せないからといって責めないでくれ。相そう応おうの理由があるのさ」

　イヴの笑えみ。九罰は従じゆう者しやというより、家族、妹いもうと分ぶんの話を聞いている気分になった。同じ屋や敷しきで同じものを食べ、同じ時間を共にしているのだから、当然といえば当然だったのだが。

「逆に、グラシャラボラスにとっても同じさ」

「えっと……なにが」

「グラシアにとっても、笹ささ崎ざき小波は分かち難い自分の一部。グラシャラボラスといえば、それこそテロリストなどと揶や揄ゆされる破は壊かい活動の象しよう徴ちようたる悪あく魔まだぞ。それが見たまえ、アイムくんはともかく、私などに容易たやすく抑えつけられる。随ずい分ぶん丸い悪魔じゃないか。間違いなく小波と、体も精神も共有しているがゆえに、私に対して攻こう撃げき的になれないのだろうね」

　アイムは、もうわかっていると言った。

　戦うことでなにがしたいのか。今まで九罰は、ルカやブネ、羽は堂どう、アンドラス、様々な敵と戦うことでなにをしてきたのか。

「……そうですよね」

「うん？」

「いえ、なんでも。僕とアイムで、できる限りのこと、してみたいと思います。小波さんのために。小波さんがゆっくり考えられることが、大事だと思いますから。たとえ時間がかかっても」

　そうか、とイヴは笑った。こんな美人の笑顔が見られるなら、それなりに決けつ断だんの意い義ぎはあったのではないか、と思えた。

　今まで、七な罪つみやアイムや、戦うことで守ってきたものはたくさんあった。

　今度だって同じだ。正義のために戦う羽堂ではなく、守るために戦えればそれでいい。それだけなら、アイムの力は十分すぎる。ディオニュシウスの戦い方を思いかえして分ぶん析せきすれば、今度こそあの医い者しやにも勝てるのではないだろうか。

「小こ波なみさんが考えられる時間、僕が守ろうと思います」

「君は守るのが好きだな。私はいつも守られる側だ。よろしく頼む」

　守られるのにこれほど相応ふさわしい人もいないように、九く罰ばつには思える。

　今度は屋や敷しきを守る方だ。アンドラスの代わりに門の警けい戒かいから始めるべきだろうか。二月の終わりの気温は、それなりの寒さをもって凍しみてくるはずだ。もっとも、そんなものはなんの苦にもならないだろうが。

　ふと、視線を感じた。

　キッチンの壁に、あの異い形ぎようの悪あく魔まが埋まっている気がした。いや、アイムがなにも言っていない以上、そんな事は有り得ないのだが。

　気け配はいなき気配は、無む言ごんのうちに、九罰に嫌いやな汗あせをかかせていた。




　夜。

　羽は堂どうは、自分が言った言葉を思いだす。医い者しやは昼の内は休業だと。では夜のうちに来るのか。もちろん可能性はある。だが、羽堂は限りなくそれは低いと思っていた。夜など、闇やみ討うちには絶ぜつ好こうの機会。迅じん速そく果か断だんな人間ならば、迷いなく襲しゆう撃げきする。当然、屋敷のほうでも、夜の襲撃を想そう定ていし、警戒するはずだった。

　イヴの屋敷が見える林の中。金きん髪ぱつの青年は木に登り、気き取どった様よう子すで枝に腰をかけている。ごつごつした樹じゆ木もくの表面を、しかし羽堂は一いつ切さい気にしていなかった。携けい帯たい電話から聞こえてくる部下の声に耳を澄すませている。

　煙草たばこを咥くわえた口で、羽堂はニヤリと笑う。

「…………ああ、ああ、やッぱりか。あー、いーッていーッて。それだけわかりャ十分だァ。亜あ絵え香かはもう戻ッとけェ。それ以上はこッちで確かく認にんする──あン？　おい、我わが儘まま言ッてんじゃねェッての。ウチのルール守れねェなら出てッてもらうぞォ、亜絵香ァ」

　独どく特とくのイントネーションで、羽堂は部下の少女を叱しかりつけた。いささか慌あわてた様よう子すで電話が切られる。最近カラーギャングに加入した部下の少女には、ディオニュシウスが拠きよ点てんとしているらしい病院の監かん視しを命じていたのだが、おそらく彼は今夜は動かないだろう。

　来るとすれば、明日あした。

　深夜の襲撃を警戒し、寝ね不足の九罰たちを狙ねらい、やって来るに違いない。

　風が吹く。二月終しゆう盤ばん、まだ春の気け配はいの感じられない。冷たい風。

「──フォラスかァ」

　相あい棒ぼうたる悪魔は姿すがたを見せない。気配すらも。召しよう喚かん者しやの羽堂ですらどこにいるかはわからない。ぼそぼそとした呟つぶやきが、頭の中に流れこんでくるだけ。所しよ詮せん、イメージによる対たい話わでしかない。

　羽は堂どうはまだ、フォラスの声を聞いたことが無い。

「ああ、わかッてんだろ。手は出さねェ。あのメイドのねーちャんがどッちか決めてくれりャ楽なんだがよォ。そうじャねェなら俺おれの出る幕じャねェや。簡かん単たんな問題じャねェ。悪わる者もの決めつけてはい撃げき退たい、ッてわけにャあいかねェだろォ」

　だが、情報収しゆう集しゆうは続けておく。どちらかの味み方かたはできるように。

　あのディオニュシウスという男は、多た分ぶん九く罰ばつのことなど問題にしていない。彼自じ身しんの戦せん闘とう力りよくはなくとも、聖せい具ぐと悪あく魔まの力で身を固めれば、九罰など容易たやすく撃退できると思っている。そしてそれは、おそらくは真実だろう。

　最悪なのは、彼の目的が、九罰の撃退ではないということ。

　九罰を退しりぞけても、まだ小こ波なみが抵てい抗こうしたら？　意い地じでも連れて行かせないと、上かみ屋や敷しきイヴが立ちはだかったら？　九罰の妹は？　九罰が倒れても、まだまだ最悪の状況が考えられる。誰だれかが邪じや魔まをしても、あの医い者しやは徹てつ底てい的に排はい除じよしようとするだろう。

　小波が動かなければ、イヴを人ひと質じちに？

「オーケーオーケー。そこまでヤツがやッたら俺の出で番ばんだ。そんなもんはもう正義でもなんでもねェ。姉あね御ごに手は出させねェ……が、今はまだ様よう子す見みだなァ」

　彼の正義は振りかざせない。羽堂の考えでは、まだディオニュシウスの側にも理りがあった。特に昨さく晩ばん、イヴの説せつ得とくによって一時撤てつ退たいしたことも大きい。あれでディオニュシウスは、ただの暴ぼう虐ぎやくで動いているのではないと示した。彼なりの矜きよう持じがある。

　信しん念ねんをもつ敵ほど厄やつ介かいなものはない。九罰も今いま頃ごろ、そう痛つう感かんしているだろう。

「さァッて、俺は一体、誰だれの味方をすりャあいいのかねェ？」

　呟つぶやきは、夜や気きに散る。

　相あい棒ぼうの悪魔さえ、自分の一ひと言ことを聞いているのか、わからなかった。
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　一晩を通して、九く罰ばつはアイムと、交代で屋や敷しき内ないを見回っていた。

　九時頃ごろに七な罪つみから電話があった以外は、特とく筆ひつすべきことはなにもなかった。いつディオニュシウスが襲おそってくるかと思うと、熟じゆく睡すいなどできるはずもなく、結果的に深夜の巡じゆん回かいは上う手まく行った。いささか眠いのが難なん点てんではあるが。

　夜や襲しゆうは十分あり得ることと思われたが、夜が明けてみれば寝ね不足の九罰とアイムがいるばかりだった。朝日がまぶしいが、気を抜くことはできない。厳げん戒かい態勢はまだ続けるべきだ。せめて、アンドラスがいてくれたら、と思うのだが。

　アンドラスは客室でずっと休んでいるらしい。イヴはアンドラスにつきっきりだったそうだ。話せるくらいには回復しているらしいが、自じ力りきで立つには至っていないという。全部イヴから聞いた話だ。一いつ昨さく晩ばんの晩ばん餐さん以来、アンドラスの顔は見ていない。

　アンドラスの部屋に入ったら、問もん答どう無む用ようで追いだされそうだし。

「うーあー、ねーむーいーよー」

　アイムが目をこすっている。悪あく魔まのくせに、寝不足で眠くなるのだから訳わけがわからない。九罰としてもいささか眠いのだが、いつディオニュシウスの襲しゆう撃げきがあるかもしれないのに、のんびり眠るわけにもいかない。

「ディオニュシウス……来なかったね」

「アタシたち一晩入れ替えで頑がん張ばったのよー！　来るなら夜襲かけなさいよ戦争の基本でしょー！　あンの黒くろ医い者しやがーっ！　ブエルもブエルよあんな陰気なヤツにヘコヘコしてさあっ！」

「落ち着きなって、アイム……」

「クバツどっちの味み方かたなのよぉー！」

　言うまでもなくアイムの味方でイヴの味方であるのだが。どうも眠ねむ気けのせいでイライラしているらしいアイムには、下へ手たなことを言えばとびかかられそうだった。まんま猫ねこである。

　学校へは行かない、というか行けるはずもない。水みず野の委員長あたりは今いま頃ごろ心配しているだろうなとは思うものの、九罰にはどうすることもできない。今屋敷を空あけるわけにはいかないのだから。

　アイムなら、どこにいようとバステトの力で九罰の元に駆かけつけることが可能だが、九罰はそういう訳にはいかない。この屋敷の中で動いているしかないのだ。

「中庭……んー、クリアーと」

　そんなわけで、昼間から屋敷の中で巡回している二人だった。ブエルは匂においでわかる、とアイムは豪ごう語ごしているが、羽は堂どうのアロマのように誤ご魔ま化かされた例もある。アイムの嗅きゆう覚かくを過か信しんするわけにはいかない。

　ましてや、ディオニュシウスが単たん独どくで来た場合は、全く意味がない。

　ディオニュシウス単たん体たいでも、彼の使う聖せい具ぐは十分な脅きよう威いだ。

　中庭を見渡す渡り廊下から、書しよ庫このある離れへと。そこにつながるのは北側の、どこか寒々しい廊下だった。迷めい路ろというほどではないものの、やはり屋や敷しきの構造は複ふく雑ざつで、九く罰ばつもまだ全ぜん貌ぼうを把は握あくしきっていない。

「呪じゆ術じゆつ的てき、なのかもね」

「え？」

「や、アタシにはわかんないけど？　でもさー、悪あく魔ま召しよう喚かんして、それが成功した屋敷でしょ？　おまけに地下室しつ。この屋敷自じ体たいが、なんか変な感じなのかも？」

「まあ、幽ゆう霊れい屋敷ってくらいだからね」

　アイムがきししと、悪戯いたずらっぽく笑った。イヴが聞いたらどんな顔をするだろうか。案あん外がい喜ぶかもしれない。九罰の勝かつ手てな想そう像ぞうだが。

　大体、背後の気け配はいからして、妙みようなのだから。

　妙なリズムを刻む足音。

　不ふ規則なそれは、中庭を越えた辺りから。

「…………なんかついてきてるね」

「クバツ今いま更さら気付いたのー？」

　とっくに匂においで気付いていたらしいアイムは、八や重え歯ばを隠かくさずに笑う。

　九罰が振り向くと、気配はさっと廊下の角に隠れてしまった。グラシャラボラスの能力がなくても、身を隠すことには長たけているらしい。存そん在ざい感かん溢あふれるイヴの従じゆう者しやとして、アンドラスとはまた別の意味で、影を担になう存在なのだなと思った。

「あー、小こ波なみさん？」

「は、ひゃ、ひゃいっ!?」

　冷たい廊下に声ばかりが響ひびく。返事をしたのだから姿すがたを見せてくれればいいのに、と思う。いや、出会った時のように、悪魔の能力を使っていないだけ、小波は協力的ということか。

　アイムが、親おや指ゆびと人ひと差さし指ゆびを口に含んで、かすれた笛ふえの音ねを奏かなでた。音のほとんどかすれてしまった、下へ手たな口くち笛ぶえ。

「あ、ひゃ、やぁ！」

　混乱した悲鳴。廊下から飛びだしたのは小波──というか、その右足のグラシャラボラス。凶きよう悪あくそうなドーベルマンは、アイムの口笛に反応して彼女の下に馳はせ参さんじたらしい。下手な口笛というより、人間に聞こえづらい音を意い図と的てきに発したらしい。

　小波は、力の強い右足のせいで、強ごう引いんに二人の前に引きずりだされたようなものだった。

「うう……す、、す、すみません……かっ、かく、隠れて見ているつもりだったのですが」

「いや、隠れないでください」

　九く罰ばつが言うと、小こ波なみはますます頭を垂れてしまった。一方、グラシャラボラスは舌したを出してアイムに褒ほめろ褒めろと要求している。イヴは、この人間と悪あく魔まが互いの性格に影えい響きようを与えあってる、という意味のことを言っていたがこの情じよう景けいを見る限りはそうは思えなかった。むしろグラシャラボラスに振りまわされている小波が大変そうだ。

「どうかしましたか。グラシャラボラスが、なにか嗅かぎつけたとか」

「い、いえ。そん、そんなことはないです。この子は、た、たし、確かにいつもより、こわ、怖こわいですけれど、その、だから、それは、昨日きのうからとずっとと言いますか……」

　昨日から緊きん張ちよう状態が続いているということか。もしグラシャラボラスが話すことができれば、ブエルがこの町のどこに潜ひそんでいるかも教えてもらうことは可能だっただろうか。仮か定ていの話に意味はないとしても。

「あの、九罰様さま……その、えっと」

　名前を呼ばれたのは初めてかもしれないな、と思う。様づけはなんともむず痒がゆい。これを自然と受け入れることができる人間を、貴き族ぞくとか上流階かい級きゆうと言うのかもしれない。イヴのように。

「す、す、すみません。その、こんな、ことに。あの、全部、わた、私のせいで」

　声の震えがいつも以上に激しい気がした。九罰はもちろん、この事じ態たいが小波のせいだなどと思っていなかったが、当とう事じ者しやである彼女の葛かつ藤とうは推おして知るべし、というところだろう。

「あの、こ、これなら、その、私が、こ、こく、国こつ教きよう庁ちように、い、行きます」

「小波さん、それは」

「く、くば、九罰様や、い、イヴ様に、これ以上ご迷めい惑わくは……」

　力が抜けそうだった。せっかく戦う覚かく悟ごを決めたというのに、当の本人がこれでは。いや、もちろん、小波なりに事態を解決しようとしているのだろうが、それでも。

　大体、今でも足が震えているのだ。ディオニュシウスを見たら反射的に逃げだすかもしれない。それでなくても、エクソシストに近づけば彼女の右足が拒きよ否ひするだろう。二に重じゆう三さん重じゆうに無む理りな相談である。

「小波さん、心配しなくても。大だい丈じよう夫ぶです、ディオニュシウスとは、戦うわけじゃない。説せつ得とくして帰ってもらうだけですから」

　大おお噓うそだった。小波はもちろん信じてる様よう子すもなく、不安に揺れる瞳ひとみに涙すら浮かべている。そこまで怯おびえるような会話だったか、と九罰も少し呆あきれてしまった。それとも、姿すがたを見せぬ襲しゆう撃げき者しやが怖いのだろうか。だったら彼女の申し出は、かなりの勇気を伴ったものであったということか。

　だが、あまり意味はないだろう。何な故ぜなら。

「で、でも！　でも、私は！」

「あーあーあー！　うっさぁーい！　なぁにが私が国教庁に行きまーす、よ！　あのねぇ、こっちは昨日ぼっこぼこにされておまけにクバツになんもアドバイスできなくていい加か減げん限げん界かいだぁってのよぉー！　誰だれのために徹てつ夜やまでしたと思ってんのさぁ！　その辺アンタが責任とってくれるってーの!?」

「ご、ごめ、なさ」

　ほら見たことか。ただでさえアイムの鬱うつ憤ぷんが溜たまっているだろうに、こんなことを言われてしまえば爆ばく発はつするに決まっている。普ふ段だんからでさえ、頭の中に可か燃ねん性せいのガスが詰まっているかのような悪あく魔まなのだから。

「ったくもぉ。こっちはもうやる気満まん々まんなんだからさぁ。余よ計けいなこと言わないでよねー」

「う、うう、う、ですが、ですが」

「はいはい。そっちの事情なんて知らないんだから。あの黒くろ医い者しやが来たらとにかくもうぶっ潰つぶす！　ていうか燃やす！　それしかないってーの！」

　アイムの言う事にも一いち理りある。もはや小こ波なみとディオニュシウスだけの問題ではないのだ。もっとも、怯おびえた小波にアイムの剣けん幕まくは言い過ぎにも思えたが。

「その辺にしときなよ、アイム」

　アイムの頭を軽く小こ突づく、真ま似ね。アイムはどこか不ふ満まん気げに唸うなっていた。まるで動物である。グラシャラボラスと同じだな、と九く罰ばつは思った。彼女の場合、なんでもいいから燃やしたいだけのようにも思えるのだが。

「でも小波さん。やっぱり、アイムの言う通りですよ。僕も、あの医者には色々と言いたいことがありますから。イヴさんからも、守ってくれと頼まれました。みんな関わっているんですよ」

「………………わた、私は」

「もう少し、考えてみてくれませんか。簡かん単たんに結けつ論ろんを出していいことじゃないと思います。ましてやそんな風ふうに、自己犠ぎ牲せいみたいに言っていいことじゃない」

　小波は俯うつむいた顔で、けれども小さく頷うなずいた。説せつ得とく、なんて言うほど大したものじゃないが、ともあれわかってくれたのは間違いないらしい。

「なんて言ってー、クバツも戦いたいだけでしょ？」

「そんなんじゃないってば」

　ただ静かに九罰は答える。本当に、そんなんじゃないのだ。

　あの過か激げきなディオニュシウスにも、少しだけ考え直してほしい、と思うだけで。もしそれが果たされないのならば、あるいは乱暴な手段もやむを得ないだろう。

　静かに過熱する闘とう争そう心しんは、けれどやっぱり、アイムに似ているのかもしれなかったけれど。

「ああ、そうだ、それと小波さん」

「は、はい？」

「ちょっと確かく認にんしたいことがあるんですけど」

　九罰の申し出に、きっと小波は顔を俯かせるだろう。それも無む理りはないのだが、しかし見ておきたい場所の一つである。九く罰ばつとしては。

「地下室、見せてもらえませんか？」




　黴かびと、鉄と、埃ほこりの臭におい。

　綺き麗れいに整理されていた離れの書しよ庫ことは違う。小こ波なみの案内してくれたその場所は、ずっと人の入りこんでいない廃はい墟きよの匂においがあった。小波と、そして同様に悪あく魔ま憑つきの子供たちが囚とらわれていたという、地下の部屋。石造りの階段を下りた先の重じゆう厚こうな扉とびらは、長い間開あけていなかったらしい。年月の重みがそのまま、扉の重さとなっている気がした。

　それとも。

　この屋や敷しきの禁きん忌きとしての重さだったのだろうか。

「ほ、ほとんど、当時の、まま、です」

「ぅえー？　整理とかしてないわけー？」

「す、すす、すみません。だって、あの、私もそうですし、イヴ様も、あの、あんまりここには、良い思い出、ありませんから。だから」

　それはそうだろう。イヴだって良い気分ではないだろうが、小波に至っては監かん禁きんされていた場所なのだ。できれば二度と開けたくない扉だったに違いない。外にあった錠じよう前まえも、かなり巨きよ大だいな、仰ぎよう々ぎようしいものだったし。

「わ、私はも、戻りますので……あとは、お、お二人で……お、終わったら言ってください……こ、ここは、あけ、開けたままには、できませんから」

「すみません、ありがとうございます」

「き、き、危険なものとかもあるかもしれないので、さ、触らないでください、ね」

　それは無む理りな相談ではないだろうか。「おー」とか呟つぶやきながらずんずんと奥へと進むアイムがいる。太陽届とどかぬ地下の暗くら闇やみだからこそなおさら、アイムの白はく髪はつがその存在感を声こわ高だかに主張していた。

　扉が閉められる。別に施せ錠じようされたわけではないのだが、この息苦しい地下室に閉じこめられた気分になってしまった。

「檻おり……と、手て錠じよう……」

　壁には、大型の檻が前後に積み重ねられている。殺さつ伐ばつとしたペットショップの様よう相そうだ。中にいたのは動物ではなく、狂ったイヴの父親に囚われていた悪魔憑きだったはずだが。

　九罰は進んだ。暗い地下室には檻の他にも、用よう途とのわからない様々なものがあった。ブタを模もした金属の仮か面めんらしきもの。トゲの生はえた椅い子す。天てん井じようを見上げたら、四本の鉤かぎ爪づめみたいなものが見えた。

「拷ごう問もん器具だねー」

「う。やっぱり、そうなの」

「ま、どれもこれも脅おどしの目的。実用品は一割もないんじゃない？　少なくとも血の痕あとも臭においもしないし」

　重い石に囲われた地下室で、無数の牢ろうと拷ごう問もん器具。一体なんの意味があってこんな場所を作ったのか。それを知るおそらく唯ゆい一いつの人物は、今はアイムの代だい償しよとなって燃ねん焼しようしていることだろう。それを哀あわれとは、九く罰ばつも思えないけれど。

「ここにはいない……よね」

「悪あく魔まの匂においは、まあしないかな？　でもどうだろ。ブエル、前にもまして人ひと前まえに出るの嫌いやがってたみたいだし。昔から異い形ぎようの悪魔で名前通とおってたけど、さらに拍はく車しやがかかってる感じがするわよねー。こーいう薄うす暗ぐらいトコ、大好きそう」

　アイムがその辺りの拷問器具を持ち上げた。手て錠じようの内側に金属製せいのトゲが生はえた物で、見ただけで九罰は顔をしかめてしまう。アイムは拷問具にはさしたる関心もないらしく、ちょっと眺ながめたらすぐに放り投げてしまった。

「んで？　クバツ、ここになんの用事？」

「いや……もちろん見回りの意味もあるし、あとは、色々な原因になった場所みたいだから。ちょっと見ておきたいなと思って。ねえ、アイムはどう思う。この場所」

「魔ま女じよ狩がりみたい」

　暗くら闇やみの奥で、アイムがくすくすと笑いだした。こちらに背をむけるアイムの表情は、明かりも入らぬこの地下室からは見えづらい。

「捕らえて？　脅して？　縛しばりつけて？　そして苛か烈れつに責めて？　それは臆おく病びよう者のやることでしょ？　魔女狩りだってそう。ここを作ったイヴのおとーさんもそう。怖こわがってた？　きっとそう。怖がってた。死ぬほど怖かったに決まっている」

「なに……を？」

「悪魔アタシたちを」

　ぐるりとこちらを向いた瞳ひとみは、猫ねこのそれ。闇を吸って輝く、月のような瞳どう孔こう。

　アイムはすぐに微笑ほほえんだ。ぺろりと舌したを出して笑う様よう子すは、やはり猫か。そう、脅かすというなら、たまにこの悪魔はそういう顔をする。凄すご味みと無む邪じや気きさを同居させて見せてくる。

「ま、実際のとこはわかんないけどねー。アタシはそう思うってだけで」

　アイムはその辺にあった、三つ穴の開いた、鉄製のヴァイオリンのような器具を手に取った。それなりに重いものに見えるのに、まるで扱い方を知ってるようにくるくる回す。ヴァイオリンが真まん中なかでぱかりと二つに割れた。次の瞬しゆん間かんには、アイムの首と両手が、ヴァイオリンの穴にあっさりと収まってしまった。

　がちゃり、という鍵かぎの音。

「ありゃ？」

「な、なにしてるの、アイム」

「えー、いやー、あはは、ちょっと冗じよう談だんでつけてみようと思っただけなんだけど……ヤバ、まだ鍵かぎが生きてると思わなかった。どーしよー」

　よくよく見れば、そのヴァイオリンは拘こう束そく具ぐに類するものらしい。

　一番大きな穴に首を通し、その前に二つ直列に並んだ小さな穴に手首を通す。こうすることで、まるでアイムは見えない笛ふえを吹いているようなポーズになってしまった。一体どういう意い図とで使うのか知らないが、見ていてあまりいい気分になるものではない。

　なんというか、顔のまえで両手を組み合わせるアイムの姿し勢せいが、妙みような連れん想そうをさせるというか。

「あうー、どうしよークバツー。鉄製じゃ燃やせないし……」

「悪戯いたずらしてるからだよ……まったく、今いま鍵探さがしてみるから」

「うう……錆さびついてなさいよこの拘束具……」

　とはいえ、暗くら闇やみの中で鍵なんか探せるのだろうか。持っていたライターをつけて、暗闇を照らしてみる。確かに周囲は明るく見渡せるようになったが、代わりに灯あかりの届かない部分は、更さらに更に闇が濃くなったように見えた。

「鍵……ねぇ」

　よくわからない器具を押しのけ（正直あまり触りたくなかったが）鍵を探す。拘束具と拷ごう問もん具ばかりのこの部屋には、鍵なんて山ほどありそうな気がした。おかしな器具を乗り越え探すと、なにやら小さな部品のようなものが落ちていた。やはりそれも鍵に見えた。

「ああ、あった、これかな」

「あ、ホントー？」

「いや、わかんないけど。ちょっと鍵かぎ穴あなに入れてみて……」

　足あし元もとに、妙みような違い和わ感かん。まるで床の一部分を踏んだかのような。慌あわてて足元を確かく認にんしてみると、確かに石いし畳だたみの一部がへこんでいた。嫌いやな予感がする前に、がらららららと何かの音が。

「にゃ、にゃっ!?　にゃうう!?」

　それは、天てん井じようの仕掛けだった。

　凶きよう悪あくに見えた、天井からの鉤かぎ爪づめ。それが急速に下りてきたのだ。間まの悪いことに拘束されたままのアイムは、その鉤爪にほとんどなんの対たい処しよもできなかった。妙な悲鳴をあげて、アイムが鉤爪によって天井に運ばれる。どうやら服が爪の先せん端たんにひっかかったらしい。

　無む論ろん、薄く面積も少ないアイムの服に、耐たい久きゆう性せいなどあるわけもなく。

「ふぎゃっ」

　布の破れる音と、アイムがどすんと落ちる音。

　声から察するに大きなケガはないようだが、それでも心配なことに変わりは無い。慌てて九く罰ばつが灯りを向けると、まず目に飛びこんだのは真まっ白しろい肌はだの色だった。ある意い味み当然で、服が大幅に破れているのだから。

　首と両手を拘束され、半はん裸らのアイムがそこにいた。

「あ、アイム……」

「ふぇー、クバツぅー……」

　涙なみだ目めでそんな声をあげるな、と言いたくなった。

　とにかく上着を着せようと思った。誰だれかの悪意を感じざるをえないほど間まの悪いことの連続だが、この場に七な罪つみがいないことはほとんど唯ゆい一いつの救いだった。今いま頃ごろ七罪は家にいるはずだから。

「あ、クバツ、後ろ……」

　だが、どうやら七罪がいなくても、どうやら天てん罰ばつは下るらしかった。

　アイムの声で振り向けば、暗くら闇やみの奥に鋼こう鉄てつが見えた。積み上げられた諸もろ々もろの拷ごう問もん具ぐから、鉄製の仮か面めんが襲おそいかかってくる。当然避さけられるはずもなく、九く罰ばつの頭には強くその仮面が打ちつけられた。さすが拷問具だけあって、それなりの重量を誇っているようだった。

　結局こうなるのかよ、と九罰は思った。




　門に立つ。門もん番ばんの役目。一いつ介かいの学生には、少々荷にが勝ちすぎるかもしれないけれど。

　本来ならばアンドラスの役目だが、その悪あく魔まは今は戦せん闘とう不能となって、屋や敷しきの自室で休んでいるはずだった。動けないのか、話をすることもできないのか、それすらもよくわからない。イヴはつきっきりで手当てをしているはずだが、詳しく教えてくれない。

　それだけ重じゆう傷しようということなのだろう。あの暗あん殺さつの悪魔が。

　一方、炎ほのおの悪魔はどうだろうと横を向けば、あくびを嚙かみ殺していた。二月の外がい気きは少々寒いはずだが、アイムに近づけばそれなりに熱を感じられるので、暖だん房ぼう代わりにとても丁ちよう度ど良かった。もちろんそんなことを正直に言えば、アイムは土産みやげとばかりに肌はだに強烈な火傷やけどを作ってくれるだろうけど。

　ちなみに、地下室でアイムを拘こう束そくしたヴァイオリンの鍵かぎを持っていたのは、小こ波なみだった。なんでも拷問具の鍵は一いつ括かつして管理しているらしい。そりゃそうだよな、と九罰は思った。いくら放置していたとはいえ、危険なものに対する安全策を忘れるほど、イヴは甘い人間ではない。

　九罰が見つけたものは、拷問具ではなく檻おりのほうの鍵だったようだ。檻はもう使わないから、鍵も放置し放ほう題だい、ということか。

「ってかさー」

　暖房器き具ぐ──もとい、相あい方かたの悪魔が呟つぶやいた。服は破れてしまったので、小波の私し服ふくを借りている。

「門から来るかなぁ？　真ま正面から？　堂々と？　潜せん入にゆう工作はそりゃ医い者しやの本ほん分ぶんじゃないかもしれないけど、ねえ？　さすがにもうちょっとやり方考えるんじゃないのー？　窓から来る、とか？」

　自分で言っておいて、アイムはくすくす笑う。相手がルカならきっとそうするだろう。相手の虚きよをつこうとする襲しゆう撃げき、つまりそれは、襲撃の王おう道どうということ。襲撃されることが事前にわかっていれば、とても読みやすい。

「普通、襲おそうとするならさ」

「うんうん」

「夜に来ると思うんだ。こっちが油ゆ断だんしてるってこともあると思うし。あの真まっ黒くろな服だし。それも常じよう套とう手段っていうか、攻める側にとっては普通のことでしょ。でもディオニュシウスはそれをしなかった。昨日きのうの夜はなにもしてこなかった。きっとそういうヤツなんだ」

　卑ひ怯きようなことが嫌きらい、なんてアンドラスみたいな考えを持っているわけではないだろう。

　ただ、裏をかくことが好きなだけ。夜に来ると警けい戒かいしている人間は、まさか敵が昼に現れるとは思わない。今のアイムと同じように、どこか別の場所から侵しん入にゆうしてくると考える。ディオニュシウス自身も、そう振ふる舞まっておく。そうやって布ふ石せきを打って、最終的には。

「きっと、明るいうちに来る。羽は堂どうが言っていたのは昨日の昼間だし、もう今日きようからは関係ない。正せい々せい堂どう々どうが好きなわけじゃなくて、僕らが警戒してないと思ってる。だからさ、こっちも待ち伏せてやろうよ。昨日一晩の警戒で疲れて、正面の門なんて誰だれもいないだろうと油断してるとこに」

「伏ふく兵へいってわけね！　そういうの大好き！」

　だろうな、と思った。力による戦い方は知ち恵えなくしては成り立たない。両立するアイムは、戦せん術じゆつも戦せん略りやくもよく理解している。アイムの力と頭ず脳のうを頼りにしている身とすれば、この上ない武器だった。

　一通り屋や敷しきは警戒した。ブエルの気け配はいはどこにもない。ならば、ブエルはディオニュシウスと共に来ることだろう。真ま正面から、だ。

「……てかさ、クバツ。アタシあっさり納なつ得とくしちゃったけど、なに、いつの間に習しゆう得とくしたの。そんなの。兵ひよう法ほう書しよでも読んだってわけ？」

「まさか。アイムじゃないし、そんなに勉強熱ねつ心しんなつもりはないよ」

「じゃあどうしたのよ」

　九く罰ばつは答えずにおいた。まさかアイムと戦っていくうちに、敵の出方もある程てい度ど予想がつくようになっただけなのだが。誤ご魔ま化かされたアイムは、不ふ完全燃ねん焼しよう気味な表情。そのうち頭から黒こく煙えんでも立ち上るかもしれない。

「……ま、迎げい撃げきの姿し勢せいはそれでいいや。で？　一体どうやってディオニュシウスをぶっ潰つぶしてやるわけ？」

「気き合あい」

「そこ考えてなきゃダメじゃんクバツ……」

　メスへの対策を問うた時に、根こん性じようと答えたアイムにだけは言われたくなかった。

　悪あく魔まの力を封じるメス。傷をつけられただけで、アイムを沈ちん黙もくさせ、九罰の機き動どう力や思し考こう力を奪うばっていく聖せい具ぐ。触れようとしても、青い光によって阻はばまれてしまうのだから、対たい抗こう策さくなどあるはずもない。

「ディオニュシウスは自在にあの聖せい具ぐ扱える。同どう化かしてたくせに。エクソシストだから？　そんなの理由になるわけないし？　なんか決定的な理由があるはずなんだけど……」

「決定的な理由……」

「クバツは使えなかったけど、あのエクソシストは使えた。同じものなのに。一体どこが違うってーの？」

　つまり、悪あく魔までありながら聖具を扱える方法。

　エクソシストの使う武ぶ器きは、対たい悪魔戦せん用よう。それを悪魔使づかいが用いる。一体どういうことだろうか。あの武器が悪魔使いにも使用できるよう、調整されていた？　そんなバカな。現に九く罰ばつはメスに触れられもしなかった。

　では、別の理由。実はディオニュシウスは悪魔使いではない。

　いや、これもおかしな話だ。だってディオニュシウスが現にブエルと同化している。あの触しよく手しゆや毒どく液えきを一体どうやって説明する？　確かにあの医い者しやは、悪魔と同化していたはずだ。だったら。

　なにかあるのだ。エクソシストと悪魔使い。矛む盾じゆんした要素を一つに落としこむ、妥だ協きよう点が。

「わかんないな……」

「ま、クバツの言うとおり、気き合あいでなんとかしなきゃいけない部分もあるんじゃない。あのオッサンと戦わなきゃいけないのは間違いないっしょ」

「七な罪つみを人ひと質じちにとったりされないよね」

　以前、一度あったことを危き惧ぐして、九罰は聞いた。ディオニュシウスの性格から考えれば有り得なさそうだが、昨日きのうの剣けん幕まくである。利用できるものはなんでも利用しようとする気がした。

「一応、バステトをなっちゃんとこに行かせてるけど。なっちゃん人質にする可能性もゼロじゃないとは思うけどー、んー、でも、あのメイドさん狙ねらうならなっちゃんの重要性は低いと思うし？」

　九罰を直接狙う場合ならともかく、医者の標ひよう的てきが小こ波なみでは、七罪を人質にする意味が無いということか。

　確かに、わざわざ七罪を狙うくらいなら、イヴでも人質にとったほうが有効だろう。九罰と小波、どちらをも脅きよう迫はくできる人質だ。もっとも、そんなことすればアンドラスが黙だまっていまい。這はってでもディオニュシウスを殺そうとする。そんな高リスク、あの堅けん実じつな戦いぶりを誇る男が行うだろうか。

　ローリスクハイリターン。最も効率よく、小波を狙うには、一体どうするだろう。

「あ、誰だれか来た」

　考え事はそれで中ちゆう断だんされた。

　ぼそりとした呟つぶやきに対応して、すぐさまライターを取りだした自分に呆あきれ果てる。自分はどこまで戦い慣れしたのだと、九く罰ばつは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

　やはり来たか、背はい徳とくの黒こく医い。エクソシスト、聖せいディオニュ──。

「シ、ウス……ん？　ありゃ？」

「違う。七な罪つみ……？」

　ひょこひょこ揺れるポニーテールはよく知ったものだった。

　家で待っていろと言ったはずなのに。どうしてここにいる。ドラムバッグを肩からかけた七罪は、息をきらして近づいてくる。相変わらず、屋や敷しきまでの道みち程のりは七罪には辛つらいものだったらしい。

「お説せつ教きよう二時間くらいで良いと思う？　アイム」

「また嫌きらわれるよー」

　またってなんだ。抗こう議ぎしようとしたが、その前に七罪が「兄にいさーん」と手を振ってきた。吞のん気きなものだった。いつ敵が現れるかわからないというのに。

「七罪！　なんで来たのさ！」

　いかにも重い、という様よう子すで七罪がドラムバッグを地に落とした。九罰が試しに抱えてみる。重量と感かん触しよくから察するに、どうも衣い類るいのようだった。

「着替えがないと、兄さんたち困ると思いまして……」

「電話してくれたらアイムにでも取りに行かせたってば」
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　アタシはパシリじゃないぞー、と横のアイムから抗こう議ぎ。しかし九く罰ばつはデュオニュシウスの襲しゆう撃げきに備えねばならない。アイムならば、なにかあれば一いつ瞬しゆんで九罰のところにまで来れるのだから、人選は妥だ当とうのはずだった。

「あの、それなんですが、もう一つ理由があって。実は羽は堂どうさんが」

「羽堂？」

　何な故ぜここで羽堂の名前が出てくる。疑問に思う九罰に、七な罪つみが取りだしたのは煙草たばこの箱。七罪が吸うはずもないから、これは羽堂が七罪に渡したものだと、すぐにわかった。

「羽堂さんが家に来て。これを兄にいさんに渡してほしい、ということだったんですけれど……ちょっと兄さん？　私に隠かくれて煙草なんて吸ってたんですか。前から不ふ良りようだとは思ってましたけど、そんな」

「ちょ、ちょっと待って、誤ご解かいだって。ねえアイム」

「アタシは煙とか好きだけどー？」

　アイムがなんだか見けん当とうはずれなことを言っていた。火に関係するものならなんでもアイムの範はん疇ちゆうなのだろうが、それにしても煙が好きってどういうことだろう。吸いこんだら噎むせそうなのに。

「まぁでもなっちゃん。そんなのこじつけでしょ？　本当はクバツが心配だったくせにー」

「だって。とにかく兄さん、一人だと危なっかしいですから」

「アタシが一いつ緒しよなのにー」

「だからなおさら心配だったんです……」

　半はん眼め。ジト目。なんだか七罪の言う心配が、身の危険以外の意味も含んでいる気がした。七罪が怒るようなことをした覚えはない──小こ波なみを風ふ呂ろに入れるとか、地下室での騒そう動どうとか、そんなことは、九罰が黙だまっていれば良いことだし。

「でも、なんで煙草を？」

「私も聞いたんですけど、羽堂さん、兄さんに渡せばわかる、って……」

　わからなかった。煙草が必要になる覚えなどなかった。

　ただ理由もなく預けるようなものであるはずがない。ましてや、羽堂が、七罪を介かいして九罰に渡したのだ。九罰にとって重要な品であるなら、屋や敷しきに来て直接渡わたせばいい。わざわざ回りくどい真ま似ねをしたその理由。

　羽堂は、自分はどちらの味み方かたでもないと言った。

　だから、直接九罰に味方することではできない。こんな面めん倒どうなやり方しかできない。七罪を介かいしたことはつまり、この煙草が今回の戦いとなにか関係があるということだ。羽堂は、なにかに気付いている。

　渡せばわかると言った。ならば考えるべきだろう。考えればわかるはずだという、羽堂の無む言ごんのメッセージだ。正義という自らの信しん念ねんに縛しばられた羽堂は、本当に大変そうだ、と思う。いや、他ひ人と事ごとではないのだろうか。

「とりあえずクバツ、一本吸すってみたら」

「いや、それはいいかな……」

　多分、そんな理由でもってきたのではないだろうし。なにがとりあえずだ。未み成せい年ねんなのに煙草たばこを勧められても正直困こまる。なにか別の使い道があるはずなのだが。

　煙草に吸う以外の使い道と言われても、なかなか思いつかなかった。

「……あー、ま、煙草のことは後で考えよう。七な罪つみ、持ってきてくれてありがとう。着き替がえも助かるよ」

「いえいえ」

「だから早く帰らないと」

「いえいえ」

　にこにこ顔のまま、七罪は首を振る。いけない、こうなると七罪も結けつ構こう強ごう情じようなのだ。誰だれより九く罰ばつがよくわかっている。ここが戦せん場じようになることは七罪だってわかっているはずなのに。

「イヴさんに怒られるよ。ここは危ないからって」

「構いませんよ。私なんかでも、盾たてくらいにはなれるかもしれません」

「本気で言ってるなら、まず僕から怒るけど？」

　盾は自分の役目だ、なんて言ったらそれこそ七罪が怒りそうだった。

　結局、九罰も七罪も考えていることは一いつ緒しよなのだ。お互いのことが心配なだけ。そこまでわかっているのに、一歩も譲ゆずれない。傍はたから見ているアイムからすれば滑こつ稽けいな光こう景けいだろう。強情ぶりを少しでも揺るがせば、問題は解決するのに。

「いいよ、僕なら大だい丈じよう夫ぶ。今までもそうやって、なんとか切り抜けてきたんだから」




「────ほざくな、負け犬が。今までも自分一人でやってこられたと思うな」




　空気が、変わる。

　淀よどんだ、黒い空気。何な故ぜそう思うのか。おそらくディオニュシウスの纏まとう、煙草の匂においのせいだろう。タールとニコチンを含み、透とう明めいな空気が黒く染そまる。そう、この医い者しやにはやはり、血を塗り固めたがごとき漆しつ黒こくが似に合あう。

　いつの間にか、九罰たちの前に、ディオニュシウスが姿すがたを現していた。

　ここまで山やま道みちを登って来たような疲れも見せずに、初めからそこにいたかのような余よ裕ゆうを見せる。年ねん齢れいを考えれば息切れしてもおかしくない距離のはずだが、この医者にはどうでもいいことだったか。

「どういう意味だよ、ディオニュシウス」

「俺おれが治ち療りようしてやったのは二ふた月つき前だったか？　昨日きのうとて、俺の治療があったからこそ、あそこまで動けたのだろうが。アンドラスから受けた傷はまだ治っていまい。俺おれの包ほう帯たい、まだ使っているのか？」

　嘲あざける医い者しやに、悔くやしいが九く罰ばつは反はん論ろんできなかった。

　ディオニュシウスの包帯は、少し洗ってからそのまま付け替えたのみ。まだ使っている。この包帯も、ただの布ではない。ディオニュシウスの手による呪じゆ具ぐだからこそ、治ち療りよう器き具ぐとしての効果が高い。それがなおさら悔しかった。

「……言いい訳わけのつもりじゃないけど。医者が治療するのは当然じゃないの」

「そのとおりだ、ケガ人が。別に貴き様さまを責めているわけでも、己おのれの手て柄がらと誇りたいわけでもない。貴様は貴様が思っている以上に無む力りよくだし、今まで逆ぎやつ境きようを切り抜けてきたとしても貴様の力だけではない。想そう像ぞう以上に多くの人間に借りを作ってきたと自覚しておけ」

　説せつ教きようを聞きたいわけじゃない。そんなことはどうでもいい。

　羽は堂どうの煙草たばこの代わりに、ライターを取り出す。今度こそ負けない。包帯とガーゼで隠かくした左腕は、大だい丈じよう夫ぶ、変へん色しよくしたままでも言う事を聞いてくれる。ディオニュシウスの無む茶ちやな要求から、小こ波なみの考える時間を守ると決めた。

　ドラムバッグは七な罪つみに返す。そのまま囁ささやくように七罪に。

「七罪、アイツが来た事、イヴさんに知らせて」

　意を得たらしい七罪は、すぐさま走りだした。これで、とりあえず安心。七罪が関わらなければ、ひとまずはそれでいい。

「アイム、いけるよね？」

「待って」

　九罰が期待したのは、即そく座ざに応じてくれる悪あく魔まの声だったのに。

「待って。おかしい。匂においがしないの……ちょっとエクソシスト！　ブエルはどこ！」

「どこだと思う。頭を使ってみたらどうだ、戦うしかできぬ炎ほのおの悪魔が」

「匂い……匂いは」

　アイムが焦あせった表情で首を振り向ける。

　嫌いやな予感がした。デュオニュシウスとブエルが一いつ緒しよに行動していなかった。何な故ぜだ？　九罰と戦うのであれば、同どう化かは必ひつ須すのはず。いかに聖せい具ぐのメスを扱うといっても、それは悪魔と同化した事による運うん動どう能力があってこそ威い力りよくを発はつ揮きするものだ。

　ならば、悪魔と一緒にいないのは。

「ぬかったな、灰の悪魔。ブエルはただの医い師しじゃない。かつて悪魔どもの大たい戦せんで最さい前ぜん線せんの貴様たちを助けた戦せん場じよう医師だ。地下でもいい、山やま奥おくでも、海中だって構わん。患かん者じやがいるのならばどこへでも、どんな形でも現れるぞ、あの奇き形けいなる獅し子しは」

「まさか……屋や敷しき！　ブエル、直接!?」

「時間が惜おしい、と言ったはずだぞガキどもが。潜ひそんでいない。謀はかってもいない。ただ、俺たちはここに来ただけだ。貴き様さまらと戦うつもりなどない。俺おれは笹ささ崎ざき小こ波なみが得られればそれでいい」

　そういうことか。九く罰ばつは歯は嚙がみした。そうだ。初めからディオニュシウスは自分など問題視ししていなかった。彼の目的は笹崎小波。わかっていたはずなのに。

「地下、から……！」

「そうよ今いま更さら気付いたのねでももう遅いのだから残念だったわね炎ほのおの悪あく魔ま？」

　門の奥から、声が。

　異い形ぎようの触しよく手しゆを蠢うごめかせ、プレートに磔はりつけになった女の姿すがた。何なん度ど見ても鳥とり肌はだを誘うその姿。なんというか正直に、屋や敷しきの扉とびらを開けて現れたのには驚いた。屋敷に戻ろうとしていた七な罪つみが、ブエルを前に立ち尽くしている。

　地下を、掘り進んできたのだ。そんな相手にどう対たい処しよしろと言うのだ。

「七罪！」

「大だい丈じよう夫ぶ誰だれにも危き害がいを加えるつもりはないわよだって目的はもう果たしているのだから」

　やはり抑よく揚ようのない声。自分はこの声が苦にが手てかもしれないと九罰は思った。

　触手に絡められるように、笹崎小波の姿があった。意識は既すでにないらしく、眠っている。蛇へびに似た触手の動きは、なるほど確かに、小波を傷つけまいとする動きが感じられるようにも見えた。いや、逆か。気を失っているのだから、乱らん暴ぼうをする理由がない。

「お願いだから動かないでほしいわでないと」

「毒どくの牙きばは速いぞ。そこのメイドを傷つけたくなければ、黙だまってブエルを通すことだ」

「そういうことらしいわよ」

　黒くろ革かわで顔を隠かくした医い療りようの悪魔は、なにを考えているのか読めない。

　触手の蠕ぜん動どうとともに、立てたコインのようだったプレートが横たわる。戯ぎ画が的なライオンが描かれた面おもてが露あらわになった。まるで手しゆ術じゆつ台だいであるかのように、そのプレートの上に笹崎小波が寝かせられる。無む数すうの触手が、その無む機き的なベッドを支えている。

　ブエルは磔になった状態から解放されていた。やはり指や首はあらぬ方向を向いているものの、プレートの傍そばに寄り添って、まるで普通の人間のように立っている。青白い肌はだが黒革に包まれている。その巻き付いた黒革の形状が、なんだか看かん護ご服ふくのように見えた。

　そのまま、プレートが動きだす。ブエルも不ふ自然に首を曲げて、でも、磔の時よりいささか人間らしいようにも。医い者しやの悪魔らしくないと思っていたが、異形の手術台と、人間体たいに分ぶん離りしたブエルを見て、ようやくその本ほん質しつを理解した気がした。この触手とプレート、そして人間の女性に似た人ひと型がたで構成されている全体が、一つのギミック。

　治ち療りように必要なものが凝こり固まったシステムそのもの。それがブエル。

「よし、それでいいぞ異形が。俺おれもとっとと退たい散さんしたい。追つい撃げきはするなよガキども」

「…………クバツ」

　アイムが不安そうな目をうつろわせる。動けば小こ波なみが危ない、ということはアイムもわかっている。九く罰ばつだって、なにかできるはずもなかった。悔くやしいけれど。

　触しよく手しゆが這はって、プレートが移動する。屋や敷しきの扉とびらから、九罰たちのいる門まで。ゆっくりと触手が蠕動する。台だい座ざに寝かせられている小波を助けられないかと思ったが、彼女の腕や足に絡みついている触手が手て錠じようかなにかのようで、強きよう襲しゆうから救きゆう出しゆつするというプランは難しそうだ。

　ならば、どうする。どうすれば。

「やっぱり納なつ得とくがいかないわね」

　ぴたりと。

　ブエルの動きが止まった。九罰の、目の前で。

「おい、どうした悪あく魔まが！　なぜ止まる！」

「このやり方は私の流りゆう儀ぎではないと言っているのよディオニュシウス？　相手がせっかく私たちに備えているうちにこそこそと患かん者じやを奪うばい取っていくなんて医い者しやのすることではないはずよ」

　仲間、割れ？

　九罰が呆ぼう然ぜんとしているうちに、織りあげられた触手が小波を抱き上げて、九罰へと渡してきた。彼女を急いで受け取ると、触手とプレートの複ふく合ごう体たいはするすると召しよう喚かん者しやの元へと戻っていく。看かん護ご服ふくのブエルも、そのプレートに乗って移動する。

「ぶ、ブエル……？」

「どういうつもりだ神の敵がァッ！」

「叫ばないでほしいわねディオニュシウスそんな態度では貴方あなたの知ち性せいの程てい度どが知れてしまうというものよ」

　怒れるディオニュシウスなど意に介かいさない、といった態度のブエルだった。

　九罰は小波の名を呼ぶが、返答はない。ブエルが医者ということを考えれば、なんらかの薬やく物ぶつを使用したというのは十分考かんがえられる話だった。右足のグラシャラボラスもぐったりしている。

　小波を抱きかかえたまま、九罰は動けなかった。助けてくれたのか？　いや。それは。

「兄にいさん、小波さんを……」

「相手が炎ほのおの悪魔だっていうことを忘れているのね？　戦せん闘とうを旨むねとする彼女から逃げ回ってしまえばどういう結果になると思う国こつ教きよう庁ちように火をつけられるくらいで済めばいいのだけれどね？」

　状況が読めず焦あせる九罰とは違って、ブエルは怖こわいほど冷静だった。白はく髪はつの悪魔は、そんな同どう胞ほうを底の知れない瞳ひとみで睨にらみつけている。

　小波を返してくれたからといって、ブエルは決して味み方かたではない。

「せっかく戦うつもりだったお熱いお熱いコンビが納なつ得とくしてはくれないと思うのよ」

「貴き様さま……それでは話が」

「きちんと患かん者じやの周囲の人間の同どう意いを得ておかないとね？　猛もう毒どくによって地を這はった屈くつ辱じよくの同意でもそれは間違いなく必要なものだから」

　くるりと、プレートがこちらに向いて回る。再び磔たつ刑けいを受けた女性の姿すがたに戻ったブエルは、こちらを向いてくすくすと笑った。理由はわからないが、どうも九く罰ばつはあの医い療りようの悪あく魔まに気に入られてはいないらしかった。

「七な罪つみ。重いよ。気を付けて」

「そんなに気を付けなくても結けつ構こうよどうせ貴方あなた達が負けてしまえばその患者を守る人間はいなくなってしまうのだから」

　人間と悪魔、二種の重じゆう量りようをあわせもつ笹ささ崎ざき小こ波なみを、七罪に託たくす。彼女には少々荷にが重いかもしれない。だが、おそらくはディオニュシウスもブエルも、九罰を屈くつ服ぷくさせるまでは彼女らに手を出すようなことはしないだろうと考えた。

「ふざけおって、自分のことしか頭にない連れん中ちゆうどもめが」

　いかにも苦にが々にがしげに、ディオニュシウスが顔の皺しわをまして呻うめいた。

「遠とお野の九罰！　俺おれが間違ったことを言ったか！　遠からず死ぬ娘むすめに治ち療りようを施ほどこす。一体どこに貴様を怒らせる要よう因いんがある!?　至し極ごく真まっ当とうなこの論ろん理りに、貴様は剣を突き立てることができるのか！」

「アンタの言ってることは、間違ってないと思うよ」

　医療の悪魔のお膳ぜん立だて。

　ブエルにどういう意い図とがあるのかはともかく、九罰にチャンスが与えられたのは間違いない。向こうはこのチャンスを生かすだなんて、思ってはいないだろうが。握ったライターの慣れた感かん触しよく。

「でもやり方は間違いだ。少なくとも僕はそう思う」

「世せ間けん知らずの若わか造ぞうが言いそうなセリフだな、愚おろか者ものが。過か程ていも結果も清せい廉れん潔けつ白ぱくでなければ気が済まんのか。貴様のそれは理り想そう論ろんですらない。嫌きらいなものを嫌いと遠ざける、ただの潔けつ癖ぺき症しようだ」

　言いたい放ほう題だいだった。それでいい。小波には説せつ得とくと言ったけれど、その実、このエクソシストと戦わなければいけないのだと、九罰自じ身しんが一番よくわかっていたのだから。

「ちょっとブエル。余よ計けいなおせっかいならむしろ迷めい惑わくなんだけど？」

「そんなつもりはないわ私は貴女あなたが怖こわいのよ炎ほのおの悪魔わずかな火ひの粉こだってかぶりたくなくてだからそのための煤すす払はらいと言ったところかしらね貴女を叩たたき潰つぶせば余計な怒りを買わなくてすむかと思って」

「なぁッ!?　い、医い者しや風ふ情ぜいが調子に乗って……！」

　明らかな挑ちよう発はつに、それでも乗ってしまうアイム。怒りを買わなくてすむどころか余計な怒りまで自らかぶっているかのようなブエルの態度だったが、アイムには効果的だったようだ。

「そう怒って怒って炎ほのおの悪あく魔まそちらのほうが楽しいわ私が」

「アンタ……なにが目的なんだよ？」

「別にさっきも言ったでしょう厄やつ介かいなものは早めに潰つぶしておくに限るというだけのことよあのやり方では貴方あなた達と戦えないつまり不ふ穏おん分ぶん子しを排はい除じよしておくことができない」

　触しよく手しゆに囲まれたプレートがぐらりと傾かしぐ。折れた百ゆ合りのごとく、有り得ない方向にあるブエルの顔が、少しだけ微笑ほほえんだ。そんな気がした。黒くろ革かわで顔は見えなかったけれど。

「あー、もう！　こっちはもうピリピリしてんのよ！　やるならとっととやるわよクバツ！」

「……ま、そうだね。せっかくのチャンスだからね」

　ライターは最初から二本。構えた形で相あい対たいする。ディオニュシウスも、すでに注ちゆう射しや器きを取りだしていた。グロテスクな色しき彩さいの薬やく液えきが中に詰まっている。

「止やむを得まいな、不満だが。本ほん職しよくエクソシストの真ま似ね事ごとでもしてみよう。教きよう皇こうへの土産みやげ話くらいにはなるかもしれん」

「は。自分が病院のお世せ話わにならないように、気を付けなよ」

　ディオニュシウスは答えなかった。ただ額ひたいの皺しわを、更さらに深く深く刻んだだけだった。




　短たん期き決けつ戦せん。

　毒どくもメスも脅きよう威いだ。それは素直に認める。だが同じくらい、ディオニュシウスの弱点ははっきりしている。劣れつ悪あくな身しん体たい能力。今まで戦った誰だれよりも、黒くろ医い者しや自身の動きが鈍い。

　つまるところ。

『こっちが弱くさせられる前に、弱いオッサンを叩たたいてしまえばオッケーってことー！　あンの舐なめた口きいた毒どく舌ぜつコンビに灼しやく熱ねつの鉄てつ鎚ついよ！　クバツいっけぇぇぇええ！』

　いつになくテンションが高い。その理由もわかる。単にブエルの挑ちよう発はつに怒っているというだけではない。おそらくメスによって、自分の意識を奪うばわれてしまわないように、わざとこんな態度に出ているのだ。

　過か熱ねつする心と同居させた、どこか冷静な視し点てん。

　白はく髪はつをなびかせ、九く罰ばつは突とつ撃げきする。メスは、触手は。予想外がいの方向からの攻こう撃げきがこの医者の得意技わざだ。だが逆にいえば、それらの飛び道具さえ気を付けてしまえば、ディオニュシウス自身の能力はたかがしれている。悪魔と同どう化かしたといったところで。

「再さい戦せんを受けてやったのは」

　だが。

　盤ばん石じやく。その言葉が似に合あう。そんな医者のたたずまい。

　右の顔面に傷きず痕あとのように、紫むらさきの血管を走らせて、医者は無む表情で笑う。

「無む論ろん、勝しよう算さんがあったがゆえ。布ふ石せきというのはどこにでも張っておくものだ。そうだろう、ガキが」

　伸ばした腕、黒こく衣いの袖そでから、異い形ぎようの触しよく手しゆが溢あふれだす。

　低い位置から、九く罰ばつを目指して地を走る触手。剣で切るにはいささかやりにくい高さ。地面すれすれを滑すべる触手は、確かに目のない蛇へびのよう。

　疾しつ走そうしながら、九罰が熱ねつ剣けんを投げつけた。蛇のごとき触手を地面に縫ぬいつけていく。耳に聞こえるのはアイムの指し示じ。作りだすと同時に投とう擲てきする高こう熱ねつブレード。九罰はジャグリングのように操あやつっていく。

「む──」

「逃げられないっての！」

　ディオニュシウスは後こう退たいしない、いや、できない。地面に縫いとめられた触手がディオニュシウスの動きを拘こう束そくする。そこまで狙ねらった九罰らの攻こう撃げきに、黒の医い者しやの顔が歪ゆがんだ。

　一いち撃げき必ひつ殺さつ。

　遮さえぎるものなく、その心しん臓ぞうまで。握った灼熱の剣を届かせる。

「だから、貴き様さまは」

　ディオニュシウスは。

　反はん撃げきの様よう子すも見せない。ただ立ち尽くす。だがそれこそが、ディオニュシウスの反撃だった。

「理り想そう論ろんですらないと言ったのだ、愚おろか者ものが」

　心臓。

　九罰の胸の奥。身体からだの中心。同どう化かして熱いその箇か所しよが、摑つかまれた。

「が…………っ!?」

『クバツ!?』

　ぎゅうっと、胸を締め上げる感覚に、寒さむ気けすら。

　足取りが乱れ、視し界かいがぐらついた。身しん体たい機き構こうの中心に激げき痛つうが走れば、それは当然、戦うどころではなくて。

「な、なん……っ！」

「ガラ空あきだ」

　横に、ディオニュシウスが立っていた。

　腕を振るう。袖そでから現れた触手ごと。鱗うろこに包まれた触手は鞭むちのようにしなり、九罰の脇わき腹ばらに食らいついた。丸まる太たで殴おう打だされたような衝しよう撃げきとともに、九罰の視界が一いつ瞬しゆん暗あん転てんする。

　剣で縫いとめていたはずなのに、どうして。その答えは触手とともにびちゃびちゃと飛び散る紫むらさき色いろの体たい液えきだった。強ごう引いんに、触手が傷つくこともいとわずに、ディオニュシウスは触手を引き抜いたのだ。

　では。九罰の心臓を襲おそった、不ふ可か解かいな激痛は。

「毒どくを忍しのばせた。まだ気付いていないのか、戦せん士しのくせに」

「な……は」

「昨さく晩ばん、ブエルに嚙かませただろう。もう全身に回っている頃ころ合あいだ。変へん色しよくしたのは左腕だけでも、全身に回った毒どく素そが貴き様さまの体に負ふ担たんをかけている。これは医い者しやの忠ちゆう告こくだがな、急きゆう激げきな運動はやめたほうがいい。肺はいや心しん臓ぞうを潰つぶしたくなければな」

　そう言いながら、ディオニュシウスは倒れた九く罰ばつを踏みつけた。肋ろつ骨こつの中心、心臓近ちかくを。嘔おう吐とするような妙みような声が漏もれた。内から外から、心臓を襲おそう激げき痛つうが九罰の感覚をゆがませる。

『ク……クバツ……』

「この程てい度どか、再さい戦せんを望んだ男が。いや、いい。ブエルがやりたがったことだ。俺おれはこうなると思っていたから、わざわざ卑ひ怯きようなやり方を選んでやったのにな。貴様が気にすることはない。内側からの猛もう毒どくはどうにもできん。そうだ、後で血けつ清せいをやろう。もちろん有料だがな」

　余よ裕ゆうのつもりか、いつの間にかディオニュシウスが煙草たばこを咥くわえていた。嚙かみつぶすような吸い方で吐く煙。チャンスと思って重い足を跳ねのけようとしたが、ディオニュシウスは逆に踵かかとで突き刺すように鳩尾みぞおちを攻こう撃げきしてきた。

「ぐあぁぁあっ!?」

「煙草を楽しむ時間くらいくれないか」

　触しよく手しゆがうねうねと蠢うごめいた。黒こく衣いの下から這はいだすそれら。どうにかしなくては。内側からの突き刺すような痛みを耐える。医者の風ふう貌ぼうの醜しゆう悪あくさに、九罰は顔をゆがめた。

「大体、部ぶ外がい者の貴様になんの関係がある。俺の前に出てきても無む駄だに寿じゆ命みようを縮めるだけだ。もっと慎しん重ちように生きたらどうだ？　命を欲す悪あく魔まを呼びだしているんだ。臆おく病びように慎重に惨みじめに卑ひ屈くつに生きるくらいでないと、長生きはできないぞ」

　紫むらさきの線が走る顔が、不快だと九罰は思った。

（アイム……いける？　チャンスは一回だから……）

「貴様は結局、悪魔に食い物にされているだけだ、クズが。それに気付けないくせに、俺の前に立つなど言ごん語ご道どう断だんだろうが。さっさと消え去ってしまえばいいものを。調子に乗ってなんでもかんでも首を突っこんでいるから、こういうことになる」

『大だい丈じよう夫ぶ。アタシはいける。クバツは平へい気き、動ける？』

　煙草の先せん端たん。真しん紅くの灯あかりが点ついている。九罰は痛い心臓を踏みつけられながらも、まだこの窮きゆう地ちを脱する方法を考えていた。毒は、止やむを得まい。もはや血管内ないに忍しのび込んだ毒をどうこうする術すべは、九罰にはない。それはいい。痛い心臓なら、歯を食いしばれば耐えることができる。

　耐えられないのは、踏みつけられる靴くつの重さだ。ちりちりと燃える煙草の先端を、九罰は睨にらみつけていた。

「もう眠れ。自分の身体からだ、壊こわしたくなければな」

『そこ、そう、今ぁッ！』

　たとえそれがどこだろうとも、火があれば、それはアイムの領りよう分ぶん。

　ディオニュシウスの煙草たばこの先せん端たんが、いきなり燃え上がることも。そんなことはアイムにとっては、容易たやすいことだから。

「ぬ、う──っ!?」

「アイム、ナイス！」

　九く罰ばつは、その機に乗じた。

　黒こく衣いから張りだした触しよく手しゆを摑つかむ。今はまだ、メスによる攻こう撃げきを受けてはいない。九罰の力は、ディオニュシウスに勝るはずだ。そう、体内を走る毒どくのことさえ考えなければ。

　渾こん身しんの力で、その触手を引き倒した。

「ぬ、ううっ!?」

『クバツ!?　ちょ、待って、無む理りしないで！』

　嫌いやな汗あせが全身を濡ぬらす。それでもいい。自分の触手に引きずられて、ディオニュシウスの足が九罰から外された。ようやく軽くなった身体からだをもって、九罰は倒れたディオニュシウスの代わりに立ち上がる。

「煙草は楽しめたかよ、ディオニュシウス！」

　閃ひらめく右手に、高こう熱ねつのブレード。

　咄とつ嗟さの防ぼう御ぎよは、触手を織り重ねることによって。放った斬ざん線せんが切り裂さいた触手は、紫むらさきの毒どく液えきを撒まき散らして沈ちん黙もくする。生憎あいにくと、ディオニュシウスの本体にダメージを与えることはできなかった。

　紫の毒は、ブレードの高熱で蒸じよう発はつする。液体を気体に変える、心地ここち良い音が響ひびいた。

「やってくれる……！」

「まだまだ行くさ。反はん撃げきはこれくらいじゃないっての！」

　これでようやく、されるがままの状態から脱した。

　黒衣の下から溢あふれだす触手。上下左右から、牙きば持つ触手が毒液を注ちゆう入にゆうしようと口を開く。が、遅い。二本の剣が繰り出す連れん撃げきは九罰の得意とするところだ。既すでに詰めた間ま合あいを更さらに詰めて、九罰は触手を切り裂いていく。

　崩くずれた体勢でも、触手を繰り出せるディオニュシウスはさすがだ。だがやはり、スピードもパワーも九罰には敵かなわない。年ねん齢れい差がそのまま戦せん闘とう力の差だとばかりに、九罰は剣をディオニュシウスへと届かせようと。

「敗北からなにも学ばんな、愚おろか者もの、がッ！」

　触手に紛まぎれて、ディオニュシウスが投げ放つのは、銀の閃せん光こう。

　悪あく魔まを封ふう印いんするメス。だがしかし、今度こそ九罰は見み逃のがさなかった。視し界かいに捉とらえていれば、かわすのは難しくない。身体をひねって、放たれた三本のメスを空から振ぶりさせる。そうなればもはや、ディオニュシウスに届く剣を遮さえぎるものはなにもない。

「もう終わりだ、大人おとなしく──」

「後ろだ」

　けれど、ディオニュシウスは冷たく言い放った。

　ぎゃん、という犬のような悲鳴。脳のう髄ずいに直接響ひびいた、アイムの悲鳴。振りかざした剣が空中で止まる。刺された？　でもいつ？　背中にじんわりと広がる痛みが教えてくれた。

　振りむけば。

　切り落としたはずの触しよく手しゆが、器き用ようにその口にメスを咥くわえ、九く罰ばつの背に突き刺していた。

『がっ……じょ、冗じよう談だんでしょ……』

「は……っ、気き色しよく、悪い！」

　紫むらさきの液体にまみれた触手を、メスごと払い落とす。九罰のかわしたメスを、触手が拾い上げ突き刺したのか。先せん端たんの顎がく部ぶでメスを挟めば、もちろんそんなことも容よう易いだろうが──。

「アイム大だい丈じよう夫ぶ!?」

『そう、何度も意識もってかれてたまるかって──ッ!?　クバツ、前ぇっ！』

「っ！」

　眼がん前ぜんに一いつ挙きよに迫る、黒い影。

　右手にはメスを。左手からは触手を。行動の封ふう殺さつにおいてのみ特とつ化かした医い師しは、二に重じゆうの技でもって九罰を狙ねらう。小さなメスがさくりさくりと、九罰の身体からだに傷をつけていく。ダメージはないに等しくても、攻こう撃げきの度たびにあがるアイムの悲鳴が痛い。

　目に見えて鈍る九罰の動き。相そう対たい的に、ますます加速するディオニュシウス。

『う！　ああ、う……！』

「貴き様さまらでは無む理りだ三流が。まだまだ子供。どうにもならぬことはある。貴様の言い分、わからんでもない。が、だからどうした？　無理でも道どう理りでも、それを押し通そうとするならそれなりの力がいる。大人おとなしくしておけば痛い目も見ないものを」

　メスが左さ腿たい部に突き刺さる。小ぶりな刃やいばは物理的なダメージを与えるより、九罰の身体の自由を奪うばう。左足が消失したかのような感覚にとらわれ、九罰はついに膝ひざをついた。立っていられなかった。

「もう立てまい、当然だが」

「ふざけるな……！　まだ、まだ僕は……！」

「だから、無理だ。足が無くて立てるのか？　腕がなくて剣が振るえるか。戦せん闘とうとは大だい胆たんにして繊せん細さいな、技術の集しゆう結けつだ。だから人の身体は特定箇か所しよさえ封じればすぐに戦えなくなる。まあ、格かく闘とう技ぎも武ぶ器き術じゆつも学んだことなく、悪あく魔まの技で戦闘技ぎ術じゆつを得た貴様には、もしかしたら理解しがたいことなのかもしれんがな」

　アイムの声はもはやか細い。心しん中ちゆうで呼びかけても返答はない。七な罪つみのことも気になるが、視線をディオニュシウスから逸そらせない。人じん体たいを知り尽くした医い者しやなら、その無む力りよく化かも容易たやすい。

　強きよう敵てきだから。

「何な故ぜそこまで気を張る、若わか造ぞうが」

「あ……？」

「いずれ死ぬぞ。医い者しやだからこそよくわかる。貴き様さまらはいずれ死ぬ。大してなにもできぬまま。意い地じになるな。諦あきらめろ。勝てぬ相手に向かっていっても、寿じゆ命みようを縮めるだけだ」

　笑わせる話だ、と九く罰ばつは思った。

　諦めろって。じゃあお前こそさっさと諦めればいいのに。なにを意地になって、こんな乱らん暴ぼうなやり方でさえもって治ち療りようにこだわるんだ。なにもできないままでいたくないのは、アンタ自身じゃないか。

「じゃあなんでアンタは、戦うのさ。ディオニュシウス」

「医者だからだ」

「どうせ死ぬんだろ。大してなにもできないんだろ。それはアンタも同じだ。医者がなにしたって、死ぬ時は死ぬんじゃないの。言ってること訳わけわかんないよ。お前」

「そうだ。結局、俺おれはなにもできなかった。なにもできぬまま死んだ。医者として死を超ちよう越えつしたいとバカな幻げん想そうを抱いたままな。笑うが良い小こ僧ぞう、これ以上の反はん面めん教師はないぞ。悪あく魔まに手を出して、俺はこうして死体となった」

　濁にごった瞳ひとみで。

　ディオニュシウスは九罰を見た。九罰はその白はく濁だくに映っていない。煙草たばこを咥くわえる男の姿すがたは、真冬でありながら蜃しん気き楼ろうのようだと九罰は思った。

「……死んだ？」

「本来ならとうに死んでいる身体からだだ。悪魔の医い術じゆつ、ブエルの技でどうにか生き永らえている。くくく、百を超えた身体がまだ四十の若さだ。聖せいディオニュシウスという生き物は、本来なら死ななければいけないものが、悪魔の力を借りて生き永らえているリビングデッドだ。悪魔に頼るとこういうことになる、わかりやすい末まつ路ろだぞ。笑えガキが」

　白濁の瞳の理由が、ようやくわかった。

「だが、まだ至らない。まだ届かない。医術の極きわみ、死の排はい除じよ。神をも恐れぬ理想を掲かかげ、全すべての病やまいを治療するとうそぶいても、未いまだ悪魔憑つきすら治せない。結局、そのためにだらだらと限界を延えん命めいし、狭間はざまを彷徨さまよい続けるジャック・オ・ランタン。それが俺だ。こうなる前に諦めろ。様々なことをな」

　諭さとしているのか。

　九罰は、呆ぼう然ぜんと、自ら死体だと告げるディオニュシウスを見た。神をも恐れぬと言った。自分のやっていることが過か激げきだと理解しているのか。諦められないからこうなった、とでも言いたいのだろうか。

『うぅ……クバツ……？　ちょっと、聞こえてる……？』

　大だい丈じよう夫ぶだよ、と答えた。ディオニュシウスは、二本目の煙草たばこを咥くわえ始めた。九く罰ばつの反はん撃げきは有り得ないと考えているらしい。当然だ。酔よったように足の力が抜けてしまった状態で、九罰があの黒くろ医い者しやに対たい抗こうできるわけがない。

　腿ももに刺さった。忌いま々いましいメスに触れようとした。無む論ろん、弾はじかれた。青い光が弾ける。この青い光。神の光？　何な故ぜ。ディオニュシウスは軽々と用いているのに。どうして九罰には触れられない。

　諦あきらめられる、わけがない。

　考えろ。答えがわかりやすく用意されているわけじゃない。打だ開かい策さくは？　そうそう簡かん単たんに見つかるものか。だったら、力ちから技わざでも搦からめ手でもどちらでもいい。この状況を切り抜けるために。できる最大のことは。

　九罰は、そこではたと止まった。

　ならば、勝つ方法は。多た彩さいな技を繰りだすディオニュシウスの、一体どこから攻こう略りやくしていけば？　そうだ。エクソシストであり悪あく魔ま使づかいであるディオニュシウスの、一体どこを攻めればいい？

　わかった、気がした。打開策が。

「そこまでする理由が貴き様さまにはないはずだ。そうだろう、部ぶ外がい者しやが？」

「僕の友達はさ」

　彼は、そうだ。いつだって、らしい。

　九罰は煙草を取りだした。格かつ好こうつけてみたくなった。羽は堂どうから渡された煙草を一本、口に含む。火は勝かつ手てに点ついた。アイムが気をきかせてくれたらしい。

「アイツは、正義とか言って、いつだって諦めないんだ。目標高たかすぎるくらいなのに全ぜん然ぜん諦めなくて──げほ、えほっ！」

　慣れない煙を吸いこんで、九罰は噎むせた。涙なみだ目めになって煙を吐きだす。そんな九罰の奇き行こうを、ディオニュシウスは不ふ思し議ぎそうな目で見ていた。なにをしているのかという表情。

　なにをしてるのか、知っているくせに。

「はっ……だからさ、どうせ死ぬとか、なにもできないとか、関係ないんだ。笑わせんなよ、お前ぶっ飛ばしてごめんなさいって言わせれば、解決することだってあるんだよ。そうだろ、ディオニュシウス。なあ！」

「…………」

「僕だって誰だれかを守ることを、諦めたくないんだよ！」

　煙をまとわせながら。

　九罰は腿に突き刺さったメスを、一気に引き抜いた。アイムの歓かん声せい。ディオニュシウスは吼ほえた。

「貴様……まさか、煙を……！」

「もうタネはわかってるんだ！　ディオニュシウス！」

　脱だつ力りよく感かんが消える。四し肢しに力をこめて、九く罰ばつは飛びかかる。

　ディオニュシウスは背後に下がる。同時に触しよく手しゆを織り重ねた壁を作りだすが、それは。

「随ずい分ぶんと……舐なめたまねをしてくれるなガキがぁ！」

　壁となった触手を、九罰は一気に斬きり崩くずす。この触手は厄やつ介かいだ。切っても、召しよう喚かん者しやの意志で独立して動いてしまう。だから。

「アイム！」

「よっしゃあアタシもぜっこぉーちょーうっ！　うっざいのは燃えろぉー！」

　全すべて燃やす。炎ほのおの悪あく魔まが触手を焦こがし、煙を燃やして炭たん化かさせた。これで背後からの不ふ意い打うちの心配もない。そのまま進めば。

「ぐっ!?」

　それでも。

　まだ毒どくは効いている。瞬しゆん発ぱつ力りよくに任せた突とつ撃げきは、九罰の身体からだに負ふ担たんをかける。見えないディオニュシウスの腕が、九罰の心しん臓ぞうを鷲わし摑づかみにした。歯を食いしばって耐えている内に、黒の医い者しやは距離をとってしまう。メスは封じても、毒はまだ九罰の中で生きていた。

「何な故ぜ、わかった、未み熟じゆく者が。どうして貴様が」

　触手をうねらせ、ディオニュシウスは警けい戒かいする。さっきは絶ぜつ好こうのチャンスだったのに、心臓の痛みでそのチャンスをものにできなかった。けれど、メスはもう、意味をなさなくなっている。何故なら。

「お前、自分で言ったことも忘れたのかよ。煙は、魔ま性しようの者が嫌きらう要素の一つだって。魔ま除よけ、つまり、魔の匂においを消すんだ。言っただろ、諦あきらめないその友達はさ、アロマオイルを使って似たようなことしてたんだ。煙草たばこの匂いで悪魔の気け配はいをかき消して、聖せい具ぐを誤ご魔ま化かしてたんだろ」

　匂い──それが、人間のいう嗅きゆう覚かくと同じかはわからないが。

　悪魔の力を、煙草の煙と匂いでかき消す。聖具が悪魔の力を跳ねのけるのならば、その力を消したように見せることでメスは扱うことができる。だったら、九罰も煙草を吸えばいいだけの話。

　暖かい煙が肺はいに流れ込んできた。どこかすっきりした気分。だけど、九罰はできればもう吸いたくはなかった。

「俺おれの煙草は特別製せいのはずなんだがな。煙に微び量りようのハーブや薬やく草そうを混ぜこんでいる。その調ちよう合ごう法ほうは悪魔の秘ひ伝でんだぞ。医い者しやたるブエルにしかできない業わざだというのに。そんなものを持っているはずが……」

「薬草はフォラスのほうが詳しかったりするんじゃないの」

　ディオニュシウスが、眉み間けんにしわを寄せていた。羽は堂どうの悪魔にして、応急治ち療りようや薬草に詳しいフォラスのことを失しつ念ねんしていたらしい。それも有りうる話だ。この場にいない敵を警けい戒かいしても仕方がない。

　逆に言うなら、そこにつけこむことができた。

「なるほど？　よかろう、もうメスは使えんな」

「さっきのアンタじゃないけどさ、さっさと諦あきらめたらどうなのさ。もう武ぶ器きはないんだろ」

「甘く見るなガキが。どうせ使い慣れぬ武器だ。それよりも五十年以い上じよう使ってきた、この触しよく手しゆと毒どくのほうがよほどやりやすい。聖せい具ぐをゴミにしたくらいで調子に乗るなよ」

　五十年。

　それだけの間、ブエルと戦ってきたということか。悪あく魔まに支払った代だい償しようは一体なんなのだろう。九く罰ばつは無む理りだ。多分、アイムとのリミットはもっともっと早く来るはずだ。ディオニュシウスは一体なにを失った？

「年を取るといかんな。あまり長く生き過ぎると、ガキに退たい行こうするようだ。あるいは貴き様さまに当てられたか。大人おとな気げもなく、叩たたき潰つぶしてやりたくなったよ、遠とお野の九罰」

「はは。いや、僕も敬けい老ろう精神に充みち溢あふれてたつもりなんだけどさ。アンタは例れい外がいだよね。あっついの、覚かく悟ごしてもらうよディオニュシウス」

「ぬかせ」

　これで、悪魔使づかい同どう士しの戦いだ。

　厄やつ介かいなエクソシストの部分は封じた。あとは触しよく手しゆと、既すでに九罰の内部に忍しのばせた毒。これをどう潰つぶしていくか。羽は堂どうももう手を貸してはくれまい。今、九罰がくわえた煙草たばこだけで、破は格かくの手助けだ。

『憤ふん怒ぬは大たい罪ざいが一。アラストル様の司つかさどる、火と破は壊かい。クバツ、アイツ全然弱よわいんだから。根こん性じようと力ちから技わざ、これしかないって！　行けるとこまでかっとばすわよ！』

　アイムの言うとおりだと思った。

　ここから先は、小こ手て先さきの技など意味をなさない。消しよう耗もう戦せん。どこまで九罰の体力がもつか。ただ重要なのはその一点。

「くだらんな、なにもかもが」

　翻ひるがえした黒こく衣いの下に、無む数すうの触手。

　右顔に走る紫むらさきの血管。異い形ぎようの顔つきで、医い者しやが吼ほえる。

「傲ごう慢まんは大罪が一。首しゆ領りようルシファーの司る、光と優ゆう越えつ。死を超えんとする罪ざい人にんはゆえに神。怯おびえろ小こ僧ぞうが！　背はい徳とくであることの嘆なげきを知れ！」

「アンタの悪あく徳とくはよくわかったよ。だからさ」

　日が落ちる。それでも、火はまだ落ちない。

　眼がん前ぜんの敵。黒い影は、夕の光を背に浴びて更さらに黒く黒く染そまっていた。立ち尽くす悪魔使いは、けれど九罰の同類だ。色々なことを諦めず、死んでも死にきれない亡ぼう霊れいだ。

　煉れん獄ごくとは、確か。

　天国にも地じ獄ごくにも行けない中ちゆう途と半はん端ぱな罪つみ人びとが、天国を目指して罪をあがなう場所、だったか。この医い者しやにとっては、この地上こそがそうなのだろうか。

　でも、多分、ディオニュシウスは亡ぼう霊れいなだけではない。この男にあるのはそれだけではない。だから、九罰も戦わないといけない。全力で。

「──神様みたいに殺してやるよ」

　白い髪かみの鬼おにと、黒い服の医者。

　決けつ着ちやくはまだつかない。夜の休息など、二人には夢のまた夢だった。




　柴しば燐りんは、坂道を駆かけあがっていた。歩きにくいヒールの靴くつでも、まるでスパイクシューズのように操あやつって進む。彼女が丘の上の屋や敷しきを目指すのは初めてだったが、日が落ちた暗い中でも、見知った道であるかの如ごとく駆け抜ける。この屋敷の存在も、そこに悪あく魔ま使づかいがいたことも、燐は知らなかった。おそらくはルカも知らなかったのではないか。

　何度か訪れた街なのに。そう思うと、柴燐に妙みような怖気おぞけが走る。この街には、なにか妙なものが蔓延はびこっている気がした。知らないのは自分のような見習いや、ルカのような生き真ま面じ目めな人間。

　たとえば、ディオニュシウスは知っていたらしい。屋敷の悪魔憑つきの件に、彼はある程てい度ど関わっていたらしいから。教きよう皇こうはなにを知って、なにを隠かくしているのか。

　考えるのはよそうと思った。あまり深く考えても仕方が無い。

「よォー、急いでんなァ燐ちャん。どうしたァ？」

「！」

　林から飛びだす影。暗い中映はえる金きん色いろの髪かみ。

　豹ひようか、虎とらか。いずれにせよ森に住む肉食獣じゆうを思いだした。彼の実力がそう思わせるのか。それとも単に背を曲げ、両手をポケットにいれたその姿し勢せいからの連れん想そうかもしれなかったが。

「羽は堂どうさんですか。相変わらず神しん出しゆつ鬼き没ぼつですね、貴方あなたは」

「はッはァッ。いやァ愛いとしの燐ちャんがまたこの街に来たッてんでなァ。どうにかデートにこぎつけようとぐあァッ!?」

　げしげし、なんて音がした。羽堂の隣となりのフォラスが、鮮あざやかなローキックで羽堂の脛すねを蹴けり飛ばしていた。羽堂が情なさけない悲鳴をあげている。やはり相変わらずだ、と柴燐は思った。

　フォラス。格かく闘とうの悪魔。フードを深くかぶっているのは以前見みた時と同じ。だがぼろぼろの衣服だったあの時とは違い、きちんとした服装だった。黒くろ布ぬのに金きん糸しをあしらったそれは、修しゆう道どう女じよの旅りよ装そうのようにも見えた。もっとも、この国で放ほう浪ろうする修しゆ行ぎよう者などは流は行やらなかったが。

「可愛かわいらしい服ですね、フォラスさん」

「いやァ、そうだろォ。俺おれが買ッてやッたんだぜェ。燐ちャんもどうよ？」

「私はこの服で結けつ構こうです。羽堂さんのセンスは奇き々き怪かい々かいですので」

　違う、なんの話だ、こんなことを話したいわけじゃない。

「そこを通してください羽は堂どうさん。私は迅じん速そく果か断だんに任にん務むを遂すい行こうせねばなりません。挨あい拶さつはまた後のちほどにしていただけませんか」

「あの医い者しやに用事があんのかァ？」

　見み透すかされていた。飄ひよう々ひようとしているくせに、眼がん光こうは鋭い。見習いからの昇しよう格かく試験の時だって、狂きよう信しん的な悪あく魔ま召しよう喚かん者しやかと思わせておいて、その実八はち面めん六ろつ臂ぴで動き回る正義の味み方かた。

　わかりづらい。あまり好きじゃない。

「貴方あなたには関係のないことでは」

「教えてくれねェと通さねェ。くく」

　意い地じの悪い笑い方。隣となりのフォラスも、ぶかぶかの袖そでを手にあてて笑う真ま似ねをするが、身体からだを揺するばかりで、笑い声の一つもあげず、目も口も微び動どうだにしなかった。無む表情で笑うとは器き用ような悪魔だ。

「本当に、大したことではないのですよ。ディオニュシウスさんを連れ戻せと言われただけです。だから私はこうして」

「言われて唯い々い諾だく々だくと？」

「いいえ、確かつ固こ不ふ抜ばつの意志で」

　大したことではない、はずがない。

　ルカがすぐに連れ戻せと言ったのだ。きっとなにかある。裏うら切ぎり者の名前を冠かんする深ふか間ま水み鳥どりと共に調べ物をしていたはずの彼女が、いきなり血けつ相そうを変えて燐りんに命じたのが昨日きのうのことだ。任務中のディオニュシウスを連れ戻せ。

　医者であるディオニュシウスの事を考えれば、エクソシストの誰だれかが任務でケガでもした、とも考えられる。しかしそんなことがあればもっと大おお騒さわぎになっているはずだ。大体、どうして天あま草くさ教きよう皇こうが直接命めいじない。エクソシストのルカが、直ちよく属ぞくの部ぶ下かに命じるようなことなのだろうか。

「悪いがここは通せねェ」

「……話したのに。約束不ふ履り行こうとは、また随ずい分ぶんと一いつ口こう両りよう舌ぜつな」

「いやァ、まァ、なにをされても通すつもりなんざなかッたんだがよォ。ちョッとあの屋や敷しきはいま立てこんでるんでなァ。邪じや魔まされんのは気に入らねェ。ん？　ああ、違うか。決けつ着ちやくつけさせてくれよォ。そんなことじャあ誰だれのためにもならねェと思うんでなァ」

　またなにか騒ぎを起こしているのか。この悪あく魔ま使づかいは。それとも遠とお野の九く罰ばつ辺あたりが一枚嚙かんでいるのだろうか。どちらにしても歓かん迎げいすべきことではない。

「ルカさんからは、邪魔する有う象ぞう無む象ぞうは排はい除じよして構わないと言われていますが」

「できるのかァ。見習いに？」

「私も成長していますが」

　取りだしたるはバインダー。更さらにプログラムを追加した燐りんの武ぶ具ぐ。徒と手しゆ空くう拳けんで戦う羽は堂どうは確かに強きよう敵てきだが、燐も修しゆ行ぎようしている。最近は一度に扱えるページの枚数も増えた。

「悪あく魔ま使づかいは全すべて排はい除じよします。一いち分ぶ一いち厘りの例れい外がいも有り得ません。うっかり首を跳ねても許してくださいね、羽堂さん」

「おう、燐ちャん美人だからそれくらい許してやるぜェ。だが、まあ、なあ？」

　羽堂が構えた。玩具おもちやのように背を低く。風の使い手はそうして笑う。肉食獣じゆうの飛びかかる前の動どう作さだ。いつ食われるかわかったものではない。

「俺おれの首、アンタじャあ落とせねェよォ」




　いくつもの思し考こうが交こう錯さくして、日は落ちる。屋や敷しきの周囲で行われる交こう戦せんに、屋敷は沈ちん黙もくする。主人も騎き士しも。悪魔の憑ついた女じよ従じゆうも。当とう事じ者しや以外の人間の思おも惑わくばかり、くるくる回って巡る。

　時じ節せつは禁きん欲よくの四し旬じゆん節せつ。

　誰だれも彼かれもが耶や蘇そをなぞるかのように、その背に苛か烈れつな重おも荷にばかりを載のせていた。

[image: ]







[image: 第四章　毒を以て、毒を]
















　息が上がる。

　触しよく手しゆがどれだけあるんだ、と九く罰ばつは思った。切っても切っても後から出てくる。再生しているのか。どれだけ燃やしても、減っている気がしない。目のない蛇へびがその身をくねらせて、毒どくを九罰の中に注ちゆう入にゆうせんと襲おそいかかってくる。ディオニュシウスの攻こう撃げきは、もはやその触手が主体だった。

　息が荒くなる。もう必要ないと、咥くわえた煙草たばこはとっくに吐き捨てていた。

　本来ならば、聖せい具ぐを封じたディオニュシウスなど、九罰の敵ではない。のだが。

「どうした息が上がっているぞ、ガキがぁ！」

「それは！　アンタも！　同じだろう、がっ！」

　薙なぎ払う触手。紫むらさきの毒どく液えきは、吐き気を催もよおす強きよう烈れつな臭においを撒まき散らす。

　汗あせが噴ふきだす。気分的には、タチの悪い風か邪ぜをひいたような。あるいは、全力疾しつ走そうを終えた時のような。跳ねる。駆かける。武ぶ器きを振るう。全身を使う動きをするたびに、心しん臓ぞうが悲鳴をあげ、肺はいが弱よわ音ねを吐いた。汗とともに内ない臓ぞうが痛む。毒の作用は健けん在ざいだった。

「くそっ……これ、なんとかならないアイム！」

　必ひつ中ちゆうを期して、ディオニュシウスに向けて投とう擲てきするブレード。しかしそんなものはなんの意味もなかった。触手で弾はじかれ、熱ねつ剣けんは単なるライターに戻って地に落ちる。

『毒……毒だったら……下へ手たに動いたら早く回るから……』

「汗かいて毒を抜くとか！」

『ダメ！　ブエルの毒がそんなことで抜けるわけない！　体内の毒の濃のう度どが上がって、今度こそ動けなくなる！』

　八はつ方ぽう塞ふさがりか。剣による攻撃もそろそろ限界だ。

　悪あく魔ま使づかい同どう士しの戦い。ようやく持ちこめたと思ったのに。次に九罰を待っていたのは膠こう着ちやく状態だった。エクソシストたるディオニュシウスと互ご角かくの戦せん況きようにまで持っていけたことを誇るべきか。それとも。

「ブエルから伝でん言ごんだ、炎ほのおの悪魔が！」

『はぁっ!?』

「焼くだけしか脳の無い貴き様さまでは召しよう喚かん者しやの毒抜ぬきなど無む理りな話だ、とな！　投とう降こうすれば血けつ清せいは用意してやるぞ！」

『こンの……アタシのプライドなめんなぁ！』

　アイムが咆ほう哮こうする。そうだ。アンドラスと戦った時でさえ、九罰とアイムの二人は負けないことを決めたのだ。互角を演じているこの状況で、投降など。バカにされているとしか思えない。

　だが、実際に、毒どくの効果は厳きびしい。

　時間が経たつごとに、徐じよ々じよに徐々に、身体からだの耐え得る運動量りようが減っている。触しよく手しゆをかわすために一歩下さがっただけで、汗あせが飛沫しぶきとして飛び散った。ちょっと気を抜いただけで、脳がぐらつきそうになる。

　九く罰ばつの勝利はやはり、短期決けつ戦せんしかない。時間が経たてば経つほど、ディオニュシウスにとって有利だから。

　だったら。

「む、逃げるか臆おく病びよう者ものが！」

「なわきゃ、ないだろ！」

　距離をとる。

　ミドルレンジでの小こ競ぜり合いはここまでだ。状況を打だ開かいできないのならば、やり方を変える。それしかないだろう。狙ねらいは定める。両手に構えたブレードの一本を投とう擲てきする。

　それもやはり弾はじかれた。だがその一いつ瞬しゆんの隙すきでいい。

『アタシを一度でも安く見た代だい償しようは高くつくわよッ！　ブエルッ！』

　取りだしたのは点てん火か棒ぼう。銃じゆうに見立てた、アンドラスを下した火か器き。

　隙すきを逃さずスリーショットバースト。火か炎えん弾だんは、着ちやく弾だんと同時に爆ばく発はつし、ディオニュシウスを煙で包む。これで少しは効果があると良いのだが。

「思ったよりも悪あく魔まを飼いならしているな！　召しよう喚かん者しやが！」

「くっ!?」

　煙の奥に、異い様ような影。

　触手を幾いく重えにも織り重ねて、作られたのは鱗うろこの壁。ディオニュシウスはその壁で爆ばく発はつを防いでいた。それなりに威い力りよくのある攻こう撃げきだったはずだが、あの触手は衝しよう撃げきには強いらしい。高温のブレードで断ちきることはできても、爆発は簡かん単たんに防がれるのか。

　無む数すうの触手を辿たどると、ディオニュシウスの背中にいきついた。ちらりと金属板ばんのようなものが見える。ブエルのプレートと同どう様ようのものが、彼の身体からだに形けい成せいされていた。金属板は、すぐに触手に埋もれて見えなくなった。

「気持ち悪……！」

『すっかり悪魔と一いつ心しん同どう体たいってわけね！　どうせ自分の身体弄いじくりまわしたんでしょう！　同どう化かに都つ合ごうのいいようにさあ！』

　嫌けん悪お感かんをそのまま、ライフルの弾だん丸がんとして撃うちだす。しかし触手に阻はばまれて大した効果は望めなかった。ディオニュシウスの顔は触手に隠かくれて見えない。硝しよう煙えんが上がる中、彼がそのままの姿し勢せいで突とつ撃げきしてきた。折り重なる鱗は、点火棒のライフルに耐たい性せいがある。あの触手に効果的なのは、衝撃や燃ねん焼しようではなく、シンプルな斬ざん撃げきだ。

　鱗うろこの隙すき間まを縫ぬう剣のほうが有利か。

　だが。

「っあ！　くそ！」

　取った距離を一気に詰められる。もはや銃じゆうの間ま合あいではない。右手に握っていた剣にて一いつ閃せん。鬱うつ陶とうしい触しよく手しゆの防ぼう壁へきを切り裂さいた。毒どく液えきの真まん中なかでようやく顔を見せる、ディオニュシウス。

　その隙すきに、もう踏みこまれていた。

『クバツッ！』

　反はん撃げきは間に合わない。言うことを聞かない肺はいと心しん臓ぞうが忌いまわしい。ディオニュシウスは触手を囮おとりにして、九く罰ばつに剣を振らせたのだ。銃も剣も使えず、無む防ぼう備びな箇か所しよをさらけだすために。

　ディオニュシウスが、肩に一いち撃げきを見み舞まう。踏みこみの安定感かんは相変わらず。なにかの拳けん法ぽうなのだろうか。流れる動きでそのまま、更さらに肩を狙ねらった掌しよう底てい。連れん撃げきで九罰の体勢を崩くずし、遮さえぎるものがないその腹に。

　一切の歪ゆがみがない美しい直線の軌き道どうでもって、握った拳こぶしを突きこんだ。

「────ッ！」

　歯を食いしばって悲鳴を堪こらえる。もっとも九罰が声をあげなくても、医い者しやたるディオニュシウスには、九罰の全身の軋きしむ音がよく聞こえているかもしれないが。気き絶ぜつしなかっただけ僥ぎよう倖こうだと、強ごう引いんに自分に言い聞かせた。

『クバツ、使って！』

　また、来る。けれどその前に。

　九罰の身体からだを熱が包んだ。考えるより先に身体が動いていた。銃と剣、それぞれ握った手を交差させ、再び撃うちだされたレーザーのようなディオニュシウスの一撃を受け止める。

「ぬうッ!?」

　受け止めたところで、自分の拳に、鋼こう鉄てつが巻きついていることに気付いた。

　赤く熱を持つ、灼しやく熱ねつのバンデージ。そうだ。胴どうに巻かれた包ほう帯たいはいつの間にか無くなっている。服の内部を伝って腕に巻き直された包帯が、いつか使ったナックルダスターへと変へん貌ぼうしていた。

　アイムの機き転てん。剣と銃と、手てつ甲こう。今までの武ぶ器きを動どう員いんした。

「俺おれの包帯を使うとはな！　返せとは言わんが、感かん謝しやくらいしたらどうだ！」

「それはどうも！　これは！　お礼だ！　よっ！」

　攻こう守しゆ逆ぎやく転てん。今度は九罰から。点てん火か棒ぼうを握ったまま、裏うら拳けんのようにナックルダスターを振るう。とにかく当てればいい。直ちよく撃げきと同時の爆ばく発はつが、九罰とアイムの連れん携けい技わざなのだから。

　だが、拳は触手によって防がれた。爆ばく破はの衝しよう撃げきで弾はじかれた腕をまた強引に、三度叩たたきこむ。ライフルの銃じゆう床しように当たる部分で追つい撃げきしてみたが、しかしそれも効果はないようだった。やはり熱と衝撃だけでは触手にダメージは与えられない。

「邪じや魔ま、だ！」

　ならば逆の手。足を一歩踏ふみこんで、右手に握ったブレードで叩たたき斬きる。これで防ぼう壁へきはない。ディオニュシウスは無む防ぼう備びだ。

「おのれ、ガキ、がッ！」

　銃じゆうでも剣でも近いクロスレンジ。

　ブレードを逆さか手てに持ち変えて、そのまま殴なぐりつける。受けたのはディオニュシウスの素す手で。交差させた腕は、いかに同どう化かしているとは言っても、悪あく魔まの起こす爆ばく撃げきを防ぎきれるものではない。

　再びの高こう熱ねつ。アイムが殺さないように加か減げんしたのか、起きた爆ばく発はつは九く罰ばつの思ったよりは小しよう規き模ぼのものだった。だがもちろん、敵の体勢は崩くずれる。

　今度は銃じゆうを持った左手。先ほどのお返しとばかり、腹に叩たたきこんだ一いち撃げき。やはり起きた爆発で、ディオニュシウスが呻うめいた。下からすくいあげるかのようなブローは、ディオニュシウスを一いつ瞬しゆんだけ、わずかに浮かせた。

「ぬ、う、ぐ──」

　その胸へ押し当てる、ライフルの銃じゆう口こう。

「これで終わりだ！　ディオニュシウス！」

　零ゼロ距離の射しや撃げき。触しよく手しゆの防壁ももはやない。アイムの歓かん声せいが響ひびいた。同時に、決して九罰に聞こえるはずもないのに、召しよう喚かん者しやの名を呼ぶブエルの悲鳴も、そこに重なったような気がした。
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　高熱と爆ばく音おん。

　守るものも支えるものもなく、空中で無む防ぼう備びなディオニュシウスは、なす術すべもなくその衝しよう撃げきを身に浴びて、後方に吹き飛んでいった。

　服の焦こげる匂においが広がって、九く罰ばつは少しだけ顔をしかめた。




「殺してないよね？」

『あー、えーと……自信ない……ブエルのことだからなんとかしてるでしょ』

　そう願いたかった。手て加か減げんなんてできる戦いではないことは理解している。ディオニュシウスの包ほう帯たいで作ったナックルダスターがなければどうなっていたかわからない。今まで戦ってきた、三種の武ぶ器きを使いこなして、ようやく致ち命めい的な一いち撃げきだった。

　闇やみの中、地に伏せるディオニュシウスは、起き上がらない。だからといって、安あん否ぴ確かく認にんのために近づくのも避けたい。いつ触しよく手しゆが動きだすかわかったものではなかったからだ。

「あ……ぐっ、くそっ！」

『あー、あー、もうクバツ大だい丈じよう夫ぶー？』

　気が抜けたのか。九罰は膝ひざをついた。ゆっくりと息を整える。毒どくは十分に回っている気がした。血けつ清せいを寄よ越こせ、とディオニュシウスに声をかけても、医い者しやは黙もくして倒れ伏したままだった。妙みような寒さむ気けまでやってくる。アイムと同どう化かしているのに？　体内で、アイムによる熱と、ブエルによる寒気が戦っているような、不快な感覚があった。

『無む理りしすぎだってえ』

「だってさ……そうだ、七な罪つみ！」

『へーきへーき。ちゃんといるよ』

　振りむけば、門の奥、屋や敷しきの扉とびらに七罪が。気を失っている小こ波なみを抱いて、真剣な瞳ひとみで九罰を見ていた。少なくとも、九罰は門もん番ばんの役目は果たせたらしい。屋敷の中の人間をちゃんと守れた。はずだ。

　ここまでする意味があったのだろうか。

　ディオニュシウスだって、小波のことを助けたいはずなのだ。いささか歪ゆがんではいても、話を聞いてくれれば、協力だってできたはずだろう。それとも動く死体には、もう時間なんてないのだろうか。誰だれかの話を聞く余よ裕ゆうなんて。

　虚むなしさしか残らない。なにかを達たつ成せいした気分なんてなかった。

「まだだ……」

　達成した気分なんて無い。当たり前だった。

　まだ終わっていない。闇やみの中で、影がむくりと起き上がる。

「この程てい度どで勝ったと思ったか、ガキがぁ！」

　触しよく手しゆが蠢うごめく。ディオニュシウスが立ち上がった。至し近きん距離での高熱を浴びてなお。どういう生命力りよくだ。九く罰ばつはすぐに反はん撃げきの体勢をとろうとして。

　立ち上がれない自分に、気付いた。

「ああもう！　わかっている口うるさいぞブエル！　もはや一切の容よう赦しやは無しだ小こ僧ぞう！　貴き様さまの身体からだ、毒どくの海に沈めて絡からめて捕らえて溺おぼれさせる！」

『クバツ!?　ねぇ、クバツってば！』

　ディオニュシウスの黒い白はく衣いは、あちこちが焼け焦こげていた。特に火か炎えん弾だんを撃うったせいで、胴どうのあたりは肌はだが剝むきだしになっている。赤く変へん質しつした皮ひ膚ふ。ケロイド状とまではいかないが、それなりのダメージのはずだ。

　それでも動くディオニュシウス。対して、外にケガはないのに、もう動けない九罰。

「く、はは。もはやこの身体に痛つう覚かくもないと思っていたが。これだけ食らえばさすがに響ひびくな。おいブエル。帰ったら皮ひ膚ふをもらうぞ。これはさすがに皮膚移い植しよくせねば対応できん」

「移植……」

「諦あきらめろと言ったのにな小僧が。俺おれは医い者しやだ。しかも悪あく魔まの力を借りた、な。腕を斬きれば？　足を断てば？　それがどうした。どれだけ傷ついても、ブエルがいれば俺は蘇よみがえるぞ。心しん臓ぞうすら移植できる。ここで退しりぞけても、俺は何度でも来るぞ。俺を止めたければ、脳のう髄ずい吹き飛ばして殺してみろ、小僧が」

　火傷やけどすら決定的な攻こう撃げきにならないのか。

　九罰は立ち上がらなくてはならない。ここでまた立ち上がって、ディオニュシウスを止めなくては。でも毒が回った。片かた膝ひざをついた状態から、反撃の姿し勢せいに移ることはできない。ディオニュシウスもそれをわかっているのだろう。獲え物ものを狙ねらう直前の姿勢。触しよく手しゆの口がゆっくりと開いて、毒液浸しみだす牙きばを見せつけた。

『ち……こうなったらアタシだけでアイツを……！』

「そんなのダメだ！　まだ僕は行ける！」

『はぁ!?　足ガタガタのくせになに言ってんのクバツ！　無む理りしないで！』

　無理するなって、それは無む茶ちやな相談だろう。無理を押してでもなにをしてでも、彼を止めないといけない。でもどうやって？　武器はあっても、身体が動かなくては。

　ブレードを杖つえの代わりにして、強ごう引いんに立とうとしてみる。ただそれだけなのに、心臓に嚙かみつかれたかのような痛みが走った。不ふ規則な自分の鼓こ動どうが耳にまで届いてくる。

「が……あ」

「十分に毒は回ったようだな、間ま抜ぬけが。あれだけ動けば当然だ」

　ディオニュシウスの見み下くだした視線が、憎にくたらしい。

　ここで負けるのか。こんな形で？　致ち命めい的てきな一いち撃げきを与えたと思ったのに。自ら動く死体を自じ称しようするこの男に、どうやって勝てって言うんだ。それこそ、殺すくらいしか方法は。

「注ちゆう入にゆうした毒どくは大したものではない。三日もすれば自然に肝かん臓ぞうが無む毒どく化かしてくれる。もし症しよう状じようが悪あつ化かするなら国こつ教きよう庁ちようまで来い。その時は血けつ清せいでも解げ毒どく剤ざいでも用意してやる」

　事実上じようの、ディオニュシウスの勝利宣せん言げんだった。もう九く罰ばつが戦える状態ではないのだと、この医い者しやは見み抜ぬいているのだ。とどめを刺すまでもないということか。その油ゆ断だんを覆くつがえしたかったが、悔くやしいことに、ディオニュシウスの言う事は正しいのだ。

　どうすればいいのか。

　ディオニュシウスが九罰の横を素す通どおりする。門を越え、屋や敷しきの中へと踏みこもうとする。門もん番ばんである以上、どうしてもそれは許してはいけないことだったのだが──。

「……おい、ガキが」

　その足が、ぴたりと止まった。

　焼け焦こげた衣服を夜の空気にはためかせて、ディオニュシウスはただでさえ不ふ機き嫌げんそうな顔を更さらに歪ゆがませる。

「ここまで狙ねらっていたのか、策さく士しが。だが策と言うにはあまりに自じ暴ぼう自じ棄きだろう。アレを貴き様さまの計算で踊らせることができるものでもあるまい。そうまでして貴様になんの利がある」

　なにを言っているのかわからなかった。どういうことか問いただそうとした、その時。

　遠とお吠ぼえが。

　いや違う。これは咆ほう哮こうだ。威い嚇かくのために大気を震えさせ、自らの存在の大きさを教えるための。獣けものの咆哮。

『グラシャラボラスッ！』

　アイムが叫ぶ。

　屋敷の中を見る。小こ波なみが立っていた。いや、正確には、その右足。小波は気き絶ぜつしたままだ。ぐったりと、自らの右足にもたれかかるかのように。そして、猛もう犬けんはその身体からだを巨きよ大だい化させて、意識のない自分の半身を支えていた。

　虎とらか、獅し子しか。

　歯をむきだして唸うなるグラシャラボラスの大きさは、もうそれほどの大きさになっていった。七な罪つみは突然吼ほえだしたグラシャラボラスに戸と惑まどい、呆ぼう然ぜんとその様よう子すを窺うかがっている。

　巨大なドーベルマンが、また吼ほえた。吼える度たびに、その巨きよ体たいが膨ふくらんでいる気がする。筋きん肉にく質な四し肢しは、全体のシルエットから見れば細ほそ身みで、もはや馬の体たい格かくをも超えたか。

　止めるべき小波は、その背にくずおれている。身体の主しゆ導どう権けんは完全にグラシャラボラスに移されたようだった。

「なんだ……あれ」

「知ったことか。何な故ぜ今まで大人おとなしかったグラシャラボラスが、戦せん闘とう準備に移行している？　なにかしたのではないのか、卑ひ怯きよう者ものが？」

「なわけ……ないだろうがっ！」

　七な罪つみが危ない。立ち上がろうとしても無む理りだった。いつかの死し霊りようと戦った時のようなだるさとはまた違う。体内の毒どくが、九く罰ばつの内ない臓ぞうを浸しん食しよくして痛みを与える。いつもいつも、自分はやられ放ほう題だいだなと思った。

「七罪ッ！　逃げろッ！」

　グラシャラボラスが更さらに吼ほえた。七罪はあの猛もう犬けんのすぐ足あし元もとだ。嚙かみつかれるだけで致ち命めい傷しようだろう。グラシャラボラスがまた吼える。遠とお吠ぼえと威い嚇かくを組み合わせたような、低く長い獣けものの叫び。

「ち。仕方あるまい、ブエル！」

「はいはいわかっているわよこんなこと本当の本当に本ほん意いではないのだけれど仕方が無いから手を貸してあげるわ」

　するっと、イカかタコかのように、ディオニュシウスの背に張り付いていたプレートが外される。一いつ瞬しゆんだけその光こう景けいがぼやけると、次の瞬しゆん間かんにはプレートには関かん節せつのねじくれた女性が磔はりつけになっていた。レザーに覆おおわれた目め元もとが、わずかに九罰を見た。そんな気がした。

　触しよく手しゆが走る。

　地を滑すべってうねる触手。アンドラスを降くだし、九罰のライフル弾だんも受け止めた強きよう靭じんな触手は、象ぞうを思わせる巨きよ体たいとなったグラシャラボラスの足あし元もとをすり抜ける。月に吠ほえる巨きよ大だいな犬は、足元の蛇へびには気付いていない。

　グラシャラボラスを青ざめた表情で見上げる七罪も、また同どう様よう。

「ほら捕まえた」

　ブエルが、妖よう艶えんな声でそう笑った。

　七罪の悲鳴があがる。硬い鱗うろこに覆おおわれた触手が、七罪に巻きついて持ち上げた。グラシャラボラスは、そんな足元の些さ事じなどどうでもいいとばかりに、その巨きよ軀くでじっと九罰たちを見つめている。

　ブエルが、七罪を助けようとしているのか。あんな巨大な犬の足元にいては、確かに、いつ踏みつぶされてもおかしくないけど。

「まだ動けるか、小こ僧ぞうが」

「アンタの毒がなければ、ね……」

　医い者しやが鼻をならした。皮ひ肉にくは大して意味をなさなかったらしい。というか、腹に火傷やけどを負っているはずのディオニュシウスが平へい気きな顔をしていることのほうが異常なのだ。

　触手がしゅるしゅると収しゆう縮しゆくする。七罪は絶ぜつ叫きようマシンにでも乗っているかのような悲鳴をあげていた。大した違いはないと九罰は思う。もっと丁てい寧ねいにやれと呟つぶやいたが、ブエルは聞こえないフリをしていた。

　七罪が回かい収しゆうされる。まさしく回収だなんて表現が的てき確かくなやり方だった。

「はい妹さんよ良かったわねあの暴ぼう走そうしたグラシャラボラスに踏みつぶされないで」

「あ、あの、ありがとう、ございます」

「顔を引き攣つらせてお礼を言われても嬉うれしくないわ私の姿すがたが怖こわいなら素直にそう言いなさい」

　触しよく手しゆに抱かれたままの七な罪つみが沈ちん黙もくする。ブエルはさしてなにも言わずに、七罪を九く罰ばつの隣となりにそっと下ろした。

「そんなことで拗すねるな、奇き形けいが。暴走だと？」

「ええだってあれは身体からだの主しゆ導どう権けんをグラシャラボラスが握っている状態だもの暴走と言って然しかるべきでしょう？　本来はあの女性のほうが上位だったはずなのだから」

「主導権を委い任にんしたのか。笹ささ崎ざき小こ波なみが？」

「委任か放ほう棄きかはたまたグラシャラボラスが奪うばい取ったのかしら？　いずれにしてもあの巨きよ大だい化は彼女の心しん中ちゆうの問題と不ふ可か分ぶんではないわはてさて叩たたきつぶすだけで解決できるものかしら？」

　ブエルが他ひ人と事ごとのように呟いた。さすが医い者しやと感心すべきか。

「心中の問題って、あの、どういうことですか」

「あら興きよう味みがある？　ただ意識がなくなるだけで巨大化なんてするのなら寝ている時もそれが起きて然しかるべきでしょう悪あく魔ま憑つきの症しよう例れいでもそんな話は聞いたことがないし？　グラシャラボラスが今まで大人おとなしかったのはそれを抑える笹崎小波の心があったからなの逆に言うならこうまで暴走したのはなんらかの要よう因いんでその上下関かん係けいが崩くずれてしまったということね」

　象ぞうほどもある巨大な犬が、九罰たちを睨にらみつける。これがグラシャラボラス。アイムに匹ひつ敵てきするという戦せん闘とう力を持つ、悪魔。

『ちょっとぉー！　話聞きなさいよグラシャラボラスー！』

　アイムが叫ぶが、同どう化かした状態で聞こえるわけがない。とはいえ毒どくが回った九罰がこれだけギリギリなのだから、同化を解いてほしくはないと思った。最さい悪あく倒れるかもしれない。

「止むを得んな。そこの悪魔使づかいは役に立たん。やるぞブエル」

「解げ毒どく剤ざいでもくれればいいだろ……」

「あるにはあるが、すぐに効くものではない。黙だまって寝ていろ。お前たちが使えぬ以上、ここでは俺おれが出るしかあるまい。見み極きわめろ、現在の最さい優先事じ項こうは、あの化ばけ犬を黙だまらせることだ」

　そんなわけにはいかなかった。七罪が助け起こしてくれるが、ふらつく九罰は七罪にもたれかかってしまう。

　グラシャラボラスの頭部を見上げる。血ち走ばしった目。小波は背にいるのだろうか。見上げる形ではわからなかった。もう悪魔憑きというよりも、人間が悪魔の一部となってしまっている。七罪が小波に呼びかけるが、返事はない。

　嚙かみつかれたら。

　ディオニュシウスでもない限り、即そく死しに思えた。いや、さすがにこの不ふ死じ身みの男でも、死ぬか。

「お前……」

「ここで保ほ護ごだの治ち療りようだのと言ってられまい、ケガ人にんが？　この異常事じ態たいに協力してやると言っているんだ」

　グラシャラボラスにはいつの間にか、巨きよ大だいな翼つばさが生はえていた。猛もう犬けんの左右に広げられた翼。羽う毛もうは渦うずをまくように、奇き妙みような形で並んでいる。空を飛ぶためならば、無む数すうの羽毛の渦うず巻まきはむしろ不要だろう。あの翼が、何な故ぜかとても危険なものに思えた。

「さあ来るわよ構えなさい臆おく病びような子こ羊ひつじさんたち！」

　ブエルがらしくもなく、叫んだ。

　グラシャラボラスが飛びかかる。予備動どう作さもなく前足を振り上げた。鋭い爪つめをもった前足が伸びる。それとぶつかったのは、幾いく重えもの触しよく手しゆだった。ブエルの触手が強きよう靭じんな前足を受け止めた。放ほう射しや状じように、盾たてのように広がる触手。ブエルのうめき声が聞こえた。耐えきれないと、咄とつ嗟さに思った。

　飛んだのは、九く罰ばつの意志ではなかった。

「ぐっ!?」

　ディオニュシウスが九罰を蹴けり飛ばす。九罰は咄嗟に、七な罪つみを摑つかんで引きずった。

　そのまま、黒くろ医い者しやも転がった。一いつ瞬しゆん遅れて、九罰らのいた場所に叩たたきつけられる前足。地が揺れる。爪つめもそうだが、その勢いだけでも相当なものだろう。足の形に地がへこんでいた。冗じよう談だんじゃない膂りよ力りよくだ。

　少なくとも七罪を近づけたいものではなかった。だが、動けない。

「ふがいないぞ触手の悪あく魔まが！」

「仕方ないでしょう戦せん闘とうは得意ではないの私にあまり期待しないで不ふ愉ゆ快かいだわ」

「ちっ！　どいつもこいつも役に立たん！」

　ディオニュシウスがなにかを投げつけた。対たい悪魔用ようのメス。引き戻された前足に三本、的てき確かくに刺さったのが見えた。青い光が迸ほとばしるが、それはすぐに払い除のけられてしまった。ディオニュシウスが再び舌した打うちをした。

「貴方あなたの聖せい具ぐも役に立たないようねディオニュシウス」

「このメスは携けい帯たい用だ、阿あ呆ほうが。出力が足りる訳わけがない。そこの雑ざ魚こならばともかく、あんなデカブツに通用するか」

　そう、あのグラシャラボラスは巨大だ。いつか学校で戦った竜りゆうのことを思いだす。バステトをまた巨大化させれば、あの猛犬も止めることができるだろうか。粉こな々ごなに粉ふん砕さいして？

　小こ波なみごと？

「なにか、酷ひどい事になっているようだね」

　最悪のタイミング、と言っていいかもしれない。

　屋や敷しきの二階。門を見下ろせるその位置。彼女と初めて会った時も、その小さいテラスから現れたのだったか。上かみ屋や敷しきイヴが、焦あせった表情で九く罰ばつたちを見下ろしていた。もちろん、傍かたわらにはグラシャラボラス。

「イヴ、さん！　なんで！」

「なんで？　なんでと聞いたかい。門の守りは君に任せた。私がやることはない。だが、従じゆう者しやがこの状況とあっては主あるじたる私が出てくるべきだろう。暴ぼう走そうしていたとしても、私の従者だ」

「阿あ呆ほうが！　早く逃げぬか！」

　医い者しやが叫び、ブエルが触しよく手しゆを伸ばす。だが、それよりもグラシャラボラスが振り向く方が早かった。再び吼ほえる魔ま犬けん。ダークブラウンの羽う毛もうが震えた。少しだけ首を向ければ、テラスと犬の牙きばは同じくらいの高さにある。

　大おお口ぐちが開けられた。あっという間に、イヴの細い身体からだが飲みこまれるかと。

「──止まれ」

　だが、イヴは動じていなかった。

　たった一ひと言こと、屋敷の主の威い厳げんでもって命令する。それだけで、グラシャラボラスの牙が停止した。テラスごと胃いの臓ぞう腑ふに収まってもおかしくなかったはずなのに。

「誰だれが主人か忘れたかい小こ波なみ。いや、今はグラシャラボラスか？　まあどちらでもいい。ずっと私の従い者ぬだったくせに、あっさりその上じよう下げ関係を忘ぼう却きやくしたのかい。いいや、忘れたとは言わせないよ。私はまだ君の主だ」

　狂きよう気き宿したその魔犬の瞳ひとみが、姫ひめ君ぎみの命めいに屈した？

　グラシャラボラスが、その口こう蓋がいを閉じる。戦せん車しやでもなければ防げないと思った巨きよ大だいな犬が、動きを止めた。なるほど、イヴが出てきたのも全くの無む策さくというわけではない。いやむしろ、明確な勝しよう算さんがあったからなのか。

『違う……ダメっ！　クバツ、耳塞ふさいでッ！』

「えっ……」

　考えるより先に身体が動いていた。

　九罰が両手を耳に押し当てるのと、グラシャラボラスがその頭部を天に向けるのは同時だった。禍まが々まがしい気け配はいが感じられる。

　そうそれは、黙もく示し録ろくの、終末の喇叭ラツパのごとく。

　グラシャラボラスが、吼えた。

「ぐっ……!?」

　空気が震え、地が震え、天が震える。

　バカみたいな轟ごう音おんだった。そう、人は音でも死んでしまう。巨大な音は空気を伝う振動だから。屋敷の窓から、ことごとくガラスが砕くだけ散った。耳を塞いでいたとしても、隙すき間まから侵しん入にゆうする猛もう犬けんの声が容よう赦しやなく鼓こ膜まくを打つ。思し考こう力が根こそぎ奪うばわれていくような。

　音、咆ほう哮こうによる、破は壊かい。

（じょ、冗じよう談だんだろ……）

　咆哮にあわせて、風が巻き起こっていた。音で風すら発生させるのは、きっとグラシャラボラスの巨きよ大だいな翼つばさが震えているからだ。咆哮を共きよう振しんさせ、増ぞう幅ふくさせ、その威い力りよくを更さらに増していく。スピーカーみたいだと、九く罰ばつは思った。

　脆もろい窓ガラスをことごとく破壊して、ようやくグラシャラボラスの咆哮は止まる。

　九罰は、まだマシだった。

　だが、この凶きよう悪あくな破壊行こう動どうを、間ま近ぢかで聞いたイヴは。

「い、イヴさん……？」

　イヴは、まだ立っている。耳を塞ふさいでいた。少なくともダメージは、見たところは無いようだ。だが、それだけだ。脆いテラスは、この音波による攻こう撃げきで。

「っ」

　崩くずれ去る、テラス。

　七な罪つみの悲鳴があがった。足あし場ばを失ったイヴは、そのまま為なす術すべもなく落下する。あの高さだ。落ちればただではすまない。動けない九罰はもちろん、ディオニュシウスも、ブエルの触しよく手しゆでさえも、この距離では間に合わない。

　呆ぼう然ぜんとした、イヴの表情が見えた。

「まったく」

　だから、そこに。

「我が主あるじは、手を焼かせる──」

　苦く笑しよう交まじりの黒い影が躍おどったことは、誰だれにも予想外がいだったに違いない。

　羽は根ねを降らす、漆しつ黒こくの外がい套とう。壊こわれた仮か面めんをつけたまま、アンドラスが落ちかけたイヴの手を握っていた。ぶらりと垂れ下がる美女を救うその姿すがたは、ヒロイックすぎていっそ清すが々すがしい。

　傷を負っていたはずの、アンドラス。なのに、イヴの危き機きにだけ現れては、それも道どう理りだろう。

「アンドラス！」

　当然、イヴからも、非ひ難なんの声が。

「何な故ぜ来た！　君はまだ動ける身体からだじゃないんだ！　そんな状態で無む茶ちやを……」

「我が主をお守りするのが、我が務めゆえ……」

　膝ひざをつきながらも、顔を露ろ出しゆつさせる騎き士しはそれだけ呟つぶやいた。病室から這はいずってここまで来たのだとしても、九罰は驚かない。

　いずれにしても、イヴは無ぶ事じだ。

　テラスが壊こわれ絶ぜつ壁ぺきのようになった屋や敷しきの廊下から、イヴはアンドラスに肩を貸している。唇くちびるがわずかに動いて、こう言った。

「私は……大だい丈じよう夫ぶだ……」

　か細い声。同どう化かした九く罰ばつの聴ちよう覚かくでなければ捉とらえられなかっただろう声。だが、九罰もまだ耳鳴りがしている。ましてや事じ前ぜんの準備がなかった七な罪つみやディオニュシウスは。全員が耳を押さえ、鼓こ膜まくの痛みに耐えているように見えた。

　グラシャラボラスがこちらに振り向いた。既すでにイヴは問題ではないと考えたのか。今のは、翼つばさが屋や敷しきの方に向いていたからこそ、九罰たちの被ひ害がいが軽くて済んだのだ。音に指し向こう性せいを与えて破は壊かいする、無む差さ別べつ的なグラシャラボラスの攻こう撃げき。それがこちらを標ひよう的てきにすれば。

「グラシャラボラスの真しん骨こつ頂ちようたる声と音による破壊ええそうよ今はまだ巨きよ大だい化かの途と中ちゆうだったから良いようなものの本ほん気きのグラシャラボラスの声であれば屋敷も私たちも無ぶ事じでは済まなかったでしょうね？　どちらかといえば生物よりも共きよう振しんしやすい建けん造ぞう物ぶつに効果的だけれどもちろんもっと効果が増大すれば音おん波ぱによる脳のう震しん盪とうと内ない臓ぞう破壊で無む惨ざんに死んでしまうわ人間って脆もろい事」

　一人だけ音波にも平気な顔をしていたブエルが、淡たん々たんと告げた。聴覚はあるはずだが、全身を覆おおうレザーに仕掛けでもあったのだろうか。でもあの咆ほう哮こうならば、共振の作用であっさり触しよく手しゆなども破壊してしまうだろう。

「どうするのさ、ディオニュシウス……」

「ふん、動けん貴き様さまを囮おとりにでもして逃げるか？」

「いいえ無む理りでしょうねあの翼を見なさいどんどん巨大化しているでしょう？　さっきの咆哮を更さらに強力にして範はん囲いも広げているわこのまま放っておいたら咆哮一つで街を粉こな々ごなにするテロリスト悪あく魔まの完成よ」

　逃げても無む駄だだ、とブエルは言う。当のディオニュシウスも、戦せん意い喪そう失しつなど有り得ないとばかりに前を向いていた。だが一人で勝てるのか。メスも触手も有効打だに成りえていない、この状況で？

　翼はどんどん大きくなる。渦うず巻まきを描く羽う毛もうも、更さらにその密みつ度どを増していた。あの無む数すうの翼が共振を起こし、怖おそろしい破壊を生みだすのか。

「お喋しやべりしている暇ひまはなくてよさあもう一いち撃げき今度はどうやって避よける？」

　避けるも何も、動けない。

　今度は腕だけではなかった。持ち上げた前半身から、咆哮とともに頭部を叩たたきつけるタックルじみた攻撃。予備動どう作さも大きいし、動きも遅い。決して見きれない攻撃ではない。九罰がこんな状態でなければ。

「世せ話わが焼けるわね」

　次に助けてくれたのは、触手だった。

　先せん端たんの口を開けて、九罰らの服をひっ摑つかむ。傍かたわらの七罪がまた悲鳴をあげて九罰にしがみついた。脱だつ力りよく状態のままで、七罪をしっかりと抱きしめる。触手に引きずられて、どうにか回かい避ひらしい回避は完かん了りようした。

　ディオニュシウスはなに食わぬ顔で、猛もう犬けんのタックルを避よけていた。気に食わなかった。

「ディオニュシウスなにか良い案を出しなさいなエクソシストでしょう」

「とにかくも、俺おれ一人では対たい処しよができんぞ、医い療りようの悪あく魔まが。あのデカブツを相手にたった一人では攻こう撃げきの選択肢しも限られてくる。そこの男が使い物になれば、翼つばさを斬きり落とすなどやりようもあっただろうがな！」

「貴方あなたが沈めたのよ忘れたの？　ねえディオニュシウスあの音を無む効こう化かするにはどうすればいいのこのままでは本当にマズいわよ完全に巨きよ大だい化してしまえば街にどれだけ甚じん大だいな被ひ害がいがでるかわかったものではないのだから」

「翼を潰つぶすか、でなければ喉のどを潰すか。毒どくを使えば行動を封ふう殺さつもできるが、笹ささ崎ざき小こ波なみの安全までは保証できん」

「それはダメです！」

　ブエルとディオニュシウスの口こう論ろんに、七な罪つみが割って入った。ディオニュシウスがわかっているとばかりに頷うなずいた。たとえグラシャラボラスをどうにかできても、小波が無ぶ事じでなければ意味が無い。完全に一つの生物として機き能のうしている小波とグラシャラボラスに、毒は厳げん禁きんだろう。

　だが、だからといって、手段を選んでいては。

　あの、屋や敷しきの窓ガラスを粉ふん砕さいした攻撃。あれがもっと強力になれば、確かに街の一つや二つ、あっさり吹き飛ばすことができるだろう。グラシャラボラスは更さらにその身体からだを巨大化させている。なんとかしなきゃいけないのに。

　九く罰ばつの身体は、意に反して、指ゆび一本すらも動かすことができなかった。

「くそ！　こんな、こんなんじゃ……！」

「方法ならばあるだろう！」

　テラスの上から鋭い声。上かみ屋や敷しきイヴは、アンドラスを支えたまま、緊きん迫ぱくした表情で叫んでいた。まだ脳が揺れているらしい。顔をしかめながら、それでも渾こん身しんの力で叫ぶ。

「九罰くんが戦えないなら、同どう化かする相手を変えればいい。できるはずだ、そうだろうアイムくん！」

　再び、グラシャラボラスが腕を振り上げる。咆ほう哮こうは使わないらしい。翼が成長しきるのを待っているのだろうか。巨大な前足に狙ねらわれたのはディオニュシウスだった。黒くろ医い者しやは火傷やけどを負っているとは思えない動きで、魔ま犬けんを翻ほん弄ろうしている。が、投とう擲てきするメスはやはり有効打だを与えていないように見えた。

　揺れる地に、動けない九罰は歯は嚙がみする。

『相手……相手って、もしかして、なっちゃんのこと!?』

「兄にその才があるならば妹にもあるはずだ！　この状況で他に手があるのならば別だがね！」

　そんなもの、あるわけがない。だからといって、七な罪つみとアイムを同どう化かさせるなんて。あの巨きよ大だいな犬と、七罪を戦わせろということか。そんなこと、させるわけには。

「っ……！」

「に、兄にいさん！　大だい丈じよう夫ぶですか！」

　崩くずれ落ちた九く罰ばつを、七罪の細い腕が支えた。段だん々だんと頭が鈍くなってきている。やはり毒どくが回っているのだ。

「ディオニュシウス」

「どうしたぁ、毒どく舌ぜつ悪あく魔まが！」

「少しだけグラシャラボラスをひきつけておいて頂ちよう戴だいその間にやるべきことを済ませてしまうわ」

　やるべきことって、なんだ。ブエルはすっと、地面を滑すべるように近づいてきた。プレートが傾いて、拘こう束そくされた女の顔が九罰に近づいた。蒼そう白はくな肌はだ、顔に張り付くレザー。チアノーゼの唇くちびるが笑う。

「アイム聞いたとおりよその召しよう喚かん者しやを捨てて妹さんのほうと同化なさい」

『なぁ、ふざ……っ！』

「その間に私はその召喚者を治ち療りようしてあげるわそれが交こう換かん条件さあどうするの？」

　するりと、九罰の身体からだから抜けだす感覚。アイムから同化が解けたのだ。強化された身体は元の脆ぜい弱じやくさを取り戻して、いよいよ動どう悸きが激しくなってくる。七罪でも支えきれずに倒れそうな身体を支えたのは、硬い感かん触しよくの触しよく手しゆだった。ざらざらした鱗うろこが気持ち悪いような、頼もしいような。

「まだ、戦える……！」

　九罰は、そう言ったつもりだった。

　けれど目の前が白く染そまって、もしかしたら誰だれも自分の言葉など聞いていないのかもしれなかった。そもそも自分がなにか言ったかも怪あやしい。アイムが身体から離れただけで、こんな状態になるなんて思いもしなかった。どれだけ強いんだあの毒は。

　七罪に戦わせるわけにはいかない。

　意識を保つために自分の唇くちびるを嚙かみきろうとして、けれどそんな力さえもう残っていないと気付いた時には、九罰の意識はもう遠のいていた。




「ブエル、あそこのバッグ取って」

「出てきて早そう々そう人使いが荒いわねしばらく会わない内に厚こう顔がん無む恥ちになったのかしら」

「グラシャラボラスの向こうにあるんだからアンタの触手じゃないと無む理りでしょうが！　いいからとっとと取りなさい！」

　ブエルの触手が伸びる。あれは七罪が着替えを詰めこんだドラムバッグだ。アイムがなにを考えているのか、わかる。わかるが、七な罪つみにはまだ心の準備なんてできていなかった。

「あ、あの、アイム」

「クバツは気き絶ぜつしちゃった。こうなった以上、確かに他に手が無い。初めての相手にしちゃちょっと大きすぎるかもだけど、大だい丈じよう夫ぶ、心配しないで。アタシがちゃんとフォローするから。傷つけでもしたらクバツに言いい訳わけできないし」

　ドラムバッグがどさりと、投げ捨てられるように七罪の前に置かれた。ブエルはプレートを横よこ倒だおしにして、その座くらの上に九く罰ばつを寝かせている。拘こう束そくを解かれたブエルは、明らかに折れている首でこちらを眺ながめていた。レザーに隠かくれた目に視し覚かくがあるのかはともかく。

　自分が、兄の代わり？　ここまで戦った兄のように、自分ができるなんて、七罪にはとても思えなかった。

「わ、私にはそんなの無む理りですっ！　兄にいさんのようには……私は」

「別にクバツの真ま似ねしなくても良いよ。そだね、バステト！　来なさい！」

　七罪の服の下から、白色の蛇へびがひょこりと顔を出した。アイムの使つかい魔まは、やっと出で番ばんかとばかりにちろちろと舌したを出している。最近は七罪の服の下が定てい番ばんになっているバステトだった。

「多分、なっちゃんはバステトと相あい性しようが良いはず。上う手まく媒ばい介かいとして使えば、いけると思う」

「……でも、そんな」

　知らず両手を合わせていた。悪あく魔ま二匹ひきに囲まれて、神に祈るというのもおかしな話だが。アイムを嫌きらう訳わけではない。けれど、なんだか、それをしてしまったら、戻れないものがあるような気が。

　いつか、イヴが指し摘てきしていた。不ふ必要なまでに敬けい虔けんだと。

　信しん仰こうに対して従じゆう順じゆんなのは、神に対する不ふ信しんの裏うら返がえし？　なまじ身み近ぢかに神を信じない人間がいるから？　自分もやっぱり兄に似ている？　相あい性しようが良いということは、つまりそういうことで。

「のんびりしている時間はないのよ妹さん」

　自らの身体からだを二つに分け、治ち療りよう台として九罰を乗せているブエルが言った。

「ディオニュシウスはまだ手て加か減げんしているわこれが一体どういうことだかわかっている？　毒どくを使っていないし同どう化かしてもいない本気になっていない何な故ぜかしらね？」

「え……」

「決まっているわグラシャラボラスをただ地じ獄ごくへ送り還かえすだけでは意味が無いからよだってあの背の奥には笹ささ崎ざき小こ波なみがいるんだものね？　このままではディオニュシウスはいずれ本気を出すわよそうなる前にあの魔ま犬けんの背中に声を届けられるのは一体誰だれかしら？」

　小波。

　臆おく病びようで引っこみ思じ案あんで、右足に悪魔の猛もう犬けんを飼う少女。ずっと気にかけていたことは認めよう。わざわざ屋や敷しきに来たのだって、兄はもちろん小波のことが心配だったからだ。どうして？

　自分と似ていたから？

「高いよ」

　アイムが呟つぶやくように言った。

「グラシャラボラスの背は、ちょっと高い。ここからじゃなにを言っても届くはずないね。ましてや、あのでっかい声に遮さえぎられちゃあね」

「あの魔ま犬けんの暴ぼう走そうはつまるところ笹ささ崎ざき小こ波なみの心しん情じようの問題よグラシャラボラスから主しゆ導どう権けんを取り戻せればそれでいい親しい人間の言葉なら響ひびくかもね？　私はそういった人にん情じようとか大だい嫌きらいなのだけど」

「ブエル一ひと言こと多い」

　神がお許しにはならないとか、背はい信しんであるとか、頭によぎったことはいくつかあった。

　地が震える。

　唸うなりながら前足を叩たたきつけるグラシャラボラスから、黒こく衣いのエクソシストは必ひつ死しで避よけていた。いや、必死に見えるのは、七な罪つみの視点だからか。彼にとってはそれほど厳きびしい避け方ではないのかもしれない。

　お手というにはあまりに凶きよう悪あくな前足の一いち撃げき。それでもディオニュシウスは反はん撃げきらしい反撃を行っていない。巨きよ大だいな翼つばさは、その大きさと羽う毛もうの密みつ度どを更さらに更に増していた。

　先ほどブエルが言っていた。あの犬が本気を出したとすれば、ここから街を粉こな々ごなにできると。

「……届きますか、あの場所に」

「いける。なっちゃんなら。懺ざん悔げの仕方なら後であの医い者しやにでも聞けばいいよ」

「わかりました」

　そうだ。あのディオニュシウスだって、エクソシストなのに悪あく魔ま使づかいなのだ。七罪がアイムの力を借りて悪い道どう理りは──いや、あるのかもしれないけど、でも。

　兄の気持ちが、今ならわかる。

「お願いします、アイム。代だい償しようは」

「悪いけど、買ったばっかの服もらうわよ。バステトっ！」

　バステトが舌したを出す。ドラムバッグに飛びついて、一ひと口くちで飲み込んだ。物理的に無む理りに思えるのに。白はく蛇じやの身体からだが一気に膨ふくれ上がる。

「あ、足りない」

「えっ」

「しゃあない、なっちゃん、着ている服も一いつ緒しよにもらうわよ！」

　着ていた服が一気に燃え上がる。身体を守るものがなにもなくて、でも寒くないのは、既すでにアイムが七罪の身体の中に入っていたからだった。心しん臓ぞうから、内ない臓ぞうから、こみあげる熱さが七罪を焼く。

　その熱さに耐えられなくて、七罪は思わず声をあげた。




　気き絶ぜつしていた時間は、五分もなかっただろう。

「動かないで嚙かみつくわよまあそのままでも嚙みつくのだけれど」

　言われなくとも動ける状態ではなかった。背中には冷たい感かん触しよく。四し肢しには硬い触しよく手しゆが巻きついている。九く罰ばつがなにか言う前に、ぐじゃりと手て首くび足首に鋭い痛みが走った。触手の先せん端たんが嚙みついてきた。

　目の前には、蒼そう白はくなブエルの顔。磔はりつけから解かれたブエルは、足を組んでプレートに腰をかけていた。看かん護ご服ふくのようにも、拘こう束そく具ぐのようにも見えるレザーは、嫌いやな滑なめらかさをともなっている。あまり看護されたいと思える姿すがた形かたちではなかった。

「な、僕、は……」

「気き絶ぜつしていたのね激しい運動の後だから無む理りもないけれど少しくらいは自愛なさい貴方あなたのような無む謀ぼうが多いと私たち医い者しやの負ふ担たんが増えるのよそうさながら大おお戦いくさの時のアイムのようにね？」

　平へい板ばんな口く調ちようが癇かんに障さわる。なにをされているのかと考える前に、じゅるるるるると気き味みの悪い音が響ひびいてなおさら背せ筋すじに悪お寒かんが走る。全身を舐なめしゃぶられているような錯さつ覚かく。

「毒どくを吸いだしているわ」

　ブエルが、やはり平板に告げた。声がプレートの反対側から聞こえているのだとようやく気付いた。
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「解げ毒どく剤ざいよりもっともっと効果的それとも気き色しよく悪い気き味みが悪い気持ち悪い？　拷ごう問もんと思うならそれはそれで良い気味だからしばらくその嫌けん悪お感かんを味わいなさいな」

　別に嫌いやではない、と九く罰ばつは呟つぶやいた。それに対してブエルはなにも言わなくて、なにを思ったのかもよくわからなかった。レザーに全身を覆おおわれた悪あく魔まは、その感情もなかなか表面化かさせないらしかった。チアノーゼの唇くちびるは、怖こわい笑い方のまま。

「私のプレートは治ち療りよう台だい」

　代わりに、どこか楽しげなつぶやきばかり。

「触しよく手しゆは薬を注ちゆう入にゆうし身体からだを切せつ開かいし触しよく診しんしあらゆる方法で傷と病やまいを取り除く」

「じゃ……その、女の身体からだは」

「これは本ほん体たいではないただの移い植しよく用ようよ欲しいなら身体を開いて好きな臓ぞう器きを持って行きなさい貴方に欠けつ損そんがあるとは思えないけれど心配しないですぐに再生するのだから」

　おぞましいことを、まるでパンでも食べろというように呟くブエルだった。内ない臓ぞうなどもらってもなんの役にも立たない九罰はただ呆ぼう然ぜんとするしかなかったのだが。そのままならばモデルにもなれそうな均きん整せいのとれた身体なのに、九罰はその身体のあちこちに穴が開いて内臓物ぶつが飛びだしてくる錯さつ覚かくを覚えた。

　そうまでしても、この悪あく魔まはきっと平へい然ぜんとしているのだろうけど。

「七な罪つみ、は……！」

「あそこに」

　触手の一本を使って方向を示すブエル。そこに、圧あつ倒とう的てきな存在感かんを放つ妹の姿すがたを見つけた。

　宙に浮かぶ、炎ほのおだと思った。

　白い髪かみ。アイムと同どう化かした九罰と同じ、白はく髪はつ。髪も長く伸びていて、腰まである。後ろで束たばねたテールは更さらに長く伸びていて、しかも途と中ちゆうから髪が燃え盛る炎に変わっている。髪が変化した炎が、七罪の身体を足あし元もとから巻きつくように覆おおっていて、そこで九罰はようやく、七罪がなにも身にまとっておらず、炎の衣ころもで素す肌はだを隠かくしていることに気付いた。

　そして、背中。

　背から生はえていたのは、夜の闇やみを明るく照らす炎の翼つばさだった。

　天てん使しみたいだ、と九罰は思った。




「飛んで……る？」

　熱い。快い熱さが心しん臓ぞうから沸わきだしていた。その熱さに身を任せるだけで、既すでに七罪の身体は浮いていた。グラシャラボラスの頭部と同じくらいの高さ。数字にすれば五メートルほどか。

『やっぱりなっちゃん、バステトと相あい性しようがいいね！　蛇へびは嫉しつ妬との象しよう徴ちよう。なっちゃんとの相性がいいのも当然かー』

「なっ……」

『なにに嫉しつ妬としてたの？　クバツ？　アタシ？　イヴ？　小こ波なみ？　それとも全部？　なにが羨うらやましかったの？　ねぇ、アタシと同どう化かして、それはもう得られたの？』

　耳みみ元もとでの悪あく魔まの囁ささやきが、七な罪つみの頰ほおを紅こう潮ちようさせる。そうだ、何度も習った。楽園の始し祖そを追放させた蛇へびの囁き。罪を犯すため誘ゆう惑わくする、悪魔の呟つぶやきで。心の中は全すべて見み透すかされている。当然だ、今、七罪とアイムは一つなのだから。

『──なんてね。噓うそ。冗じよう談だん』

「か、からかわないでください……っ！」

『からかってないよ。そうだねー。アタシ的には癪しやくなんだけど、蛇にはもう一つの意味がある。マジ忌いま々いましい天てん使しどもの最高位い。燃え盛る蛇ネハシム・セラフイムを源げん流りゆうに持つ、炎ほのおの天使の熾天使セラフイム。なっちゃんにはそっちの意味づけのほうが相応ふさわしいんじゃないの？』

　天使の名前を呼ぶ時のアイムが本当に憎にく々にくしげで、思わず七罪は笑ってしまった。

　グラシャラボラスは、突とつ如じよ出現した炎の塊かたまりに対して警けい戒かいの視線を向けている。それもまあ当然だろう。獣けものが炎に対して警戒しないはずがないのだから。けれど七罪が目を向けていたのは、牙きばを剝むく猛もう犬けんではなかった。

　その背中にいる、笹ささ崎ざき小波。

『のんびり話してらんないか──来るわよッ！』
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　目の前の存在を敵と認にん識しきして、野や生せいだらけの猛もう犬けんが口を開く。

　その口こう腔こうに収まる前に、七な罪つみは翼つばさをはためかせた。超ちよう高こう熱ねつが空気を揺らがせ膨ぼう張ちようさせる。翼の機き能のうはブースターと同じ。ガスと高熱を任にん意いの方向へと放出して、七罪の身体からだに俊しゆん敏びんな機き動どうを約束させる。

　高速だった。三次元の機動は、グラシャラボラスの顎あごよりも遥かに。

『いよっし！　クバツじゃこれはできないからね！　なっちゃん、どんどん行って！』

「は、はい！」

　どんどん行けと言われても、具体的にどうすればいいのかわからなかった。横へ回りこもうとする七罪に対して、グラシャラボラスは俊しゆん敏びんな動作で首を振り向けてくる。天てん使しになぞらえるならば誇らしい、炎ほのおの翼があるにはあるが、七罪自じ身しんは徒と手しゆ空くう拳けんだ。

　どうしたものか。

「え、えっと、えっと──お、お手！」

『はえ!?』

　空中で腕を伸ばす七罪。アイムは変な声をあげるが、七罪には考えがあった。言葉を理解したわけでもなかろうが、グラシャラボラスはひと声こえ鳴いて、その前足を七罪へ叩たたきつけようとする。軽い家か屋おくくらいなら粉ふん砕さいできそうな一いち撃げきだった。

　それを軽くいなし、七罪は高度をあげた。前足を突きだした地面は抉えぐられているが、逆にそのせいでグラシャラボラスが前ぜん半はん身しんを下げている。この状態ならば、簡単に背中に辿たどりつくことが。

　魔ま犬けんの遠とお吠ぼえが、来た。

「ひっ……！」

　肌はだにびりびりと当たる、咆ほう哮こう。あくまで牽けん制せい程てい度どの威い力りよくしかないので助かったが、それでも空中の機動は制限され、七罪の身体は押しのけられた。あれが、本ほん気きであったら。空中分ぶん解かいする自分を想そう像ぞうして、七罪は青ざめた。

　ここで自分がやらなくては、屋や敷しきはおろか街だって危ないというのに。

『あーあー……』

「す、すみません、アイム。もう一度……」

『いやー、ダメでしょー。耳みみ栓せんでもしない限りは。や、そんなもんじゃもうなんの意味もないかな？　共きよう振しんで内ない臓ぞう潰つぶせる声に対たい処しよ法なんて……』

　せっかく同どう化かしたのに、使いこなせていないのは明白だった。ごうごうと燃え盛る炎の翼も、たとえ機動力りよくは高くても、巨きよ大だいな咆哮にはどうしようも。

「なんだもう諦あきらめるのか、小こ娘むすめが」

　足あし元もとから聞こえたのは、兄をぼろぼろにしたエクソシストの声だった。兄を痛めつけ、でも七罪のことは治ち療りようして、口はとても悪くて、なのに重じゆう傷しようを負っているはずで、そして今はこうして戦ってくれていて、正直、よくわからない。

「犬は俺おれがひきつけられても、それだけではどうしようもないぞ、臆おく病びよう者ものが。ヤツの背に辿たどりつけるのはお前だけだ。街を守りたくば、兄のように戦せん線せん離り脱だつせんことだな」

「で、でも……」

「俺は飛べんと言っているだろうが、小こ娘むすめが！　毒どくを使って笹ささ崎ざき小こ波なみをも殺させたいのか！　それが嫌いやだと言ったのは貴き様さまだぞ遠とお野の七な罪つみ。自分の言げん動どうには責任を持て。天てん使しを騙かたるならやってみせろ。俺たちのような聖せい職しよく者しやは、天の救いを待つしかない。貴様に頼るしかないとどうしてわからん！」

　苦にが々にがしい顔つきで、お前だけが頼りだとディオニュシウスは言った。

　それでも動けない七罪を見て、いい加か減げん焦じれたのだろうか。煙草たばこを嚙かみつぶしながら、ディオニュシウスが言う。

「歌ってみたらどうだ」

　ディオニュシウスはメスを取りだす。グラシャラボラスは七罪とエクソシスト、どちらに対して攻こう撃げきを加えようか迷っている様よう子すだ。無む差さ別べつに虐ぎやく殺さつするという、凶きよう悪あくな性格はどこに行ったのか。

　それとも、違うのだろうか。

　今は攻撃するのではなく、なにか別の事を考えているのか？

「歌うって……」

「聖せい歌か隊たいなのだろう、小娘が。熾天使セラフイムといえば三聖頌トリスアギオンだろう。まあサンクトゥスでもいいが、いずれにしても神を讃たたえる天の御み使つかいだ。歌って悪いこともあるまい。悪あく魔ま！　聖歌を増ぞう幅ふくすれば咆ほう哮こうも防げるかもしれんぞ！」

「わ、わかりました」

　相手がエクソシストだからか、割と素直に七罪は頷うなずいた。アイムが心しん中ちゆうで『うげぇ……』とか言っているのは、やっぱり同どう化かした状態で聖歌なんか歌われたくない、ということなのだろうか。でも、アイムが嫌がるのならば、もしかしてグラシャラボラスにも、効果があるかも。

「俺がひきつけておくぞ、偽にせ天てん使しが。貴様は背中の笹崎小波にまで飛べ！」

　息を吸う。

　歌は好きだから。今は天にまします我らの神に届かなくても良い。ただ、巨きよ大だいな猛もう犬けんの背、そこで眠っている友人にまで届けばいい。オルガンの伴ばん奏そうもない中で、七罪は炎ほのおの翼つばさをはためかせ、その小さな口を開いた。




「う、歌……？」

　ぼうっとした頭に響ひびいてきた歌声に、九く罰ばつは目を開けた。七罪の歌声だというのはわかる。そういえば聖歌は聞いたことがなかったと思いだした。ずっと逃げていたのだから当然なのだったが。

「妹さんが歌っているようねあまり上じよう手ずではないのかしらちょっと外れているけれど」

「元気の良さだけでパートリーダーになれたとか……自分で笑っていたけど」

「そうなの本人が言うならきっとそうなのでしょう」

　毒どくを吸いだす作業はまだ終わっていない。ブエルの言げんによれば、血も一いつ緒しよに抜いているのだという。もちろんその量は加か減げんされているのだろうが、意識が断だん続ぞく的てきに消えるのは毒のせいか、それとも採血のせいか。

　歌声は、かなりの声を持っている。全体的に身しん体たい能力が向上する同どう化か状態なら、声せい帯たいも肺はい活かつ量りようも通常の比ではあるまい。叫ぶというわけではないけれど、澄すんだ空気を切り裂さく声は、よく通る天てん上じようの声。

「七な罪つみ、戦って……？」

「戦ってるというのかしら炎ほのおの翼つばさは確かにかっこいいけれど私にはグラシャラボラスの回りをちょっとばかり派は手でなハエが飛びまわっているだけのようにも見えるわねただあの聖せい歌かは効果的」

「ケガは……」

「動きは機き敏びんよまあケガらしいケガを負っているとは言えないでしょうね出で番ばんがなくてちょっと残念」

　九く罰ばつは、夜の闇やみを彩いろどる真しん紅くのシルエットを見た。熱はここまで届くほどのものだが、おそらく七罪本ほん人にんは熱さなど感じていないだろう。

「なんで歌ってる……の」

「ディオニュシウスのアドバイスよ基本的に音楽は娯ご楽らくだし緊きん張ちよう感を緩ませる効果もあるまあ精神安あん定ていでしょう同化の時の緊張をほぐしたりとかねでももっともっと実際的な効果があるわよ御ご覧らんなさい」

　グラシャラボラスが、またその頭部を天に向けた。

　猛もう犬けんの吼ほえる声。全すべてを震わせ自じ壊かいさせる共きよう振しんの声。そうだ、グラシャラボラスにはあの必ひつ殺さつがある。銃じゆう弾だんも届かないような遠えん距離へと放つ、轟ごう音おん。人を殺す遠とお吠ぼえが。

　でも。

　九罰には、犬の鳴き声なんて聞こえなかった。

「え……」

　ただただ聞こえるのは、そういえば初めて聞く妹の歌声。

「そう波は逆ぎやく位い相そうの波長で打ち消せるのまああれだけの攻こう撃げき力りよくを誇る音おん波ぱを完全に相そう殺さいするのは無む理りでしょうけれどね？　でも減げん衰すいさせることは十分可能よだって同化した妹さんの声に重ねてアイムの高こう熱ねつによる空気の揺らぎも加えているのだもの」

「そんなこと……できるの」

「できるもなにも実際にやっているじゃないあの炎ほのおの悪あく魔まはまあ一いつ歩ぽ間違って食らってしまえばあの至し近きん距離だもの死ぬかも知れないわグラシャラボラスの音おん波ぱ兵へい器きぶりはもうかなり完成しているしね」

　ブエルは動けない九く罰ばつの代わりに、的てき確かくに概がい説せつしてくれる。戦うとはそういうことだ。頭でわかってはいても、やはり七な罪つみが心配であることに変わりはない。

「それにもう一つこれを聞いているであろう笹ささ崎ざき小こ波なみにも効果はあるの」

「こ、小波さん、起きてるの？」

「いいえここから見る限り意識はないわねでもグラシャラボラスの耳はちゃんとあの子の歌をとらえているはず基本的に一個の生物なのだからグラシャラボラスの聞いた音はたとえ眠っていても笹崎小波にまで届くでしょうね」

　この言葉を聞いている限り、ブエルはどちらかといえば医い者しやというよりカウンセラーのように思えた。異い形ぎようの悪あく魔まは自らの身体からだを用いて患かん者じやの治ち療りよう。他方、人間の医者は聖せい具ぐを片手に悪魔と激げき突とつしている。つくづく、医者らしくないコンビだと思った。

「ディオニュシウスが誰だれかと協力するとか、ましてや人を頼るなんてね」

「え……？」

「基本的に単たん独どく行動が好きなのよあの男は今まで見ていてそうは思わなかった？　孤こ独どくと自立が大好きで逆にみんなでなにかするなんて吐き気がするほど忌いみ嫌きらうの私に言わせれば年ねん齢れい不ふ相そう応おうの子供にしか見えないわ私の力を借りて生き永らえている頃から心の成長も止まってしまったのかもしれないわね」

　自分の相あい棒ぼうを嘲あざけるように笑う。でもその嘲ちよう笑しようにはいくらかの親しみもこめられているような気がした。悪魔から見れば、それはまあ、百年生いきた人間だって子どもに見えるのかもしれないけど。

「でもあの男に考え方の変化が起きたのはそれこそ貴方あなたに感化されたからなのかもしれないわね？　まあ自分の考えなしの行動でここまで大おお事ごとになってしまったという負い目ももちろんあるのでしょうけれど」

　この医い療りようの悪魔の真意が、九罰にはわからなかった。

　ただただディオニュシウスに付き従っているわけではないだろう。それは小波を連れ去ろうと思えばできたのに、わざわざ再さい戦せんの機き会かいを与えたという点からもすぐわかる。では、一体、ブエルはなにを考えて。

「小波さん、を……」

「なにかしらヘタレな遠とお野の九罰くん」

「小波さんをさ、連れて行って、どうするつもりなの。治療とか言っているけど、まだ具体的な話は聞いていない。ていうか、治療も結局はできないんでしょ。じゃあ、なんであそこまでこだわるの」

　事あるごとに挟まれる毒どく舌ぜつにうんざりした。なるほどこんなのと数十年も付き合っていれば、それは性格も歪ゆがむだろうなと思った。

「まだ私の代だい償しようを話していなかったわね」

　聞かれた事には答えてくれないらしい。ブエルの表情は隠かくれて読み取れない。代わりにぞわぞわと蠢うごめく触しよく手しゆが、彼女の心しん情じようを代だい弁べんしているかのようだった。

「私の代償は死体いいえアイムのごとく魂たましいを欲するわけではないのよ？　もはや魂の抜けた新しん陳ちん代たい謝しやを行わない肉の塊かたまりがあればそれでいいのだから今はディオニュシウスそのものが代償よ様々な医い療りよう技術で強ごう引いんに生かしているだけの動く死体がね」

「…………それで」

「ええそれでね？　では一体最さい初しよに私を呼びだしたディオニュシウスは私に誰だれの死体を捧ささげてくれたのだと思う？　その頃はまだディオニュシウスは若くてもちろん今みたいな動く死体ではなかったというのに」

　炎ほのおの翼つばさは、闇やみを巡る。

　攻こう撃げきらしい攻撃はしていない。グラシャラボラスは燃え盛る天てん使しよりも、足あし元もとでちょろちょろと走るディオニュシウスのほうが邪じや魔まだと判はん断だんしたらしい。強きよう靭じんな顎あごでもって、ディオニュシウスを狙ねらうのだが、逆にそのせいで七な罪つみに背に潜もぐりこまれる。

　聖せい歌かがあっても、やはり至し近きん距離。強きよう烈れつな咆ほう哮こうを完全に無む効こう化かするには至っていないらしかった。苦しげに七罪の顔が歪ゆがんでいるのは、音おん波ぱをその身に受けたからか。

「家族だったの」

「…………」

「私に最初に捧ささげられたのは奥さんと娘むすめさんの死体でね？　私は特になにも聞かなかったわ聞く気もなくてただでさえ陰いん鬱うつなあの男にどんな陰いん惨さんな不幸が襲おそったのかなんてことにも興きよう味みはなくて私はホルマリン漬づけで長い間そのままだったのであろうディオニュシウスの家族の死体を遠えん慮りよなく代償として受け取ったわ」

　聞きたくない、と九く罰ばつは思った。嫌いやな話だ。イヴの過去と同じくらい。具体的になにがあったのかとか、九罰だって聞きたくはなかった。医い者しやなのに家族を助けられなかった男の苦く悩のうも、知りたくない。

　家族の遺い骸がいを悪あく魔まに捧げるなんて、そんな思し考こうに至った過か程ていも。

「悪魔の力を借りてまでも助けられない患かん者じやがいるだなんてきっとディオニュシウスは思いもしなかったでしょうねでもだからこそあそこまで必ひつ死しになってるのよ助けられなかったら捧げてしまった家族の死体が無む駄だになってしまうとでも思っているのかしらね？」

「…………お前さ」

　触しよく手しゆに嚙かみつかれながら、九罰は治ち療りよう台だいに対して言った。

「楽しんでる？　ディオニュシウスを見て」

「さあてどう思う？　神になりたいというより神にならざるを得なかった悪あく魔ま医い者しやの傲ごう慢まんを楽しむのは悪魔に相応ふさわしいことだと思うけれど貴方あなたの大好きな炎ほのおの悪魔だって内ない心しんではなにを考えているかわからないわよ？」

「…………」

　大だい分ぶ気分が楽になってきた。偽ぎ悪あくを装いながら、しかし治ち療りようは完かん璧ぺきらしい。このブエルという悪魔がまだよくわからない。ディオニュシウスならば少しは理解できるのだろうか。

　青白い唇くちびるから笑えみが消えている。いつの間にか彼女は、装う事を止めていたらしい。

「だからなにがあっても最後までやり通すでしょうねあの男はでも今回ばかりは人の心なんてわからないディオニュシウスには少し荷が重いかしら」

「大だい丈じよう夫ぶ、だと思うよ。七な罪つみがいるし」

「シスコンもほどほどにしておきなさい」

　会って間もないはずのブエルにまでシスコンと呼ばれ、九く罰ばつはさすがに口を閉じる。

　グラシャラボラス。屋や敷しきの前で暴れる猛もう犬けん。アイムに匹ひつ敵てきするという破は壊かいの権ごん化げ。

　なら、おかしいのだ。アイムと並び立つならば、グラシャラボラスのやってることは全くおかしい。だって、アイムはもっと強いから。本ほん気きを出せば、この屋敷ごと灰にできるはずだ。九罰と同どう化かしている時だって、本来のアイムからすれば手て加か減げんしているくらいだろう。

　だから、グラシャラボラスも、本気ではない。

　いや、本気ではないというのは少し違うのかもしれない。要は暴ぼう走そうしているわけではないのだ。辺り構わず破は壊かいしようとしているのならば、被ひ害がいはこんなものでは収まらないはずだから。ただの暴走ではなく、グラシャラボラスなりに考えがあるのだ。

　アイムがそのことに気付いていれば、突とつ破ぱ口こうも開けるかもしれないと思った。




　一方、アイムは焦じれていた。

　七罪と同化したはいいものの、彼女はグラシャラボラスの周りを飛び回っているだけだ。おまけに鬱うつ陶とうしい聖せい歌かなどを口にしている。いや、聖歌ごときでどうにかなるほどアイムは脆ぜい弱じやくな悪魔ではないけれど、だからといって不ふ快かいなことには変わりがない。

　ましてやこの聖歌が、グラシャラボラスの咆ほう哮こうをかき消すのに重要なのだから、やめろとはとても言えなかった。だが。

『ちょっとぉ、なっちゃん！　こっちから攻こう撃げきもしないと！』

「なに言ってるんですかアイム！　小こ波なみさんが火傷やけどしたらどうするんですか！」

『ちょ、お人よしもほどほどに────右っ！』

　アイムの指し示じで、七罪はグラシャラボラスの前足をかいくぐる。翼つばさの扱いには大分慣れてきたようだったが、こちらから手を出せないので、アイムには苛いら立だちが溜たまるばかりだった。

　火か炎えん球きゆうの放ほう出しゆつ、高こう熱ねつの空気による疲ひ弊へいなど、使用しようと思えば、今の七罪の形けい態たいでも武ぶ器きはたくさんある。代だい償しようだって、七な罪つみのお気に入りの服を何枚も犠ぎ牲せいにした。戦うには十分、ではあるのだが。

　肝かん心じんの七罪が。

「くっ……やっぱり……」

『だーかーら！　ちょっとは炎ほのおをどかーんってやって燃やしてかないとぉ！』

　七罪は聞いてくれない。九く罰ばつはもっと素直にアイムの言う事を聞いてくれるのに。

　聖なるかなサンクトウス、と一いち連れんの旋せん律りつを繰り返す七罪は、いつの間に非ひ暴ぼう力りよく主義者になったのだろうか。

　炎ほのおの翼つばさと天てん使しの歌声をもってしても、グラシャラボラスの背には辿たどりつけない。

　なにしろグラシャラボラスの大きさが尋じん常じようではないのだ。四し肢しで素早く動く猛もう犬けんは、七罪たちを振り回す。足あし元もとのディオニュシウスはメスを投げつけて攻こう撃げきしているが、やはり効果はない。陽よう動どう以上の仕事はしていない。

　グラシャラボラスの咆哮に幾いく度どとなく追い返され、それでも背中を目指し飛ぶ七罪。

「どうしよう、全然、小こ波なみさんに近づけない……！」

『違う違うなっちゃん。近づけないんじゃなく、近づけてない。グラシャラボラスは暴あばれてるんじゃないの。ただ自分の身を守っているだけ。それがちょーっと過か剰じようなだけよ』

「えっ、アイム、それってどういう……」

　七罪はそもそも戦せん闘とうに慣れていない。アイムに問い返した時に、思わずその空中で静せい止ししてしまった。アイムはすぐに警けい告こくするが、その前に。

　グラシャラボラスの巨きよ大だいな顎あごが、目の前にまで迫っていた。

「あ……」

　炎の塊かたまりであるような今の七罪とて、構わず飲みこもうとするかのような、大おお顎。咄とつ嗟さに翼から高こう熱ねつを噴ふきだし、離り脱だつを試みる。だが、高熱の空気を噴ふん射しやするよりも、牙きばがずらりとならんだ口が閉じられるほうが早いだろうと思った。

　七罪が目を閉じる。悲鳴をあげないのはさすがだ。

　だが、アイムには確信があった。きっとこの目の前の牙は、七罪に届かない。

『なっちゃん、上に！』

「え、は、はい！」

　翼のブースターを加か速そくさせる。目前まで迫った大顎は、なにかに遮さえぎられたように後こう退たいする。ぎゃうんという、犬の悲鳴が聞こえた。グラシャラボラスの声。

「えっと、なんで……」

『なっちゃん、考えるのは後、背中に！』

「は、はい！」

　目を閉じていた七罪は、グラシャラボラスの顔面、目に突き刺さる紙し片へんには気付かなかったかもしれない。アイムはしっかり、森から飛ひ来らいする紙し片へんを視し界かいに収めていたのだけれど。

　グラシャラボラスが動どう揺ようしているうちに、七な罪つみは翼つばさを広げて飛び立つ。グラシャラボラスの背中に、小さな黒い影が見えた。巨きよ大だい化かした右足に比してあまりにも小さな笹ささ崎ざき小こ波なみの姿すがた。

『なっちゃん！　歌ったままでいいから聞いて！』

　聖なるかなサンクトウス、聖なるかなサンクトウス、聖なるかなサンクトウス──ミサでも用いられる忌いま々いましい三聖頌トリスアギオンでもって、七罪は飛ぶ。神を讃たたえる天てん使しの歌声でも、七罪の背に生はえるのは悪あく魔まによる炎ほのおの翼。咆ほう哮こうを、計算と理り論ろんによる逆ぎやく位い相そうの音おん波ぱで打ち消して、更さらに七罪は声を張り上げる。

『グラシャラボラスは、これ、結けつ構こう大人おとなしい！　残ざん虐ぎやく、虐ぎやく殺さつ、暴ぼう虐ぎやく、そんな特とく性せいが全然発はつ揮きされてない！　これはなにかを守ってる！』

　巨大な魔ま犬けんによるタックルを、七罪はかいくぐるようにかわす。翼の扱いだけならばもうかなりのものだ。やはり、同どう化かに関してはそれなりの才能があるのかもしれない。

（なにかを守る……小波さんを？）

　七罪の心の声がそのまま伝わってくる。心しん中ちゆうのみでのコミュニケーションは、時間にすれば一秒もかかっていない。

『合ってるけど、ちょっと違うかなー。だってグラシャラボラスが、陰いん惨さんと暴力の代だい名めい詞しが、なにかを守るなんて人間みたいなことするはずないもの。グラシャラボラスが守っているのは自分自じ身しん、怯おびえていて、怖こわがっていて、だからその原因を排はい除じよしようとしている！　自己防ぼう衛えいよ！』
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　問題の答えは、簡単。結局のところ、笹ささ崎ざき小こ波なみとグラシャラボラスはどうあっても不ふ可か分ぶんであるという、ただそれだけのことなのだ。

『っても、グラシャラボラスが怖こわがるかなぁ？　目の前で悪あく魔ま使づかいとエクソシストがぶつかってもさぁ、ここまで警けい戒かいするのはちょっとおかしいような』

（それは……多分違ちがう。怖がっていたのは、きっと小波さんです！）

『あ、そかそか。小波の感情を自分のものだと勘かん違ちがいしてるんだ。無む駄だに怖がりな小波の感情が流れこめば、さすがのグラシャラボラスだって守りに入る。ううん、守りに入ってるのは小波かな。だからグラシャラボラスが代わりに出てる』

（怯おびえている小波さんの代わりに……）

『怖がっている自分自身を守るために』

　もう小波の姿すがたはそこに見える。話しかければ届くだろうか。この歌声は、小波に届いているのだろうか。七な罪つみの三聖頌トリスアギオンは、炎ほのおによる発はつ光こうで鮮あざやかに飾られている。七罪だけ、見えぬ天からのスポットライトを浴びているかのように。

　そのイメージが不ふ快かいであると同時に、七罪が対たい象しようならそれもやむなしとも思える。我ながら調子がいいな、とアイムは思った。

『もう大だい丈じよう夫ぶだって教えてあげればいい！　小波は気を失ってるんじゃない！　怖い事こと全部グラシャラボラスに押しつけてるだけだよ！』

　それができるならさぞ便利だろうが、しかしグラシャラボラスにとってはたまったものではないだろう。いや、それとも、グラシャラボラスにとっては苦ではないのか。小波の心だって、今はグラシャラボラスの物なのだから。

　小波だグラシャラボラスだと、分けて考えるから混こん乱らんするのだろうか。イヴに手を出さなかったのもきっとその辺りが理由で、結局は一人（一匹ぴき？）の生物であることには違いない。

　七罪は、グラシャラボラスの側面を滑すべるように飛ぶ。あと少し高度をあげれば小波に辿たどりつけるだろう。だが、多分この猛もう犬けんは、今はなにも小波には近づけさせないはずだ。次に来る攻こう撃げきはタックルか、それとも。

　グラシャラボラスの巨きよ大だいな翼つばさが、ばさりとはためいた。

「ッ！」

『なっちゃん、横、飛んで！』

　アイムが叫ぶが間に合わない。

　進しん路ろを巨大な翼によって遮さえぎられて、七罪の動きが止まる。渦うず巻まき模も様ようの羽う毛もうが、咆ほう哮こうを増ぞう幅ふくする破は壊かい兵へい器きが、目の前に。銃じゆうを突きつけられるより遥かに怖おそろしい。

『ダメ、なっちゃん、避よけてッ！』

　警けい告こくは間に合わない。七罪は大きく息を吸った。

　グラシャラボラスが吼ほえる。全身に走る衝しよう撃げき。咄とつ嗟さに放った歌声で、どれだけ相そう殺さいできただろう。グラシャラボラスと張り合える歌声でも、不ふ意い打うちへの対たい処しよは難しかった。音を相殺するには、その波は長ちようや波は形けいを計算して、同じくらいの声を出さねばならない。アイムのサポートがあったとしても。

　身体からだに深しん刻こくなダメージは、ない。

　だが、至し近きん距離で叩たたきつけられた咆ほう哮こうは、七な罪つみの姿し勢せいをいとも容易たやすく崩くずした。飛行という、繊せん細さいな大気との交こう渉しようは、そんな横なぎの一いち撃げきで脆もろくも崩くずれ去る。

　姿し勢せいの制せい御ぎよを失ったと気付いた時には、もう七罪は落ちている。高いと言っても五メートルくらい。重じゆう力りよくに引きずられれば、その高度は無いに等しい。そして無いに等しい距離でも、華きや奢しやな少女に自由落下の衝撃は強すぎる。

　七罪の悲鳴も、竜たつ巻まきにかき消される。

　アイムが渾こん身しんの力で出力を上げたが、それでも姿勢制御は間に合わず、もう地面はすぐそこだった。

「手て間まをかけさせるな！」

　衝撃は、思ったほどは、ない。

「小こ娘むすめが……！」

　肉の焼ける音が、した。

　ディオニュシウスが、苦にが々にがしい表情でそこにはいた。両手で七罪を抱えている。全身火ひの玉たまも同どう義ぎの七罪を。普通の人間であれば熱さで触れられもしないはずだが、ディオニュシウスは冷たい表情で見下ろしていた。

「この身体はある程てい度ど替えがきく──なんだその顔は。とっとと行け！」

「は、はい、ありがとうございます！」

　黒こく衣いの医い者しやは、七罪を投げ捨てるように下ろした。両腕からは黒こく煙えんが上っている。胸の火傷やけどともども、普通の人間であれば十分な致ち命めい傷しようだが、あの生ける屍しかばねにとっては、まだまだ許きよ容よう範はん囲い内のダメージらしかった。

　再び、七罪は高度をあげる。頭上に待っているのは音で殺す羽う毛もうのスピーカー。その両りよう翼よくに守られた先に、笹ささ崎ざき小こ波なみがいるのだ。

『ねえなっちゃん、やっぱ攻こう撃げきするつもりはないよね、あの翼つばさ切り落とすとか』

「そんなことできません！」

『はぁ……もうなんか、イライラ通り越して諦あきらめの境きよう地ちよこっちは。しゃあない。飛ぶだけ飛んでみるか！』

「はい！」

　グラシャラボラスの咆哮は、今アイムが計算した。

　だったらやり方はいくらでもある。七罪もグラシャラボラスに負けじと、背の翼をひろげた。まとう炎ほのおがその激しさを増す。全身に高こう熱ねつをまとって、そしてそのまま、飛び立った。

　魔ま犬けんが、何度めかの咆ほう哮こう。

　七な罪つみは耳を押さえて、代わりに三聖頌トリスアギオンを独どく唱しようする。グラシャラボラスの咆哮を完全に打ち消した。一度食くらってしまえば同じ位い相そうの音を生せい成せいできる。戦せん闘とう狂きように見えてそれだけではない、計算高だかいアイムのサポートがあればこそ。

　だからこそ、反はん撃げきできる。

『いい加か減げんにしろってのこンのバカ犬────ッ！』

　七罪の周囲が、更さらに更にその温度を上げた。

　今度は七罪の、炎の翼つばさが空を打つ。大気は過か熱ねつして揺らぐ。

　グラシャラボラスが負けじと咆哮を張り上げても、直線で進む炎の鳥は歪ゆがまなかった。

　局きよく所しよ的な乱らん気き流りゆう。アイムによる超ちよう高こう熱ねつが気温偏へん差さを発はつ生せいさせて、七罪の周囲の空気を不ふ規則に歪ませていた。七罪自じ体たいが竜たつ巻まきになったようなものだ。そこへ来て熱ねつ唱しようされる聖せい歌かは、グラシャラボラスの声すらも跳ねのけた。

　歌声が届く。

　手を伸ばした先に、小こ波なみの姿すがたがあった。




　あれだけ暴あばれていたグラシャラボラスの動きが、止まった。

「……あっさり」

「あらあら驚いたわもっと手こずるものかと思っていたのだけれど」

　七罪が小波まで届いた瞬しゆん間かんに、もう決けつ着ちやくはついていたようなものだった。七罪はグラシャラボラスの背中にまたがって、小波にとうとうと語りかけている。なにを話しているか、九く罰ばつの位置からは聞こえないけど。

　みるみるグラシャラボラスが大人おとなしくなっていくのはわかった。剝むきだしの牙きばは口の中に囲われ、前まえ足あしを折りたたんでその場に跪ひざまずく。大きさはまだ変わらないが、もうなんだか眠そうなだけの普通のドーベルマンだった。

「ふん、ものは言いようだな。ガキのほうがよっぽど頭が柔らかい」

　黒こく衣いがぼろぼろのディオニュシウスが、治ち療りよう台だいまで近づいてきた。胸のみならず、両腕うでまで酷ひどい火傷やけどだが、ディオニュシウスは平へい然ぜんとしている。こんな化ばけ物ものと争っていたのかと、九罰はさすがに呆あきれてしまった。

「あの子はなんと説せつ得とくしたの？」

「外は怖こわくない。怖い時はグラシャラボラスが守ってくれる、とさ。笹ささ崎ざき小波にとっても、あの駄だ犬けんは己おのれの一部だったんだ。迷めい惑わくな右足ではあっても、まさか自分を助けてくれるなどとは思いもしなかったのかもしれんな」

「でも守っていた」

「くっついている内はな。分ぶん離りしてしまえば、グラシャラボラスは小こ波なみのことなど見向きもせんだろう。殲せん滅めつと殺さつ戮りくの悪あく魔まに情なさけなどない」

　だが、あの右足は屋や敷しきの代わりに小こ娘むすめを守るだろう、とディオニュシウスは言った。

　ディオニュシウスはまだ小波を連れていく気でいる。でも、今なら小波の説せつ得とくもできる気がした。きっとわからない、なんて答えは出さないだろう。

「貴方あなたが強ごう引いんに力ちから技わざで連れていこうとするからあの子に精神的にストレスを与えてしまったのよ自覚している？　これからはもっと穏おん便びんなやり方をなさいな」

「うるさい悪あく魔まが。貴き様さま、その小こ僧ぞうの治ち療りようばかりして見ているだけだったな。少しは俺おれを手伝おうとは思わなかったのか」

「荒あら事ごとは嫌きらいなのそれに目の前に要よう救きゆう助じよ者しやがいたのだからそちらを優ゆう先せんするのが医い者しやとしての務めでしょう」

　口うるさい二人に挟まれて、九く罰ばつは苦く笑しようした。ふと見れば、グラシャラボラスは元の大きさに戻っている。小波はぼけっとした表情で、天てん使しみたいな七な罪つみを見つめていた。神はともかく、今なら九罰も、天使くらいなら信じてもいい気分だった。

「あの屋敷の主人と、あと同どう化かした小娘か。後こう遺い症しようが無いか見てくる。貴様も、もう毒どくは吸いだしたのだろう。さっさと失うせろ」

「いいえまだよこの子の血美お味いしいのだもの」

「吸いつくされるぞ、小僧が」

　慌あわてて触しよく手しゆを振り払う九罰だった。ブエルの淡たん々たんとした口く調ちようでは冗じよう談だんか噓うそかわからない。もぞもぞと無む数すうの触手が蠕ぜん動どうして、九罰の身を解放してくれる。

「……いいとこ取られちゃったな、七な罪つみに」

「なにぼうっとしているの同どう化かを解いたら妹さん全ぜん裸らよなにか羽は織おらせてあげなさい」

　それはマズい。迂う闊かつに見てしまったらまた鈍どん器きで叩たたかれてしまう。

　九罰は慌てて上着を脱いで、七罪のところまで駆かけ寄った。ごうごうと燃える炎ほのおの翼つばさは眩まぶしくて直視できない。目め線せんを逸そらすと、地面に落ちている一枚の紙が目に入った。七罪の危き機きを助けてくれた一枚のページ。

　見み覚おぼえがあった。




「よろしいのですか、羽は堂どうさん」

「なにがァ？」

「私の武ぶ器きを、羽堂さんの風で加か速そくさせて射しや出しゆつしました。あれがなければ遠とお野の七罪さんは今いま頃ごろ悪魔の腹の中でしょう。非常に遺い憾かんですが、以い心しん伝でん心しんの連れん携けいだったと思います。お二人に挨あい拶さつなど」

「いらねェいらねェ」

　羽は堂どうは手を振る。当とう初しよは小こ競ぜり合いを行っていた二人だったが、巨きよ大だいなグラシャラボラスが現れて状況は一いつ変ぺんした。いつかと同じように、敵てき対たい関係から即そく座ざの協きよう力りよく関係を結んでの、共きよう闘とう。

　とはいえ、二人がやったのは助すけ太だ刀ち以上のものではない。燐りんはそのまま羽堂が去ろうとしていることに疑問を持った。

「こッちにャもう戦う理由はねェ。燐ちャんもあの医い者しやのオッサンに用があんだろォ？　さッさと行ッてやれやァ。それともまだなんかあんのかァ？」

「いえ……ですからその、九く罰ばつさんになにも言わずに、有う耶や無む耶やになさるのかと」

「だッて言うことなんかねェもんよォ。遠とお野のだッてわざわざ俺おれが出て行ッて助けてあげましたなんつッたッて困るだろォし。いーんだよどうせ俺がいたことは気付かれてんだからァ」

　飄ひよう々ひようとした態度。先ほどまで燐と戦っていたフォラスも、今は羽堂の後ろにくっついている。邪じや魔まをしてきたかと思えばあっさりと退ひく。その気まぐれぶりは相変わらず訳わけがわからなかった。

「邪魔して悪かッたなァ。もう決けつ着ちやくついたんだろォし俺はいくぜェ」

「……そんな態度であれば、最初から沈ちん黙もく寡か言げんで動かなければよかったのに」

「燐ちャんの顔が見たくてよォ」

　げしげしげしと、先ほどよりも多めにフォラスに小こ突づかれていた。懲こりない男であった。

「気をつけてください、羽堂さん」

「あン？　なにをだァ？」

「蟲こ毒どく」

　言っていいものか、迷っていた。これはルカに知れれば、あるいは見習いの資し格かくを剝はく奪だつされるようなことだろう。けど、当とう事じ者しやは羽堂や九罰らなのだ。知ってもらったほうが、事じ態たいは良い結果に進むかも。

「ルカさんから聞いたのです。教きよう皇こうの狙ねらいは蟲毒。東とう洋ようの呪じゆ術じゆつで、それは甕かめの中に──」

「おいおいやめてくれよ辛しん気きくせェ」

　羽堂は笑う。いい加か減げん帰らせてくれ、とその瞳ひとみが語っていた。

「教皇の狙ねらいとか知ッたことかよォ。俺ァやりたいように正義の味み方かたしてるだけだぜェ？　陰いん謀ぼうとかそういうのはいらねェんだよ。前に出てきたヤツからノックアウトしてやるから」

「ですが」

「言いから黙だまッて自分の仕事こなしとけェ。俺ァ帰ッて寝る」

　そう言って、あっさり金きん髪ぱつのボクサーは姿すがたを消した。来た時と同どう様ようの神しん出しゆつ鬼き没ぼつぶりだった。本当にどうでもいいとばかりに。

　杞き憂ゆうだったのだ。あの男のことなど、心配するほうが間違っている。

「というか、そもそも悪あく魔ま使づかいですし」

　神の使いたる自分が誰だれを心配しているのか思いだして、燐は本気で自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいった。なにをやっているのだ自分は、と叱しつ咤たする。

　丘の上の魔ま犬けんは、今は小さくなって眠っているようだった。
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　小こ波なみは、数日間かん部へ屋やから出てこなかった。

　それを急せかす者はいなかった。きちんと答えを出しますから、と言われてしまえば。さしものディオニュシウスも、強ごう引いんに連れだせばまたグラシャラボラスが出てくるとわかっていただろうから、今度ばかりは大人おとなしくしている。代わりにその数日間、ブエルとともに大ケガを負ったアンドラスや九く罰ばつの治ち療りようにあたっていた。イヴも、至し近きん距離でグラシャラボラスの咆ほう哮こうを受けたので、しばらく耳が痛いと言っていたが、ブエルの薬を飲んだだけであっさり治っていた。

　ディオニュシウスはあれだけケガを負っておきながら、次の日にはなにもなかったかのような身体からだで現れてくるのだから、もはや人間の範はん疇ちゆうには収まらないだろう。一日で治る火傷やけどってなんだ。

　他にも、柴しば燐りんが後からやってきて、ディオニュシウスを連れ帰ろうとしたのだが、黒くろ医い者しやは小波が答えをだすまでは動かなかった。どうしてディオニュシウスを連れ帰ろうとするのか、燐は頑かたくなに九罰には教えてくれなかった。

　そうしているうちに、決意をした小波が部屋から出てきて──。




「クバツー。クバツー」

　屋や敷しきのエントランスでぼけっとしていると、後ろからアイムがやってきた。

「外にいかないの。みんな小波とさよならしてるよ」

「いいよ僕は。なんか今回、役に立たなかったし」

「いいとこはみんななっちゃんに取られちゃったしねー」

「う」

　はっきり言われるとさすがに傷ついた。

　巨きよ大だいな、屋敷の入口。開け放たれたそこからは、屋敷の門を見ることができた。門にはディオニュシウスと柴燐がいて、笹ささ崎ざき小波も見送られる側だった。ブエルはどこにいるのだろう。またどこかの壁にでも潜ひそんでいるのか。

　送る側は七罪とアンドラス。肝かん心じんの屋敷の主人は、泣き顔を見せたくないからと自分の部屋にひきこもっている。別れにあたってぐしゃぐしゃの泣き顔を、あの誇り高いイヴが見せたくないのもわかる。

　小波は、治療を受けることを決意した。

　医者としてのディオニュシウスは優秀だろうし、心配することはないだろう。悪あく魔ま憑つきの治療法ほうはこれから見つけるのだろうが、少なくとも小波の少ない寿じゆ命みようはちょっとだけ伸びる。そこから先は、九く罰ばつがどうこうできる問題ではなかった。

　初めからそうすればこんなにこじれなかったのに、なんて今いま更さら言っても仕方が無い。ディオニュシウスが待ってくれるほど優しくなかったのだから。

「いこーよぉー。見下ろしてるだけじゃダメだってぇ」

「熱い熱い。摑つかまないでアイム」

「もー」

　一人で考えたいことがあったのに、アイムは放っておいてくれなかった。

　小こ波なみは七な罪つみと抱き合っている。アンドラスはもういなかった。結局、これでは見送りが七罪一人である。この屋や敷しきの人間たちらしいと言えば、らしいのだったけれど。

「なにを考えているの小さな人間風ふ情ぜいが」

「別に、なんでも……って、ブエル」

「なによ私がいては不ふ快かいなの不快よねこの身体からだだものね」

　ブエルの声だけは聞こえて、姿すがたは見せない。その辺の壁に潜ひそんでいるのだろうが、どうしてそんな風ふうにシャイなのだろうか。自分の姿にコンプレックスでもあるのだろうか。

　あるのかもしれないな、と思った。なにしろ異い形ぎように過ぎる。

「ブエル、行かないのー？」

「私はもう少し屋敷に残るわアンドラスの治ち療りようもあることだし遠とお野の九罰貴方あなたの毒どくもまだ抜けきっていないだろうしね？」

「ブエルずるいー。アタシもクバツの血ち飲みたいー」

　アイムがとんでもなく物ぶつ騒そうなことを言っていた。悪あく魔ま二人でなんて話をしてやがるんだ。

「遠野九罰に伝でん言ごんがあるわディオニュシウスから」

「え？」

「『貴き様さまはきっと俺おれのようになるぞ、小こ僧ぞう。代だい償しようの支払いのために、中身の枯こ渇かつした肉の袋ふくろと成り果てる。覚かく悟ごしておくことだ』ですってまるで人生の先せん達だちのような顔をしてあのジジイ一体何なに様さまのつもりなのかしらね？」

　容よう赦しやないな、と思った。ここ数日、アンドラスに九罰に小波にと治療に奔ほん走そうしていたブエルだ。こき使われたことを根に持っているのかもしれなかった。

「中身の枯渇した、肉にく袋ぶくろ……ね」

「な、なに、我が慢まんしてるもん、アタシ」

「七罪、しばらく同どう化かはしないってさ」

　なにしろ服が全ぜん滅めつである。あれだけの分ぶん量りようが一気になくなって、おまけに七罪の着ていたお気に入りまで燃えてしまった。お洒落しやれの好きな女の子としては悪あく夢むだろう。バステトが食べた分には九罰の服も入っていたのだが、まあ九罰はあまり気にしていなかった。この辺りが男女の差か。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。アンタたちみたいに誤ご魔ま化かし方もあるってわかった。きっとなんとかなる」

「前向きさが羨うらやましいわディオニュシウスの若い頃とよく似ているわね」

「勘かん弁べんしてよ……」

　全く褒ほめられている気がしなかった。というか、多分ブエルは褒めてなどいない。

　まだまだ困こん難なんは続く気がした。柴しば燐りんがディオニュシウスを連れ帰る理由も、きっとなにか不ふ穏おんなことなのだろう。いかに最強の炎ほのおの悪あく魔まとはいえ、エクソシストと正面衝しよう突とつしてしまえばいささか分ぶが悪いのかもしれない。

「だからこそディオニュシウスのようにはならないでね理り想そうを追い求め続けるだけの屍しかばねには」

「僕に理想なんて大したものは無いよ」

　羽は堂どうのような人じん格かく者しやではないのだから。

　いつの間にか、ブエルの気け配はいが消えていた。アイムもどこか落ち着かない表情だった。放ほう火かでもしたいのかな、と九く罰ばつは思う。七な罪つみと同どう化かしていた時は戦っているという感じでもなかったのだから、ストレスがたまっているのかもしれない。

「ケガ……大丈夫？」

「え？　ああ、打だ撲ぼくと、毒どくだけど……まあ大丈夫かな。さすが医い者しやと医い療りようの悪魔っていうか」

　ケガの治りが尋じん常じようでないほどに早い。

「そか、じゃあ、いいかな」

「……なにが？」

「え、えっとね、あの、えーと……ほら、あの、アレ、よアレ！」

　アイムが両手をわたわたとさせている。なんなのだ、と九罰は思った。こんなアイムを見るのは珍めずらしい。顔が赤い。やっぱり体内に熱でも溜たまっているのだろうか。大丈夫？　と九罰はアイムの額ひたいに手を当てる。火傷やけどしそうな熱が伝わってくる。

「熱ッ──うん、体温いつもどおりじゃん。なんか変だよ、アイム？」

「だ、だからね、それは……」

　アイムの様よう子すがおかしい。

　そう思った瞬しゆん間かん、アイムの背後から、無む数すうの触しよく手しゆが現れていた。え、と思った瞬間に、ブエルの淡たん々たんとした声が響ひびいている。

「まだるっこしい接せつ吻ぷんごときで躊ちゆう躇ちよしているんじゃないわよ生き娘むすめか」

　灼しやく熱ねつの感かん触しよく。

　それは一いつ瞬しゆんだった。九罰がすぐに離れたからだ。でも間違いなく、アイムの唇くちびるが九罰のそれに触れた。というか、背中の触手が強ごう引いんにアイムを九罰に押しつけた。

　熱くて、感触とか、よくわからなかった。

「あ……」

　目が合う。

　内部まで燃えているかと思うほどに、真まっ赤かなアイムだった。

「こっ……かっ……」

「あ、アイム……」

[image: ]

「ブエル────ッ！　このっ、なんてことしてくれんのよぉ──ッ！」

　もはや消えてしまった触しよく手しゆを追いかけて、アイムが走りだした。残された九く罰ばつは、なんだか力が抜けてその場にへたりこむ。熱さで感かん触しよくがわからなかったのが悔くやしくて、悔しいと思ってしまった自分になにを考えているんだと叱しつ咤たした。

　代だい償しようが魂たましいって。

「は、はは……」

　既すでに魂まで骨ほね抜ぬきにされていることに気付いて、九罰は思わず笑ってしまうのだった。










　　　あとがき




（BGM　「Poisoner」by ALI PROJECT）




　東ひがし日本大だい震しん災さいで被ひ災さいされた皆さまに心よりお見み舞まい申し上げます。




　お久しぶりです、折おり口ぐち良よし乃のです。「出るの？　出るの？」「もう出ないんじゃね？」「ていうかリヴルの次を出せ」と言われ続けていた九く罰ばつの最さい新しん刊かん、そして最さい終しゆう巻かんをお届けしています。毒どくの医い者しやの話です。

　はい、ええ、ごもっともです。

　これで終わり？　という声が今いま僕の耳に届きました。終わりなのです。

　色々な伏ふく線せんとか秘ひ密みつとか、あるけどね。

　そういったものは全すべて、『打ち切り』という名の恐るべき死しに神がみによって無かった事にされてしまうのです。九罰や七な罪つみの名前とか、天あま草くさ教きよう皇こうの諸もろ々もろとか、そういったことを打ち切りは一切考こう慮りよしてくれないのです。ヤツはある日突とつ然ぜんやってくるのです。

　まあもっとも。

　いつ打ち切られても良いようにコンパクトに話をまとめておくのも、作者の技ぎ量りようの内とも言えるわけなのですが。でもさぁ、みんなそんな、「いつでもやめられるように広げる風ふ呂ろ敷しきはほどほどにしておこう」みたいな作品読よみたいですか？

　難しいところであります。そして新人作さつ家かの自分には、その難しいところを上う手まく加か減げんする能力が備わっていなかった、というところなのであります。




　とはいえ別の作品『死し想そう図書館のリヴル・ブランシェ』はきちんと終了させる予定で、現在運んでいます。打ち切りではないよ。あらかじめ決めていたことだよ。その先はまた新作を構こう想そう中ちゆうですので、折口良乃の名前で作品を買う方は要チェック。

　宣伝？　あざとい？　そうしなきゃ生き残れないのさ。




　では、最後にこの本にかかわってくださった方に感謝を。

　編集Ｍさん。九罰とアイムの物語に、最初から最後まで付き合って頂きましてありがとうございました。一つのシリーズを始めて、終えるという作業の中で、多くの事を学ばせてもらいました。これからもカリスマ編集としてよろしくお願いいたします。

　絵え師しの戌いぬ角かどさんも、九罰とアイムの物語に華はなのあるイラストを添えて下さり、本当にありがとうございました。三巻から四巻までかなりの間があったのに、変わらぬクオリティで絵を仕上げてくれるのはさすがプロです。

　その他、家族、よく一いつ緒しよに遊びにいく作さつ家か仲間の皆さまがた、校こう正せいさん、四年間かん遊び通した大学の友人たち。

　そして四冊に渡る九く罰ばつとアイムの物語に最後までお付き合い頂いた貴方あなたに、最大限の感謝を。

　本当に、ありがとうございました。
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折おり口ぐち良よし乃の

１９８８年10月16日生まれ。２０１１年１月から４月までに、風邪をひき、のたうちまわるような腹痛に苦しみ、また風邪をひくという病弱キャラを地で行くような経験をこなす。著者近影は切り取ってブエル召喚にでも使ってください。
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イラスト／戌いぬ角ずみ柾まさき

今回は肌率多め＆いろんなキャラが登場する挿絵になりました。こちらもよりらしさが伝わればと思いながら描かせていただきました。少しでも気に入っていただければ幸いです。
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九く罰ばつの悪あく魔ま召しょう喚かん術じゅつIVキャトー
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